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第一章　少年、少女を待ち受ける者







　街は賑にぎわいを見せていた。

　通りという通りには幾いくつもの店が軒のきを連ね、大勢の人間が出入りを繰くり返かえしている。

　飛とび交かう声はしきりに自らの商品の良さを主張し、一人でも多くの客を呼び込もうとしていた。

　人の集まる場所では、それこそ良く見られる光景である。

　ただし『ここ』が他と少し違ちがっているのは、買い物をしている者のほとんどが一いつ般ぱん人じんではないということだった。

「へぇー。面おも白しろい！」

　街の中心にある広場に立って、アヤメは大声を張り上げる。

「本当に、魔ま術じゆつ師しばっかりだね！」

　好こう奇き心しんに満ちた目を輝かがやかせる彼かの女じよに、

「まあ、そりゃ――ここは、俺おれ達たち専用の街みたいなもんだからな」

　そう、ロイは応こたえた。

　目の前を通り過ぎる人々は、年ねん齢れいも性別も外見も統一されてはいない。

　だが共通点が一つだけ。それは、ほとんどの者がローブを纏まとっているということだ。

　立ち並ぶ店も魔術関係の物ばかりで、飲食物や雑貨を取とり扱あつかっているところは余り見当たらない。

　――魔術都市フェーリヴェーレン。世界で最も多くの魔術師の集まる場所だった。

「ねぇ、見て、ロイ。熟練の魔術師が作り上げた不思議な飲み物。一口飲んだだけで、七つの味を別々に楽しめる、だって！」

　アヤメが店の軒のき先さきに出ている屋台を指差してはしゃぐ。

「胡う散さん臭くさいな。あんま変なもの買うんじゃないぞ。魔術に関して素人しろうと同どう然ぜんのお前なんて、向こうからすればいいカモなんだからな」

「わあ、本当だ！　色んな味が全然混ざらないでちゃんと一つ一つはっきりしてる！　なにこれ！」

「言ってる傍そばから!?」

　こちらの忠告など聞いてもいないアヤメに、ロイはため息をつく。

「こっちは自動的に動く木の馬車に、持つだけですらすら文章が書けるペン！　雪男の皮で作った夏でも涼すずしい外がい套とうに、竜の鱗うろこで作った世界一丈夫な鞄かばんだって！　ロイ、全部欲ほしい！」

「いらんいらん。こういうのは大たい抵てい、その場の勢いで買って後こう悔かいすることが多いんだ」

「分かってないわね。そういうのも含ふくめて旅の楽しみなんでしょ。なにこれ下らないーって笑うのもいい思い出になるのよ」

「で、一か月後にはゴミになるわけだ」

「……浪ろ漫まんがないこと言うなぁ」

　怒おこるように言ってくるアヤメに、ロイは肩かたを竦すくめる。

「大体、今回は遊びに来たんじゃないんだからな。分かってるか？」

「分かってるわよ。あ、このネックレス可愛かわいい。ハンナちゃんに似合いそう。こっちのペンダントはカノン先せん輩ぱいかなあ」

「分かってないだろ、お前……」

　台詞せりふと行動がまるで噛かみ合あっていない。

「そんなことないわよ。あたしだって色々と考えて、その不安を紛まぎらわすために空元気で街を楽しんでいるのよもぐもぐ」

「物食いながら喋しやべってる奴やつの言葉に説得力があると思ってんのか」

　半眼で見るロイに、カボチャのクリームが入ったパイを咥くわえていたアヤメは、照れるように笑った。

「まあまあ。それに緊張し過ぎても良くないんじゃない？　別に悪いことが待ち受けてるって、決まったわけじゃないんだし」

「それはそうだが……嫌いやな予感しかしないんだよな……」

　顔をしかめて、ロイは遙はるか先を見み据すえる。

「……ほら、アヤメ。見えてきたぞ」

　こちらの呼びかけに、店の前にあった竜の尻尾しつぽの干ひ物ものを眺ながめていたアヤメは、視線を前へと戻もどした。

「へぇ、あれがそうなんだ。うわー……すごい」

　物もの珍めずらしそうな声で、庇ひさし代がわりに手を額へと当て、遠くを眺める。

「……見るのは随ずい分ぶんと久しぶりだな」

　ロイは感かん慨がい深ぶかく呟つぶやいた。

　大通りを真まっ直すぐに行った先、蒼そう穹きゆうを背にして、ある巨きよ大だいな建物が聳そびえ立たっていた。

　見る者を圧あつ倒とうする威い容ように満ちたそれは、ロイのような魔術師達にとっては何よりも重要な施し設せつである。

　まるで大地から剣けんが突き立っているかのような尖せん塔とうが幾つもあり、それらに支えられるようにして、中央に菱ひし形がたの物体があった。

　建築物全体が、まるで硝子がらすのように透すき通とおった素材によって包み込まれており、陽光の煌きらめきを受けて幻げん想そう的てきな輝きを放っている。

「通つう称しよう、【水晶の城リシユタル・スロス】……」

　言葉を発しながらロイは思い出していた。

　遡さかのぼること数年前、この場所を初めて訪おとずれた時のことを。

「魔術師達の全すべてを支配、統とう括かつする機関」

　アヤメの方を振り返ると、ロイははっきりと告げた。

「――あれが、【魔術師連盟】の本部だ」




　受付で自分達の名を伝えると、話は通っていたようですぐに案内の人間が現れた。

　その背について歩きながら、広々としたホールを進んでいく。

　周囲にはローブを着た魔術師達がそこかしこに存在し、それぞれが様々な会話を交わしていた。

「うわ、ここも街と一いつ緒しよ。ロイと同じような人達ばっかり。ちょっと暗そうなところも似てる」

「大きなお世話だ。というか魔術師の為ためにある施設なんだから当たり前だろ」

　嘆たん息そくして、ロイは辺りを忙せわしなく見回すアヤメに注意した。

「珍めずらしいからってあんまりキョロキョロするなよ。不ふ審しんに思われたら厄やつ介かいなことになる」

「人を田舎者のように言わないでよ」

　アヤメは頬ほおを膨ふくらませ、不服を訴うつたえてくる。

　ちなみに今、彼女はローブを目ま深ぶかに被かぶってその姿を隠かくしていた。

　アヤメの髪かみと瞳ひとみの色は、この世にほぼ――全くと言っても過言ではあるまい――存在しないものであり、そのままではいささか目立ち過ぎるためだ。

　以前にこの世界で服を購こう入にゆうしたこともあり、それを身に着けてさえいれば、普ふ段だんはあまり周囲の目を気にせずに済んでいた。

　しかしここには街以上に大勢の魔術師達が居る。

　万が一のことを考えて慎しん重ちようになる必要があった。

　案内役はやがて大きな扉とびらの前に立つと、懐ふところから一枚のカードを取り出した。魔術師達にとって魔術を行使する際に必要となる媒ばい体たい、グリムワードだ。

　仄ほのかに青白い光が放たれ、扉へと吸い込まれる。

　やがて、その扉は音も無く両開きになると、ロイ達を出で迎むかえた。

　室内の中央にある螺ら旋せん階かい段だんが、延々と上階へと続いている。案内役に続き、二人がそこに足をかけた瞬しゆん間かん。

　ゆっくりと、階段は上へ向かって円を描えがくように自動的に動き始めた。

「ひゃっ。なにこれ？」

　アヤメが興味を惹ひかれたようにしゃがみこむと、手で軽く階段を叩たたき始はじめる。

「こら、はしゃぐな。【飛ひ翔しよう術じゆつ】の効果を持つ魔術鉱石を使っていて、魔ま力りよくを持つ人間が使うと上下に移動するんだ」

「ふうん、エスカレーターみたいなものね。割とこの世界にも長くいるけど、こんなの見たことないなあ」

「声が大きいって……！」

　不用意な発言を漏もらしたアヤメにロイの心臓が跳はね上あがった。何のためにローブを被かぶせたと思っているのか。

「……結構高価なもの、かつ、魔術師以外には使えないものだからな。特別なところにしか設置されてないんだよ」

「なるほどねー。いやはや、面白いなあ」

　呑のん気きに笑って階段の調子を確かめるように触ふれるアヤメに、ロイはため息をついた。

（今がどんな状じよう況きようか分かってるのか、こいつ……）

　持ち前の前向きさと、それに付ふ随ずいする度胸とで泰たい然ぜんと構えているのかもしれないが。

　それにしても、もう少し緊張してもいいだろうに、とも思う。

（……一体、どういうつもりなんだろうな）

　ロイは腕うでを組むと視線を傾かたむけた。時折現れる窓の向こう、建物を取り囲む透とう明めいな壁かべを通して、整然と並んだ街並みが見える。

　魔術に関係することであれば、その大小に拘かかわらずありとあらゆるものが集つどう土地。

　観光目的で来たのであれば、自分もアヤメのように気楽で居られたのだろう。

　だが、現状を鑑かんがみれば、とてもではないがそんな心持ちにはなれなかった。

　何な故ぜなら自分達は――魔術師連盟本部より、直接出頭を命じられた身分なのだから。

　……ロイの下に白い鳩はとが現れたのは、今から数日前のことである。

【アルス・マグナ】のように禍まが々まがしい鴉からすではなく、一点の穢けがれもない、神聖ささえ伴ともなうその鳥は、魔術師連盟からの使い魔である証あかしだった。

　鳩はその嘴くちばしから、淀よどみのない口調で次のような用件を話した。

『魔術師連盟所属第一級【扉の魔術師】ロイ＝シュトラス。貴君に魔術師連盟本部への来訪を願う。その目的と詳しよう細さいな内容は直接対面した上で知らせるものとする。受付に自らの名を伝えた後、案内役と共に来られよ。尚なお、その際には貴君の友人である雛ひな菊ぎくアヤメを同行させるように』

　願う、などと体面の良い言葉を使っているものの、実際は強制的な呼び出しである。

　ただ、それだけならばまだいい。滅めつ多たにないことではあるが、これまでも同じようなことはあった。気になるのは、最後に書かれた一文である。

　雛菊アヤメを同行させるように。

　即すなわち、相手側――ロイに自分の下に来いと言った連盟本部の誰だれかは、アヤメのことを知っているのだ。

　無論、アヤメにはロイ以外の何人もが会ったことがある。

　カノンやハンナはもちろんのこと、【アルス・マグナ】で戦った者達も同様だ。

　そのため誰からか漏れて、アヤメの名が本部に伝わった、という可能性は十分にありえた。

　だが、それでも、嫌な予感は拭ぬぐえない。

（俺おれだけならまだしも、どうしてアヤメまで……？）

　もしや、という、一いち抹まつの不安が過よぎった。

（……【アルス・マグナ】のことがバレたのか？）

　魔術師達の雌し雄ゆうを決する大会。もはや、自分たちの間では公然の秘密と化しているものではあるが、その実、内容の過激さ故ゆえに未いまだに非合法な物であることも確かであった。

　裏で貴族達による賭と博ばくが流行していることもあり、魔術師連盟としても見過ごせない問題となっているはずだ。

　もしロイの参加が向こう側の知るところになっているとすれば、何らかの処しよ罰ばつが下ることを免まぬがれることは出来まい。

「……面めん倒どうなことにならなきゃいいけどな」

　あえて声にしてみれば、杞き憂ゆうであると思えるかもしれない。そんな風に考えて、実行してみたが、余計に気分が重くなるだけであった。

「なーに、難しい顔して。お腹なか痛いの？」

　その時、階段の仕し掛かけにも飽あきたらしく、アヤメがこちらの顔を覗のぞき込こんでくる。その整った顔立ちが間近に迫せまって、ロイの鼓こ動どうは高鳴った。頬が熱くなるのを感じながら、目を逸そらす。

「お前な……。ちょっとは真しん剣けんになれよ。色々考えてる俺が馬ば鹿かみたいだろ」

「ああ、あたしも呼び出されたこと？　大だい丈じよう夫ぶよ、きっと」

「……やけに自信あるな。どうしてだ？」

　なにか秘策でもあるのだろうか。そう思っての問いかけではあったが、

「や、理由はないけど」

　訊きくだけ無む駄だだったと痛感した。

「お前に期待した俺が悪かったよ」

「あ、なによ、その態度。生意気。ちょっと自分が頭いいからって、上から目線は良くないよ？」

「だったらもうちょっとマシな答えをくれ」

「じゃあ逆に訊くけど、大丈夫じゃなかったとして、なにか手はあるの？」

「……いや、それは」

　はっきり言って、無い。仮に懸け念ねんが現実となったところで、簡単に逃げ出せるわけでもないだろう。何せ連盟本部は魔術師が掃はいて捨てる程ほどに居るところだ。警護も一流の魔術師を雇やとっているだろうし、苦戦を強しいられることは目に見えている。

　また仮に逃げ出せたとしても、そこからはただひたすらに追われる身だ。【アルス・マグナ】への参加を続けることも難しくなる。即ちそれは、アヤメとの約束も果たせなくなってしまうことを示していた。

「でしょ？　それじゃ、どっちを考えたって意味がないじゃない。さっきも言ったけど、だったら前向きに、なんとかなるかもって思ってた方がいいでしょ？」

「そりゃそうだが……まあ、お前らしいな」

　思わず苦く笑しようする。何事に対しても前しか見ない。アヤメの一番いいところではあるが、正直、自分は真ま似ねできそうになかった。

「ま、きっと大丈夫よ。あたしとロイが組めば、敵なんかいないんだから」

　心底からそう思っているかのように、アヤメは魅み力りよく的てきな笑えみを浮うかべる。

（……お前の笑え顔がおは、本当に反則だよな）

　どんな無む謀ぼうなことでも、実行できてしまうのではないかと信じてしまう。

　踏み出す一歩を躊ちゆう躇ちよする自分の背を押おして、遙か彼方かなたまで連れていくのだ。

　だがそんなことを、面と向かって言えるはずもなく。

「ん？　じっと見てるけど、どうかした？」

　目を瞬かせるアヤメに、ロイは首を振り、

「なんでもない」

　わざとぶっきらぼうに、そう応じた。




　螺旋階段が、最上階にある装そう飾しよくの施ほどこされた扉の前に辿たどり着つく。

　すると、その扉はひとりでに開いた。導かれるように足を踏み入れた先は、薄うす暗ぐらく広大な空間である。

　案内役の人間はこちらに頭を下げると、再び階下へと向かって行った。

　ロイ達が部屋の奥おくに向かって歩き始めると、それに従い、周囲に変化が起きる。

　左右に一つずつ、魔術による明かりが灯ともると、足元を照らし始めたのだ。

　おかげで茫ぼう洋ようとしていたその内装が少しずつ明らかになり始めた。

　沈み込みそうな柔やわらかな絨じゆう毯たん、左右には隙すき間まなく棚たなが置かれ、それらは天てん井じようまで届くほどに高い。中にはびっしりと書物が詰め込まれており、遠目から見ただけではよく分からないが、全て魔術書のようであった。

「ねえ、ロイ、あれってなんの絵？」

　アヤメが頭上を指差す。視線でそれを追ったロイは、あるものを目にした。

　天井一面に描かれた美び麗れいな絵である。

　恐おそらくは女性だと思われる、髪の長いローブ姿の魔術師が両手を掲かかげ、何かを実行していた。彼女の隣となりには年若い、男性の魔術師もおり、何かに対して驚おどろきを露あらわにするかのようにその身を引いている。

「いわゆる天井画ってやつだな。ただ……なにを表しているかまでは分からん」

　照明の光が届かず、詳細がよく分からないのだ。

　どうやら男女の前には誰かがいるようだが、どれだけ目を凝こらしても陰かげになって確かく認にんすることが出来ない。

　ただ……ロイは、奇き妙みような既き視し感かんを覚えた。

　まるで、ごく最近に同じような光景をどこかで見たことがあるような――。

「わざわざ呼び出して申し訳ありません」

　不意に声がかけられ、ロイ達は足を止める。いつのまにか室内の最奥付近に来ていたようだ。最後の灯あかりが、一ひと際きわ大きな瞬きを示した。

　光が降り注ぎ、声の主はその姿をはっきりと現す。

　瀟しよう洒しやな造りをした机に手をつき、座していたのは、怜れい悧りな双そう眸ぼうを持つ美しい女性だった。

　整った顔立ちと言えばアヤメもまたそうであるが、彼女のそれはいい意味で余り色いろ香かを感じさせない、極きわめて健康的なものだ。

　それに対して目の前の女性はどこか浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きを宿しており、それは相対した者を魅み了りようし、虜とりこにしてしまうほどの、危あやうい艶あでやかさすら持ち合わせているように見えた。

「……いてっ」

　不意に腕に痛みを感じ、ロイは振り向く。アヤメがほんの少しだけ、こちらの肌はだを指で抓つねっていた。

「なんだよ」

「別に」

　まるで拗すねているようにこちらと目を合わせず、彼女は明後日の方向を向く。

　その姿をしばらく眺めていたロイは、ふと、あることに気が付いた。

「あ……いや、あの、別に、見み惚とれていたとかじゃないからな」

　確かに類たぐい稀まれなる美び貌ぼうを持つ女性ではあるが、自分にとっては興味の対象外だ。

「別にそんなこと言ってないし」

「じゃあなんでこっちを見ない」

「別に普段から見てないし」

「さっきまで向かい合って話してなかったか？」

「ロイが夢見てただけだし」

「お前じゃあるまいし起きたまま寝ねるかよ」

「あたしだってそこまでじゃないわよ！」

　と、アヤメがロイの言葉に挑ちよう発はつされてこちらに顔を向けてきた。

「よし、俺の勝ち」

「はっ……うぐぐぐぐぐ」

　まんまと策略に乗せられたことが悔くやしいのか、アヤメは固めた拳こぶしを震ふるわせる。

「……お話は終わりましたか？」

　そこへ発せられた三つ目の声に、ロイははたと我に返った。完全に今がどんな状況かを忘れていた。これではアヤメのことをとやかく言うことは出来ない。

「……悪い。続きを」

　促うながしたロイに、女性は表情を変えず頷うなずいた。無視されたことに対して不快感を抱いている様子はない。

「改めまして、ようこそ魔術師連盟本部へ。歓かん迎げいしますよ、ロイ＝シュトラス。……そして」

　彼女は視線を動かすと、蠱こ惑わく的てきな輝きを宿す紫むらさきの瞳に、ロイの隣に居る人物を映した。

「雛菊アヤメ、さん」

「……ど、どうも」

　その、よく通るが抑よく揚ように欠ける声は、ある種の不気味さをこちらに抱かせる。アヤメも同様のようで、やや当とう惑わくする様子を示していた。
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「さて――本題へと入る前に自己紹介をしておきましょう。あなた方も私が何者であるかが気になっていることでしょうから」

　自らの胸に手を当て、女性は嫣えん然ぜんとその口元を緩ゆるめる。

「私の名はミラー。ミラー＝エンセンス」

　眉まゆを顰ひそめる。聞いたことがない名前だった。尤もロイは魔術師のことについてはそれほど詳くわしいわけではない。今ここにカノンが居れば、叱しかりながらも教授してくれるのだろうが。

（こんな大きな部屋を一人で使っているほどだ。連盟でも相応の地位にいる人間には違いない。とすると、各地の支部を取り仕切る奴か、あるいは……）

　と、ロイがそんなことを考えていると。

「とは言え、その名は既すでに捨てたもの」

　ミラーが、意外なことを口にしてきた。

「公式な場において、私は皆みなにこう呼ばれます」

　ロイにとって、青せい天てんの霹へき靂れきとも言うべきその事実を。

「――ダンネンベルグ、と」

　目を見開く。確かに紡つむがれたはずの言葉であったが、何かの聞き違いではないかと疑いたくなるほどに、それは尋じん常じようならざる衝しよう撃げきをこちらに齎もたらした。

「なんだと……？」

　短く発した問いかけ。こちらの動どう揺ようを悟さとったのか、アヤメが慎重な態度で接してきた。

「ね、ねえ、ロイ、ダンネンベルグさんって、確か……」

　彼女には以前、話したことがあった。出会って間もなく、初めて外に出た時に。

「……ああ。ダンネンベルグ。それは名前であると同時に、称しよう号ごうでもある」

　授さずかりし者は魔術師連盟の頂点に立ち、巨大な権力を握にぎる。

　即ちそれは、名実ともに世界最強の魔術師となった証なのだ。

「どうして……ダンネンベルグが俺を？」

「今はミラーで構いませんよ。私も連盟の長としてではなく、一個人としてあなたに接しますので」

　こちらの焦あせりを和やわらげるように微笑ほほえみを浮かべ、ミラーは続けた。

「ロイ、あなたを呼んだのは他でもありません。ある頼たのみ事ごとをするためです」

「……頼み事？」

「ええ。【扉の魔術師】であるあなたにしか為なし得えない、あることをね」

　迂う遠えんな言い回しではっきりと内容を伝えてこないのは、後ろ暗い何かがあるからか。

　警けい戒かいするロイを知ってか知らずか、ミラーは全く変わらぬ調子を保った。

「その前に言っておきましょうか。ロイ、あなたは【アルス・マグナ】をご存じですか？」

　いきなり危き惧ぐしていた領域に触れる発言をされて、息を呑のむ。だが、かろうじて冷静さを保つことが出来た。

「……まあな。魔術師なら誰でも聞いたことくらいはあるんじゃないか？」

「聞いたことくらいはある、ですか」

　何かを含むような言葉の後に、ミラーが囁ささやくように零こぼした。

「――上う手まく、逃げたものですね」

　その瞬間、疑ぎ惑わくは確信へと変へん貌ぼうを遂とげる。

（こいつ……！　やっぱり俺たちが参加していることを知ってるな！）

　ロイがアヤメへと視線を移すと、彼女は何もかもを了りよう解かいしたように顎あごを引いた。

　お互たがいに、何が起こってもすぐに反応が出来るよう警戒を強める。

　――だが。

「ああ、大丈夫ですよ。何も私は、あなた方を処罰しようとここに呼んだわけではありません」

　こちらに対してミラーが告げたのは、そんな一言だった。

「……どういうことだ？　【アルス・マグナ】の参加を見み逃のがすっていうのか」

「ええ。そんなことは些さ細さいな問題ですから」

　連盟の頂点に座する人間に相応ふさわしい発言とは思えない。

「……不審に思っているようですね。では説明しましょう」

　こちらとの信頼関係を築きたいとばかりに、ミラーは明け透けに語り始める。

「まず初めに。【アルス・マグナ】は違い法ほうではありますが、こちらとしても取り締まるつもりはありません。あの大会によって生じる利益は計り知れないものがあるからです」

「……それって変じゃない？　確かに賭かけ事ごとやってて、大きなお金が動いてるって聞いたけど、どうして連盟が儲もうかるの？　関係ないじゃない」

　アヤメが怪け訝げんな顔を作る。

「関係ないわけではありませんよ。いえ、寧むしろ、魔術師連盟は最も関わりが深いと言えるかもしれません」

「……そういうことか」

　舌打ちする。大体見えてきた。どうりで主しゆ催さい者しやの情報がまるで広まらないわけだ。

「お前らが――胴どう元もとなんだな？」

　ロイの指し摘てきに、ミラーは無言のまま応じようとはしない。だがその不自然な程の笑みが、雄ゆう弁べんに事を物語っていた。

「胴元って、賭け事を取り仕切ってる人のことだよね。……ちょっと待って。じゃあ!?」

「その通りだ、アヤメ」

　ロイはミラーに対して、刺さすように指を突き付けた。

「【アルス・マグナ】を始めたのは、こいつだ。つまり――魔術師連盟そのものが、あの大会を取り仕切ってたってことなんだよ！」

「そういうことになりますね。ただ一つだけ訂てい正せいを。何も魔術師連盟自体の総意で【アルス・マグナ】を始めたわけではありません。このことを把は握あくしているのは、私を含めた一部の幹部のみです」

「お金が儲かるからって、取り締まる方の人達が決まりを破っちゃ駄だ目めじゃない！」

　アヤメの言葉は正しい。この上なく真っ直ぐで、一いつ切さいの反論すら許されない程に。ただ、

「為い政せいの側なんて大抵そんなもんだ。こいつらの感覚的に規則は支配される側のためにあるのであって、自分達は例外なんだろうよ」

「……否定はしません。金銭が目的の全てというわけではありませんが」

「他に何があるっていうんだ？」

　こちらが投げかけた問いに、ミラーは静かに答える。

「魔術師自体に明確な序列をつけ、有事の際に利用できる者の当たりをつけるためです」

　要は、問題解決のために使える人間を情報として取り入れておきたいということだ。

「魔術師はお前らのために働く駒こまじゃないぞ」

「そうですね。ただ連盟としては必要なことであると認にん識しきしています」

　ロイは嘆息した。これ以上は何を言っても無駄だろう。

「……まあいい。お前らのことは気に入らないが、俺おれも【アルス・マグナ】のおかげで助かっている部分はある。どうこう言える立場じゃない」

「ご理解頂けて何よりです」

　受け入れたわけではない。話をしても無意味だと感じただけだ。

　余よ程ほどそう言ってやろうかと思ったが、詮せん無ない事でもあるのでロイは話題を変えた。

「で、わざわざそのことを俺達たちに話したのは何故だ？」

「はい。事前に聞いて頂かないと混乱させてしまうかと思いまして」

　気き遣づかいでもしているつもりか、とロイは鼻を鳴らす。

「実を言えば私はその大会を通し、あなた方のことをずっと【千眼オクルス・光ヴイジヨン】によって監かん視ししていました」

「千眼光？」

「……遠く離はなれた場所の風景を、すぐ傍にあるかのように幻げん影えいとして見せる高位魔術だ」

　きょとんとするアヤメに、ロイは説明した。

「ふうん。っていうか、それ、覗のぞき見みしてたってこと？　趣味悪いなぁ」

　不ふ愉ゆ快かいそうに言ってから、アヤメが続ける。

「でも……あたし達を監視してたって、一体どうして？」

「ある方の命令によって、二人を……特にロイ、あなたの資質を確かめる必要があったからです」

　アヤメへの応答であったが、ミラーの視線ははっきりとこちらを向いていた。

「もっと言えば、ロイに関しては【アルス・マグナ】より以前。あなたが【物質転移アドヴエントゲート】の優すぐれた使い手であると分かってからずっと、ということになります」

　その瞳の奥に確かな執しゆう着ちやくを感じ、ロイの胸中で不安が渦巻き始める。

「それは――私とある方が為さんとする大業に、あなたが相応しい人間であるかどうかを試ためすためでもありました」

「俺を……試す？」

　鸚おう鵡む返がえしに呟いたその言葉に、ロイは思い当たる節があった。

「まさか。お前、あの時、ディールの傍に居た!?」

　脳のう裏りに過るのは、以前にロイとアヤメが打うち倒たおした宗教団体【真実の眼オルト・クロイス】の党首。

　彼かれの隣にはいつも襤ぼ褸ろ布ぬののようなローブを被った怪あやしげな人物がいた。

　正体不明の輩やからと遭遇した時、その者はこう言ったのだ。

　誰かがロイを試している、と――。

「ええ。ディールに協力していたのは、私。それだけではありません。【アルス・マグナ】の中で、あなた方に不利になるよう様々な工作を施していたのも私です」

　次々と連れん鎖さ的てきに思い出していく事こと柄がら。

　それまで独立していた点がその時、一つの線で結ばれた。

「ちょ、ちょっと、それ本当!?　なんのためにそんなことやったのよ!?　あなたのおかげであたし達、すごい大変だったんだから！」

　憤いきどおるアヤメに対してミラーは悠ゆう然ぜんと構える。

「申し訳ありません。先ほども言いましたがあなたとロイ……というよりもロイに試練を課さなくてはならなかったものですから。【アルス・マグナ】への参加を幸いと利用させて頂きました」

「……ふざけるな」

　今度ばかりは昂たかぶりを抑おさえられそうにない。ロイは声を荒あららげた。

「お前らの都合で人を危険な目に遭あわせておいて、すみませんで済むと思ってるのか？　一体、何様のつもりだ！」

「お怒いかりはごもっとも。どのような謗そしりも免れはしないと覚かく悟ごしていました。ただどうしても必要なことであったのです。それがあの方の望みでもありました」

「……さっきからある方だのあの方だの、一体誰なんだ？」

　口くち振ぶりからするとミラーより上に位置する人間のようだ。

　だが、魔術師連盟においてダンネンベルグに命を下せる者などいるのだろうか。

「それに大業って……人にそこまでのことを仕掛けておいて、お前が……いや、お前らがやりたいことっていうのは一体なんなんだ!?」

「お教えしましょう。そのためにあなた方をここまでお呼びしたのですから」

　音も無く立ち上がると、ミラーはロイ達の前に移動し、その唇くちびるを弓ゆみ形なりに曲げた。

「ロイ＝シュトラス。様々な面から試した結果、あなたは我々にとって望ましい人材であると判断されました」

　彼女はローブを絡からませながら、まるでこちらを誘さそうようにして、その白く長い指を持ち上げる。

　同時に小さな音が鳴った。部屋の隅すみ、闇やみに隠れていた場所を光が照らす。

　姿を見せた扉が、ゆっくりと、開いていった。

　まるで、魔ま物ものがその顎あぎとを開くように。

「待まち焦こがれていた時は来たのです。今こそ、あの方は対面を望んでいます」

　ミラーが、謳うたうように言葉を紡いだ。

（……行くしかないか）

　ロイは息をつき、ミラーの先導に従って足を進める。

　その最中、ふと視線を移すと、そこには先ほどの天井画があった。

　明かりが増えたことで、先ほどは見えなかった部分が明らかになっている。

　二人の魔ま術じゆつ師し、その前には――。

　この世界では見たこともない奇妙な格好をした、一人の少年が立っていた。




　一体、誰が待ち受けているというのか。

　想像もつかない状況に幾いく許ばくかの不安を覚えながらも扉を潜くぐったロイは、そこに存在していた地下への階段を、連れられるまま降り続けた。

　地の底まで続いているかのような長いそれが終わり、ようやく硬かたい床ゆかを踏みしめた時。薄うす闇やみの向こうから、年若い声がかけられた。

「待っていたぞ。ロイ＝シュトラス。それに雛菊アヤメ」

　部屋中に散らばった本の山。それらに囲まれるようにしてある椅い子すに、一人の青年が腰こしかけている。

　宙に浮かぶ魔ま法ほうの光を照り返す、鮮あざやかな銀色の髪に、線の細い顔立ち。

　ゆったりとしたローブを身に纏まとった、二十代前半頃ごろを思わせる、ごく普ふ通つうの男性である。

「お前……何者だ？」

　ロイは問いかける。あるいは自分の見知った人物ではないかと記き憶おくを探さぐってはみたものの、該がい当とうする者はいなかった。元々人付き合いが盛んというわけでもないため、それはすぐに分かる。

「初対面から不ぶ躾しつけだな。もっと差しさわりの無い話題から始めたらどうだ？　それが人に対する礼れい儀ぎというものだ」

　彼はそう言いながら、自らの傍かたわらにある物をじっと眺めた。何の変へん哲てつもない鉢はち植うえである。そこには無数の葉をつけた、小さな深緑色の蔓つるを持つ植物が生えていたが、それはまるで意思を持っているかのように不規則的な挙動を見せていた。

「何あれ。気持ち悪い」

　アヤメが自分の体を抱きしめながら身み震ぶるいする。

「『霊心草エテルリーフ』っていう植物だ。育てた人間の意に従って動く、妙みような性質を持ってる」

　大きな物になると見上げる程になるらしいが、そこまで成長するにはかなりの時間がかかると、ロイも知識としては知っていた。

「オレの趣味だ。手間のかかるものが好きでな」

　微笑みを携たずさえながら、青年はこちらへと向いた。

「……そうかよ。それより、人を勝手に監視した上、わざわざ呼びつけておいて、礼儀を説くってのか？　笑わせるなよ」

「ふむ。随分と乱暴な口を聞く。お前達たちとは出来るだけ仲良くしたいと思ってるのだがな」

「残念だけどこっちにその気はないわ」

　腕を組み、アヤメは青年に向かってはっきりと言い放った。

「さっさと用件を話しなさい。あたし達はやることがあるの。いつまでもここに居られるほど暇ひまじゃないわ」

「……やることか」

　本を閉じると、青年は肘ひじ掛かけについた手で頬ほお杖づえをつく。そして、しばらくの間を置いてから、こうはっきりと告げてきた。

「――それは、異世界返還を行うことか？」

　ロイの背筋を総毛立つような感かん触しよくが撫なでる。息を呑み、上うわ擦ずった声を出した。

「どうして……それを……」

「うん？　お前程の人間とあろうものが、勘かんが鈍にぶいな。さっきミラーが言わなかったか？　ロイ、お前個人に関しては、連盟に魔術師として登録してからずっと監視してきたと」

　その言葉が意味するところを察するのは簡単だった。

　つまり彼らは見ていたのだ。ロイがアヤメを召しよう喚かんするところまで。

「じゃ、じゃあずっとバレてたの？　あたし達のこと……」

「そういうことになるな。尤もつとも知っているのはオレとミラーだけ。他の連中には伝えていないから、安心しろ」

　落ち着きを促すためか、青年はアヤメを諭さとすようにそう話す。

「……何故だ？　何故、俺達を今まで放っておいた？」

　ロイには全く理解出来ない行動だった。

【物質転移アドヴエントゲート】を昇しよう華かさせた魔ま術じゆつ【異世界召喚】は、公的な記録の上では成し遂げた者が存在しないとされている。

　かつて誰かが成功させたというおぼろげな情報のみを頼たよりに、何人もの高名な魔術師が挑いどみ、そして、その全すべてが失敗した。

　実現不可能。机き上じようの空論。幻まぼろしの魔術。

　果てはそんな風に呼ばれるようにすらなり、今ではもう忘れかけられている代しろ物ものだ。

　もし成功させた人間が出れば、まず間ま違ちがいなく、連盟がその詳細を探るために動くはずだった。

「全てはある目的のためだ。必要だったんだよ。お前程の力を持つ魔術師がな。それを達成するためであれば、連盟の功績などどうでもいい。……いや」

　言葉を区切り、青年は口端をゆっくりと上げた。

「そもそも連盟とは、その為に創つくり上あげられたようなものだからな」

「……いい加減に名乗れ。お前は一体、誰なんだ。どういう立場の人間なんだ？」

　会話を交かわしていく程に、その正体が霞かすんでいくような気がする。

　まるで途と方ほうもなく大きなものを相手にしているかのような、不気味な威い圧あつを感じるのだ。

「そうだな。そろそろ言っておくか。……ミラー、オレと彼らに茶を」

「かしこまりました」

　横おう柄へいにも思える指示にもミラーは一言も文句をつけず、従順な対応をとった。

　連盟の頂点、ダンネンベルグの名を持つ者ですら顎で使う。

　益ます々ます、目の前の人物が何者であるかが分からなくなっていった。

「遅おくれたが自己紹介をしておこう」

　差し出されたカップを手にし、青年は琥こ珀はく色いろの液体を揺ゆらす。

「オレの名前は――ダンネンベルグだ」

「……は？」

　ミラーから紅茶を受け取っていたアヤメが、空気の抜ぬけたような声を漏らした。

「笑えない冗じよう談だんは嫌きらいなんだがな」

　この期ごに及およんでまだふざける気かと剣けん呑のんな空気を纏ったロイに、ダンネンベルグと名乗った青年は静かに首を振ふる。

「オレもそこまで場の流れを読めない人間じゃない。これは事実だ。オレの名はダンネンベルグ。他にはない」

「そういうのが笑えない冗談だって言うんだよ。ダンネンベルグはここに居るミラーって女一人。そうだろ？」

　通常、ダンネンベルグの名を受うけ継つぐのは連盟でただ一人。

　世界で最も優れた魔術師であると認められた人間のみだ。

　だから、二人のダンネンベルグが存在するなどといった状況はありえるはずもなかった。

「そうだな。『今』のダンネンベルグは、ミラーだ。オレの補ほ佐さと兼けん任にんしてやってもらっている」

「……今、だと？」

　あえて強調したからには、そこには何らかの意図を孕はらんでいるはずだ。

　わずかに思し索さくしたロイの頭に――その時、ある考えが浮かんだ。

「……まさか……いや……」

　しかし即そく座ざにそれを否定する。そんなことがあるはずもない。

「ロイ？　どういうこと？　何か分かったの？」

　こちらの様子を窺うかがうアヤメに対してそのことを伝えるべきか、己おのれの中で逡しゆん巡じゆんが生まれた。

　だがロイが気持ちを口に出して形を結ばせるより早く、青年が告げてくる。

「ダンネンベルグの名をもつ者は当代ただ一人。そこに間違いはない。だからオレは今のダンネンベルグじゃない。しかし、かつてのダンネンベルグではある。そういうことだ」

「え……それって……じゃあ、あなた、先代の……？」

　遅れてアヤメにも、その言葉が指し示す先について思い当たることがあったようだ。

　だが、青年は――いや、ダンネンベルグは首を振った。

「違ちがう。もっとずっと前だ。……そう、オレはかつてこの連盟を創り上げた人間」

　重要なことを口にするかのように、はっきりとした声で言葉を紡ぐ。

「――初代、ダンネンベルグだ」

「なっ……!?」

　思わずロイは叫さけんでいた。

「馬鹿を言うな！　連盟が出来たのは何百年前だと思ってる!?」

　どう見ても青年はそれほどの歳としを重ねているようには思えない。

　以前に出で遭あったラルカもまた外見からは考えられない程の年ねん齢れいを経へていたが、彼かの女じよの場合はその特とく殊しゆな出自故のことだ。兎耳族クニー・リークという長い耳をもつ亜人であり、彼らは皆一定の年齢で成長が止まり、それから何百年と全く変わらぬ姿で過ごす。

　しかし青年はどう見てもロイ達と変わらぬ人間であり、自分の知る限り、兎耳族以外で何百年もの長命を誇ほこる種族は存在していない。

「何も不思議なことはない。オレはその時から全く歳を取っていないというだけの話だ」

「そんなことが出来るの？　魔術道具マジツクアイテムを使ってるとか？」

　アヤメは己の中で納なつ得とくできそうな答えを口に出してから、首を傾かしげた。

　確かにそれは、ありえない話ではない。

　少し前、ロイがこの目で見た【アルゴの遺産】のようなものが実在しているのだとすれば、人の年齢を停止させる効果を持つ魔術道具マジツクアイテムもあって然しかるべきだ。

　だが、

「いや……もしかしたら何処どこかにそういったものも眠ねむっているのかもしれないが、オレの場合は違う」

　ダンネンベルグは首を振ると、自らの懐ふところに手を入れた。取り出したそれは、一枚のグリムワード。その中央には、円えん盤ばんに数字が刻まれ、それを針が指し示す物――時計が描えがかれていた。

「ロイ＝シュトラス。あなたなら存じ上げているのではありませんか？」

　ダンネンベルグの傍そばに控ひかえていたミラーが声を発する。

「――【時間操作クロノア・ハイト】と呼ばれる魔術のことを」

　その単語を聞いた時、ロイは一いつ瞬しゆん、それが何であるかをすぐに思い出すことが出来なかった。

　知識としてはあった。しかし、あまりにも追つい憶おくの彼方に沈んだ物であるため、掬すくい上あげるのに時間を要したのだ。つまりはそれほどに、扱あつかえる者の少ない魔術だった。

「そういう……ことか」

　そうであるならば、全ては腑ふに落ちる。正確に言えばまだ不明なところは残されているが、ひとまず、目の前の人間が何百年という時を生きているというありえない事象に一応の理由付けはついた。

「聞いたことない魔術だけど……何をするものなの？」

　アヤメが首を傾げる。彼女は先さき程ほどから紅茶の入ったカップを手にもっているが、口をつける様子はなかった。相手のことを警戒しているためだろう。

「時間操作――早い話が、時そのものを自在に操あやつる魔術だ。使い手によって範はん囲いや自由に出来る時間の大小は変わって来るが、それでも数ある魔術の中で飛び抜けて強力なものであることは間違いない」

「……時間を操るの？　聞いただけでもとんでもないね。でも、そんなの今まで使ってる人見たことないよ。本当にそんなこと出来るの？」

　アヤメの疑念は尤もであり、また、ロイとてそれには同感である。

「時間操作は物質転移と並んで難解な魔術であると言われており、使い手もほとんど存在していませんでした。後者に関してはロイが使い手となったことで他の魔術師に再さい認にん識しきされ、ある程度は知られるようになりましたが……前者については未いまだにその才に恵めぐまれた者が出てこないために、今では知る者すら稀となっています」

　ミラーはダンネンベルグのカップに二杯目を注ぎながら言った。

「オレの使う魔術は、対象の時間を過去未来関係なく自由に操ることが出来る。それを自分にかけ、一定の年齢を保ったまま今まで生き続けてきたというわけだ」

　ダンネンベルグの言葉に、ロイは眉を顰ひそめる。

「そこまでしてどうして……ミラーの言っていた大業ってやつのためか？」

「その通り。たった一つの目的を果たすため、オレは、今まで生き長らえてきた」

　ロイにそう返してくると、ダンネンベルグはミラーからカップを受け取った。

「全ては――【時空フオルトウ転移ナ・ゲート】を行うためだ」

「時空……転移？」

　こればかりは、ロイが今まで培つちかってきたあらゆる情報、そのどれにも該当しない物だ。つまりは、全く新しいか、あるいは誰だれも知らぬ魔術であるということだった。

「理論を省き、結果だけを言えば――時空を超こえて異世界の人間をこちらに呼び出す、そんな魔術だ」

「……そんなこと出来るのか？」

　異世界転移ですらロイが長きに亘わたる研究の末、それも博ばく打ちに近いやり方でどうにか実現出来たものだ。更さらに時間すら飛び越えるとなると、おおよそ絵空事に近いことであるように思えてしまう。

「出来るさ。オレがどれほどの長い間、この魔術のためだけに労力を注ぎ込んできたと思う？　最も早はや、完かん璧ぺきに近い方法を編み出している。後はそれを実行するために必要なものを用意するだけだ」

「お前の使う魔術だけじゃ出来ないっていうのか」

「そうだな。時間操作はあくまでも時間だけを支配する力。世界の【壁かべ】までは乗り越えられん」

　ダンネンベルグは自らの紅茶に、小こ瓶びんからミルクを落とした。まるで、元からある物に更なる別の何かを加えることで、全く違う物を生み出すように。

「……なるほどな。そこで【物質転移アドヴエントゲート】ってことか」

　ようやく概がい要ようが見えてきた。そのために彼らは自分を試していたということだろう。

「さすがに察しが早い。オレの相棒となるのだから、それくらいでなければ困るがな」

「えっと……間違ってたらごめん。二つの魔術を合わせるとか、そういうこと？」

　アヤメが恐る恐るといったように口を挟はさむ。ロイは視線を傾かたむけた。こちらの目を見て、彼女はわずかに怯ひるむ。

「え、やっぱり違ってた？　いや、門外漢だとは自覚してるんだけど、なんとなくわかっちゃった気がして、嬉うれしかったもので」

「……いや、その通りだ。予想外に理解が早かったからちょっと驚おどろいてた」

「そうなの？　なんだ、やった！　わーい！」

　無む邪じや気きに諸もろ手てを上げて喜びを示すアヤメ。

「って、予想外ってどういうことよ！　馬ば鹿かにしてんの!?」

　しかしすぐにからかわれていたことに気付いたのか、いきり立った。

「遅おそいよ。すぐに指摘しろよ。あまりに純じゆん粋すいなお前に少しだけ罪悪感を覚えただろうが」

「ノリツッコミっていうのよ。覚えときなさい」

　何な故ぜか得意げな顔をするアヤメであったが、ロイは無視を決行することにした。

「話を戻もどすぞ。……【物質転移アドヴエントゲート】と【時間操作クロノア・ハイト】、その二つを合わせてお前の言う【時空フオルトウ転移ナ・ゲート】が実行出来るということか？」

「そうだ。それぞれの魔術に関して造ぞう詣けいが深く、また、その扱いに長たける魔術師。二人がいて初めてそれは成功を生み出す」

　ロイとアヤメのやりとりに目を細めていたダンネンベルグが、ゆっくりと顎を引く。

　時間を超え、異世界から人間を呼び出す。正に尋常ならざる秘術だった。

　そんなものを考える者が居たこと自体も驚いたが、更に本気で実現しようとするとはいささかに度どし難がたい。

　仮に連盟に研究申請を出したところで、一いつ笑しように付ふされるどころか、精神を侵おかされたと判断される恐おそれすらあった。

「……一つ訊ききたい」

　沈ちん思し黙もつ考こうしていたロイは、そう言って口を開く。

「そこまでのことをして、お前は、一体誰を呼びたいんだ？」

「いい質問だ。ようやく本題に入れそうだな」

　ダンネンベルグは首元に手を差し込むと、黄こ金がね色いろに光る何かを取り出した。

　鎖くさりで繋つながれたそれを、こちらへと放ほうる。

　受け取ったロイが手元に視線を落とすと、それは、ロケットだった。

　留め金を外して、そっと蓋ふたを開く。そこには、ある人物の肖しよう像ぞう画がが描かれていた。

　見目麗しい少女である。その肌は透すき通とおるほどに白く、蜂はち蜜みつ色いろの美しい髪かみをその背まで伸のばし、深い海のような瞳ひとみと、薄桃色の唇を持っていた。

「これは……」

「レクリア。オレの幼おさな馴な染じみだ。尤もそこに描かれているのは、若い頃の姿だがな」

　ダンネンベルグの言葉を信じ、彼が何百年と生き続けていることを考えると、遙はるかな昔の人間である。

「……この人も生きてるの？」

「いいや。もう生きてはいまい。……恐らく、な」

　アヤメに対し、断定的な口調で返した後に付け加えられた言葉は、何故か、酷ひどく悲しげな響ひびきを纏っていた。

「彼女を自分の下に取り戻したい。……オレの願いは、ただそれだけだ」

　ダンネンベルグは、白と紅が混じり合った液体を嚥えん下かする。

「そのために――数百年という時を生き続ける中で、連盟を創り上げた。さっきも言ったが、時空転移を行うには優ゆう秀しゆうな魔術師が不可欠。それらを把握するため、常に最新の情報を把握できる立場を手に入れる必要があったんだ」

　確かにそれを考えると、世界全ての魔術師が登録をしている組織の存在は好都合だっただろう。だからといって、それだけのためにここまでのものを仕上げるのは、正気の沙さ汰たではないように思えるが。

「連盟の創設後、ダンネンベルグ様は研究の傍ら、裏の統治者であり続けていました」

　ミラーはダンネンベルグに向かい、恭うやうやしく頭を下げる。

（なるほど……。だからこその、この態度か）

　名を継いだ者に過ぎない彼らからすれば、初代ダンネンベルグは正に神に等しい相手なのだろう。

「その……レクリアって人と、なにがあったの？　もしかしてこの人、あたしと同じ異世界の人間とか？」

「いいや、彼女はこの世界の魔術師だ。それも極きわめて優秀な【物質転移アドヴエントゲート】の使い手だった」

　つまりはロイと同じ才能の持ち主、ということになる。

「あまり褒ほめられた話ではないが、オレは人付き合いが悪く、かつて通っていた学院でも周囲から孤こ立りつした生徒だった」

「ロイみたい」

「余計なことを言うな」

　全く以もつてその通りではあるが、と思いつつロイはアヤメを叱る。

「その頃から学院ってのはあったのか？」

「各国が用意した魔術師の育成施設は存在していた。現在と名めい称しようは違っているが、同じようなものだから、お前達に分かりやすいように学院と言った」

　当時の情報を織り交ぜながら、ダンネンベルグは続けた。

「そんなオレに唯ゆい一いつ接してくれたのが、レクリアだ。鬱うつ陶とうしく、初めは邪じや険けんにしていたが、彼女はまるでめげることなくどこまでも明るく接してきた」

「アヤメみたいだな」

「余計なことを言うんじゃないの」

　注意してくるアヤメに、全く以てその通りだろ、とロイは口笛を吹ふいた。

「……次し第だいにオレは屈くつ託たくのない彼女に惹ひかれ、友として認識するようになった。学院の中で浮ういた存在であるオレと親しくすることで、レクリアもまた多くの生徒から敬遠され始めたが、彼女がそんなことを気にする素そ振ぶりはなかった」

　益々アヤメに似ている、とロイは感じた。直接対面したことはないので想像する他ないが、恐らくは、思い込んだら一直線に突つき進すすむ性質の女性だったのだろう。

「レクリアは優秀であると同時に努力を惜おしまぬ魔術師であり……自らの授かった力を研けん鑽さんすることに熱意を傾けていた。物質転移を自分なりに改良し、より素す晴ばらしい術へと昇華させようとしていたんだ。それが自分に与あたえられた使命であるというように、懸けん命めいに、それでいて、楽しそうにな」

　その気持ちは痛いほど、理解出来た。ロイとて魔術の研究に没ぼつ頭とうすることに関しては同じようなものだ。

「そして――その最中、ある事件が起きた。丁度、それまで無機物しか召喚出来なかった魔術を、人間に適用出来ないかと試し行こう錯さく誤ごを重ねていた時だった」

　あまりにも突とつ然ぜんに。全く何の前まえ振ふりなく、それは起こったという。

「鮮せん血けつを思わせるような色を宿した魔ま法ほう陣じんが展開したかと思えば、これまで体験したことのない凄すさまじい震しん動どうが学院を揺るがした。レクリアの部屋に同席していたオレは魔術が何らかの失敗を起こしたのだと思い、彼女を連れてその場から逃げ出そうとした」

　しかしそれは、失敗などではなかった。

　それどころか、新たなる発見へと繋がっていたのだ。

「――揺れが収まった時、オレ達の前に居たのは、一人の見知らぬ少年だった」

　奇き妙みような服装と、腰に差した不可思議な武器。そして何より、今まで目にしたことのない色を宿した髪。

「少年はオレ達には理解出来ない言語を喋しやべった。レクリアが魔術をかけ、彼の言葉を翻ほん訳やくしたが、やはりその内容はよく分からないことが多かった」

　自分はブシであり、ムシャ修しゆ行ぎようのために全国を練り歩いては、ツワモノと戦っていたのだという。

「ここはどこかと言った少年に、レクリアは学院のことを話した」

　しかし彼は理解不能というような様子を示し、次いでこう尋たずねてきた。

「もう少し分かりやすく教えてくれ。ここはニホンではないのか？……と」

「え……じゃあ、その人って!?」

　アヤメが愕がく然ぜんとした自らの想おもいを表すように、その口元へ手を当てる。

　ダンネンベルグは、頷うなずいた。

「そうだ。雛菊アヤメ。――彼は、お前と同じ世界から来た人間だったのだ」

「……異世界召喚を……行ったのか？」

　虚きよを衝つかれたかのような驚きがロイを襲おそった。

「お前のように作さく為い的てきにではなく、あくまで偶ぐう然ぜんだがな。それが、世界で初めての異世界召喚ということになる」

　余りにあっさりと、長い間、世界的に謎なぞとされてきたことがつまびらかにされた。

　かつて異世界召喚を成功させた魔術師。それがダンネンベルグの幼馴染のことであったとは。

「レクリアは少年に事情を説明し、何度も謝罪を繰くり返かえした。事故とは言え、何の理由もなく一人の人間を異世界に呼んでしまったことは許し難いことであり、その償つぐないはいかようにでもすると」

　少年は自身の置かれた境きよう遇ぐうを理解するのに幾いくらかの時を有したが、ようやく納得するに至った。

　しかし彼は、必死に頭を下げるレクリアに笑ってこう言ったのだ。

『気にするな。人が生きていればどんなことでも起こりうる。おれの場合はそれが少々変わっていただけの話だ。それに強い奴やつが居るならば異世界だろうがどこだろうが同じだ』

　……と。

「剛ごう毅きな男だった。オレなどとは比べものにならないくらいにな」

　行き場のない少年を、レクリアは自らの下に引き受けた。そして彼を必ず元の世界へ帰すと約束し、異世界返還を実現するための研究に全力を注ぎ始める。

　その間、少年はレクリアの傍に居続け、彼女と共に世界各地へと出向いた。

　魔術を成功させるのに必要となる文ぶん献けんを、探し求めるためである。

「驚くべきことに少年は異世界に居ることを不安がるどころか寧むしろ喜び、魔物との戦いを嬉き々きとして楽しみ始めた。これで自分はより強いブシになれる。学院へ帰って来る度にそう言っていたのを覚えている」

　ダンネンベルグは自分も同行を申し出たが、レクリアにそれを断られた。

　これは自分の責任だから自分が果たすべきである。

　そう言った彼女に、それ以上食い下がることは出来なかった。

「彼女は初め一人で全てを行うつもりだったらしいが、少年が強ごう引いんについていったらしい。……今思えば、オレにはそうした積極性も足りなかったのだろうな」

　そこでダンネンベルグは、自じ嘲ちよう的てきとも取れる笑えみを浮かべる。

「学院に帰って来る度、少年とレクリアの仲が深まって行くのが分かった。初めはぎこちなかった彼女が、オレより彼と話す回数が増えていくのに時間はかからなかった」

　楽しそうに、可笑おかしそうに、少年と語り合うレクリア。

　彼女の瞳は、常に真まっ直すぐに前を見つめて邁まい進しんする少年の姿を映すことが多くなった。「オレは……はっきり言えば、レクリアに仄ほのかな恋れん慕ぼの情を抱いていた。だが、いつのまにか現れ、彼女の隣となりに居るようになった少年に、少しずつ自分の居場所を奪うばわれていったんだ。そうしている内に、徐じよ々じよに、想いを告げる機会はなくなっていった」

　やがて長い時が経たち、成長したダンネンベルグは、レクリアからあることを伝えられる。

　――遂ついに異世界返還を行う方法が分かった。これで彼を元の世界に帰せる、と。

「オレは、救われたと思った。これで邪じや魔ま者ものはいなくなり、またレクリアとの元通りの時間が戻ってくる。……そう信じていたんだ。愚おろかにもな」

　だが、過ぎた時は二度と返っては来ない。目に見えない形で積み上げられた経験は、絆きずなとなって、より強固になっていた。

「レクリアは言った。――自分も彼と同じ世界に行くと」

　ダンネンベルグは、自分の耳が信じられなかった。

　一体どうして。何故だ。そんな馬鹿なことがあるものか。

　数々の想いが巡めぐった彼の前に、レクリアは少年と一いつ緒しよにある者達を連れてきた。

　二人の小さな男の子と女の子。

　それぞれ少年の黒と、レクリアの金、二人の髪の色を宿していた。

「……彼らの血を引く子どもだった」

　その瞬しゆん間かん、ダンネンベルグの中で、何かが音を立てて壊こわれたという。

　それはレクリアへの信しん頼らいであり、また、ほんのわずかに残されていたはずの、彼自身の可能性であったのかもしれない。

「何よりもオレを追おい詰つめたのは、そのことを聞かされるまで露つゆほども知らなかったということだ。彼らがどこで愛を育はぐくみ、その結果結ばれたのか――そんなことすら分からない程ほどに、オレと彼女の関係は遠くなっていた」

　その後、レクリアは少年と共に、異世界へと去った。

　彼女を求める、たった一人の男を残して。

「……ニホンからやって来たという少年の名は、ショウセイ。雛菊という異世界の花の氏を持つ、由ゆい緒しよある戦士の家系であったそうだ」

「え……!?」

　愕然となるアヤメ。ダンネンベルグは、その深い灰色を宿した瞳で彼女を射い抜ぬく。

「そうだ、雛菊アヤメ。もう分かっただろうが――彼は、お前の先祖だ」

「……そんな……」

　アヤメはただ小さく、呆あつ気けにとられたような声を出した。

（それじゃあ……俺がアヤメを呼び出したのは、全くの偶然というわけでもないのか？）

　ロイは胸中で思う。理由は不明だが、何かしらの作用が働き、アヤメの一族は異世界召喚の対象として適合しやすくなっているのかもしれない。

「ショウセイも強かったが、彼の子どもはそれに勝まさる、最早人の領域を超えた身体能力を有していた。……魔術師とあちらの人間の血が交わると、超ちよう人じん的てきな体を持つようになるのかもしれないな」

　それがアヤメの常識を超えた数々の力の根源だとすれば、思わぬところで腑に落ちた形となる。

「まあ……今はそんなことはどうでもいい。レクリアを失ったオレは、自分で想像しているより遙かに大きな喪失感に苛さいなまれた」

　長く、途方もなく長い時間、立ち上がれぬ程の状態が続いた。

「だが失意の果て……オレはようやく、ある決断をするに至る」

　それこそがダンネンベルグにとって、人生の転機ともなる覚悟。

「レクリアを別れた時の姿で取り戻し――もう二度と、自分の下から離はなさない、と」

「そのための……時空転移だっていうのか？」

　だとすれば、どれほどに途方もなく、また、何の保証もない計画だというのだろうか。ロイは気が遠くなりそうになるのを感じた。

「その通りだ。だからこそ――オレはロイ＝シュトラス、お前に願う。オレと共に、時空転移を為なそう」

　ダンネンベルグは静かに立ち上がると、こちらに手を差し出してくる。

「無論、タダとは言わない。オレもまた出来ることであれば、お前に協力することを誓ちかう。いわば相そう互ご扶ふ助じよの関係というわけだ。……どうだ？　悪い誘いではないと思うが」

　ロイは無言のまま、ダンネンベルグがこちらに向けている掌てのひらを見つめた。

　その後、自らの手を、緩かん慢まんな動作で上げていく。そして、

「何も難しい話ではない。理論は組み立ててある。お前程の魔術師であれば理解も早いだろう。後はそれを実現させるだけのことだ。だから――」

「断わる」

　ロイは、勢いよくダンネンベルグの手を撥はね除のけた。甲かん高だかい音が、静せい寂じやくな室内へと何処どこまでも響き渡る。

「……なに？」

「お前の事情は十分に分かった。だが、だとしても一人の人間の人生を狂くるわせるよう真ま似ねに、手を貸すことは出来ない」

　迷う必要などなかった。話を聞いていた時から決めていたことだ。

「ロイ……！　よく言ったわ。それでこそ、あたしの相棒！」

　アヤメが、我わが意を得たりとばかりに、ロイの腕うでを掴つかむ。

「大体、さっきから聞いてれば全部あんたが優ゆう柔じゆう不ふ断だんだから悪いんじゃない。それを勝手な都合で時間を捻ねじ曲まげてまで好きな人を取り戻そうなんて、どれだけどす黒いストーカーよ！」

　ダンネンベルグは弾はじかれた手を掴んだまま、その場で俯うつむいた。

「あなた方にとって不利な情報をこちらが手にしているとしても、同じことが言えますか？」

　ミラーの脅おどしともとれる台詞せりふにもロイは屈くつすることはない。

「好きにしろ。その時はその時だ。どうとでもなる。いや……どうとでも『する』さ」

　それが自分の、アヤメから学んだやり方だ。

「……そうか」

　視線を落とし、そう短く零こぼすと――ダンネンベルグは言った。

「残念だ。実に……残念だ」

　幽ゆう鬼きを思わせるような、そのおぼろげな声に何か妙な物を感じ、ロイは眉まゆを顰ひそめる。

「ただ――」

　その時、ダンネンベルグが顔を上げた。その形相には、歪ゆがみ切きったおぞましい笑みが浮かび上がっている。

「――そう言うと思っていたぞ」

　ロイに拒きよ絶ぜつされた掌をこちらへと向け、彼かれは流りゆう麗れいな言の葉を紡つむいだ。

「汝なんじの因果、我が下にあれ。――【時の結晶クリス・フロノス】」

　いつの間にか握にぎられていたグリムワードから、蒼あお白じろい光が解き放たれる。

「しまっ……！」

　完全に油断していた。こうなることは予測出来たはずなのに、とロイは歯は噛がみする。己のグリムワードへと手を伸ばすが、到とう底てい間に合いそうにもなかった。

【顕せし理の力マギア】によってこの世に具現化したダンネンベルグの魔術が、急速にその効果を生み出す。――が。

「……なに？」

　いつまで経っても自分に何の変化もないことを、ロイは訝いぶかしげに思った。精神を侵す洗脳系の魔術であることも疑ったが、特にそういった気配もない。

　一体今のは、何だったのか。不可解な想いに囚われ、ふと、アヤメへと視線をやった。

　直後――そこで展開されていた現実に、目を見開く。

　薄うす暗ぐらい部屋の中、照明を照り返すようにして、結けつ晶しよう体たいが浮かんでいた。

　まるで連盟本部の建物を思わせるようなそれは、怪あやしげな輝かがやきを放ちながらも絶対の静寂を保ち、空中で停止している。

　その内部に、彼女は居た。

　雛菊アヤメは、目の前で起こっていることに対し、驚きよう愕がくを露あらわにするような表情のまま――結晶体の中に閉じ込められていた。

「アヤメッ！　おい、アヤメ!?」

　ロイは結晶体に縋すがりつき、何度も名を呼ぶが、アヤメがその一いつ切さいに応こたえることはなかった。

　まるで声など聞こえていないように微び動どうだにせず、不自然な格好のまま佇たたずんでいる。

　その姿はまるで、時の流れがせき止められてしまったかのようだった。

「お前……アヤメに何をした！」

　食ってかかるロイに、ダンネンベルグは先程と変わらぬ禍まが々まがしい程の笑みを作りながら、その唇くちびるを小さく開く。

「言っただろう。オレが得意とする魔術は【時間操作クロノア・ハイト】だと」

「……まさか」

　短い説明ではあるが、全てを悟さとるには十分だった。

　そんなこちらの聡さとさを心ここ地ち好よく思うかのように、ダンネンベルグは裂さけた口元を更に深める。

「そうだ。オレが【時の結晶クリス・フロノス】と呼ぶ術は狙ねらった相手をこの結晶体に閉じ込め、内部のモノの時間を自在に操作する。遙かなる未来へと進めることも、気の遠くなるほどの過去へと連れ戻すことも容易だ。効果はあらゆる物質に対して作用し、人間もその例外じゃない」

「如い何かに人外めいた身体能力を有する雛菊アヤメと言えど、己の時に抗あらがうことだけは出来ません。つまり――彼女の運命は今、ダンネンベルグ様の手中にあるということです」

　ミラーが補足するようにそう付け加え、ロイの更なる焦しよう燥そうを煽あおった。

「人ひと質じちってわけかよ……」

　恐らくは最初からこうするつもりだったのだ。ずっと自分とアヤメの戦いを見てきた彼らならば、こちらが簡単に言うことを聞くような人間ではないことは分かっていたはずだ。
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　それも、誤った方向に進んでいるような輩やからの要求ならば、余計に。

（つまりこいつらは、自分達たちが間違ったことをしていることを自覚している）

　それでも尚なお、強引に己の目的を推し進めようとしているのだ。

　壊れていることを自覚しながら尚、狂きよう人じんに身を浸ひたす人間ほど厄やつ介かいなものはない。

「これから先は言動に気を付けることだ、ロイ＝シュトラス。お前の大切な人間は今や、時の牢ろう獄ごくの中。その処置をどうするかはオレの気分次第だ」

　窮きゆう地ちに追いやられたロイを弄もてあそぶような、ダンネンベルグの言葉が続く。

「一瞬で老ろう婆ばに変えてやろうか？　それとも自分で自分の世話すら出来ぬ赤子に戻してやろうか。……オレはどちらでも構わんぞ」

「この野や郎ろう……！」

　己の歪んだ欲望のためであれば他人の命すら犠ぎ牲せいにしようとする。そのやりように、ロイの中で吐はき気けを催もよおす程の憤ふん怒どが膨れ上がった。

　しかし、事実、相手に逆らえない状態であることは確かだ。

　まさかアヤメを盾たてにされる日が来るとは、思ってもみなかった。

　いつもの彼女であれば、こんな相手など拳こぶし一つで吹き飛ばしてくれるだろうに。

（なんとか……なんとかしないと……！）

　事態を打開する手を考えるも、結果を急せく苛いら立だちがそれを阻そ害がいし、中々纏まとまってくれなかった。

「もう一度機会をやろう、ロイ。オレに協力して【時空フオルトウ転移ナ・ゲート】を為せ。お前にはもうそれしかない」

　そうしている間にも、ダンネンベルグは容よう赦しやなく、要求を再開する。

「誰がやるか！」

「ほう……。いいのか？　お前にとってアヤメは何よりも必要な存在だろう。オレの意志一つでどうとでも出来るんだぞ」

「……くっ」

　歯噛みする。何も出来ない。自分の無力さを痛感した。

　時間操作に関しては、ある意味では物質転移以上に情報の少ない魔ま術じゆつであり、対たい抗こうする術も知られていないのだ。

　恐らくあの結晶体に魔術を放ったところで効果はないだろう。それを分かった上で、ダンネンベルグはアヤメをあの中に封じ込めたのだ。

「先ほど、言動に気をつけろ、と言ったな。罰ばつを与えなければならない。――試ためしに数十年ほど歳を取らせてやるか」

「ま、待て！」

　ダンネンベルグの瞳に本気を見て、ロイは慌あわてて制止の声を出だした。

「……では、早く選ぶことだな。オレも気が長い方じゃない」

　恐らくは、嘘うそではあるまい。あまり時間をかけ過ぎると、実行されてしまうだろう。

　ロイは己の額に、脂あぶら汗あせが伝うのを感じた。

　冷静になることが正しい選せん択たくであることは、百も承知だ。

　だが心臓が早はや鐘がねを打ち、刻々と裁決の時が迫せまりつつあることを知らせてくる。

　どうすればいい。どうすればここを切きり抜ぬけることが出来る。

　同じ問いかけが延々と己の内側を回り、明確な答え一つすら出せずに、ただ頭の中を引ひっ掻かき回まわした。

　――そして。

「……分かった。協力しよう」

　実際には数秒足らずであろうが、恐ろしいほどに長い時間を過ごしたような感覚で、ロイはようやく発言した。

「だが……そっちが組み立てた理論を呑のみ込こむのと、物質転移と時間操作の親和性について検証するために時間がかかる。一晩欲ほしい」

「いいだろう。ここで行うといい」

「いや、それは無理だ。ここには物質転移に関する資料も少ないだろうし、何より俺は自分の研究室じゃないと集中できない性質でな」

　ロイの言葉に、ダンネンベルグは眉み間けんに皺しわを寄せ、考え込むような間を空けた。

（頼たのむぞ……上う手まくいってくれよ）

　先ほど言ったことは、無論、全すべてこの場を逃のがれるためにもっともらしくでっち上げた嘘だ。

　だが、『慣れた場所でないと魔術の研究が出来ない』という考えは、同じ魔術師であるダンネンベルグであれば理解出来ることのはずだった。

　やがて彼は、軽い頷きを見せてくる。

「……いいだろう。一晩だけ猶ゆう予よをやる。オレの研究を纏めた資料を渡すから、学院に帰るがいい」

　やった、とロイは表情には出さず、心中でのみ喝かつ采さいを上げた。

「ですがダンネンベルグ様、彼を不用意にここから帰すと何らかの手を打ってくるかもしれません。やはり、ここに留とどまらせるべきでは……」

　ミラーが余計な助言をするが、ダンネンベルグは首を横に振ふった。

「構わない。その代わり、【千眼オクルス・光ヴイジヨン】による監かん視しをつける。加えて雛菊アヤメをそちらに返すのも魔術が成功してからだ。それまではオレが身み柄がらを預かる。……いいな？」

　ここで拒きよ否ひをすれば疑いが濃こくなるだけだ。仕方なく、ロイは了りよう承しようした。

「良し。……一応言っておくが、妙みような考えは持たないことだ。下手な小細工はお前にとって大切な物を失うきっかけになることを、覚えておくがいい」

　念を押おすようにそう言い残すと、ダンネンベルグは踵きびすを返した。

　ロイは震ふるえる手を、人知れず拳へと固める。

（ひとまずは、なんとかなったみたいだな……）

　しかし、本当の勝負はここからだ。

　事態の打開に向けて、ロイは考えを巡らせ始めるのだった。







第二章　少年、少女の為、計画を開始する







【物質転移アドヴエントゲート】を応用した転移術により、連盟本部を去ってすぐ、ロイは魔術師育成学院アストレースへと帰き還かんする。

　自分の部屋へと戻ったロイを、カノンとハンナが出で迎むかえた。

　ロイとアヤメが連盟本部に呼び出されたことを知った彼かの女じよ達たちは、心配で帰りを待まち侘わびていたのだ。

　アヤメが隣にいないことを不ふ審しんがり、詳しよう細さいを尋ねてくる二人に対し、ロイはこう言った。

「すみません、途と中ちゆうでラルカ達のところに寄ったんですが、あいつは今日、そっちに泊とまるようです。で、俺だけちょっと調べ物があるので一いつ旦たん帰ってきました。……申し訳ないですが、集中したいので一人にしてもらえますか？」

　曖あい昧まいな説明だったからか、カノン達は納なつ得とくがいっていない様子だったが、ロイが頭を下げると部屋を出て行った。

　扉とびらが閉まるのを見て、ロイは自室の机に腰こしかける。

　ダンネンベルグから受け取った資料を並べ、それらに目を落とした。

　――振りをして、魔術を発動する。

『聞こえますか？　先せん輩ぱい、ハンナ』

　声を出さずに相手にこちらの意思を伝える【魔声デヴオル・共鳴ウイスパー】だった。

　突然のことに驚く彼女達に、ロイは改めて話し始める。

『すみません。この部屋は――というより俺自身が監視されているため、ああいった形を取らせてもらいました。出来るだけ自然な振りをしてこっちの話を聞いて下さい』

　わずかな間が空いた後、二人はそれぞれ、了りよう解かいを示す言葉を頭の中に投げてくる。

　ロイは資料を読む演技を続けながら、全ての事情を話し始めた。

　カノン達に関しては、誤ご魔ま化かすことも選択の一つにはあったが、【アルス・マグナ】において数々の協力をしてくれた以上、二人はもう事態に無関係な人間ではない。知る権利があると思ったのだ。

　全てを語り終えた後、カノンは呆ぼう然ぜんとなったように言った。

『……そんな……まさか……ダンネンベルグがそのようなことを』

　無理もない。時間が経つにつれて少しずつ落ち着きを取り戻してきたロイとは違ちがい、彼女にとっては耳を疑うばかりの話の数々を聞いたばかりなのだ。

『ア、アヤメさん……大だい丈じよう夫ぶかな』

　ハンナが不安そうに呟つぶやく。

『俺が明日行くまでは、平気だろう。向こうも下手な真似をして、俺が従う理由をなくしたくはないだろうしな』

　そうロイが言うと、彼女はわずかに安あん堵どするように息をついた。が、依い然ぜんとして状じよう況きようが切せつ羽ぱ詰つまっていることには変わりない。

『あの……それで、ロイくんは、どうするの？』

　ハンナはすぐに、真しん剣けんな口調で尋ねてきた。

　解答如何によっては自分も何か意見を述べるつもりだ。そんな気き概がいを感じた。

　ハンナがこんな風に積極的になることは、少し前なら考えられないことである。

　それほど彼女もまた、アヤメとの絆を築いてきたということなのだろう。

『それなんだが……』

　ロイは言いながら、カノンの反応がないことが気になっていた。もしかしたら、彼女は未いまだ話を受け入れられず、当とう惑わくしているのかもしれない。

『……先輩。俺の話、信じられませんか？』

　非難しているつもりはなかった。自分がもしカノンの立場だとしたら、同じような反応になるかもしれない。

　しかし彼女はそこで、いつも通りの調子で語りかけてきた。

『――いえ、そのようなことはありません。他ほかならぬ貴方あなたの言うことです。間ま違ちがいなどあるはずもありません』

　強固な信頼を思わせる、はっきりとした声。疑う余地もない、カノンの心からの言葉だった。

『……ありがとうございます。じゃあ、俺の考えを言います』

　わずかな呼吸の間を挟はさみ、ロイは自らの胸中に抱く想いを告げる。

『俺は――あいつらに、従うつもりはありません。ダンネンベルグにしろミラーにしろ、あいつらのやってることはどう考えてもおかしい。協力なんて出来ない』

　それに『協力者』などと謳うたってはいるものの、彼らは自分達を道具のようにしか思っていない。アヤメへしたことを鑑かんがみればそれははっきりと知れる。そんな輩の意のままになるなど、自分にとっては天地が逆転したとしてもありえぬことだった。

『では、アヤメのことに関してはどうするのです？』

　ロイのことだから、諦あきらめるつもりなど毛頭ないのだろう。

　カノンの問いかけは、そんな気持ちを言外に含ふくませているかのようだった。

『当然、あいつも取り戻します。二つの選せん択たく肢しを迫られたからって、どちらかを取る道理はありません。ないなら『三つ目』を作りだす。……もしここにいるのが俺ではなくアヤメだとしても、そうするはずです』

　自信に満ちたその言葉に、ハンナが嬉うれしげに応えてくる。

『……やっぱり。ロイくんなら、そうすると思ってた』

　信頼を窺うかがわせる彼女の反応に、ロイもまた微笑ほほえんだ。

『でも、えと……どうやって、それを実現するの？』

　当然の疑問だ。ロイは己おのれの考えを二人に伝える。

『簡単だ。――今日の夜、一人で連盟本部へ忍び込み、ダンネンベルグの寝ねこみを襲う。その上で交こう渉しようし、アヤメを解放してもらう』

　二人が同時にざわつきを見せた。さすがに予想外のことだったらしい。

『ロイ＝シュトラス。いかにも容易であるように発言しましたが……連盟本部がどんな場所かご存じですか？』

　無知を諭さとすのではなく、確かく認にんを取るように、カノンが訊いてきた。ロイがそのことを知らぬはずもない、と承知しているのだろう。

『ええ。連盟本部は魔術師の総本山。あそこに在中している奴らは、警備役を含めていずれも一流の魔術師ばかり。中には二つ名をもつ者も居るでしょう。加えて、連盟の機密性を保持するため、見つかれば侵しん入にゆう者しやは即そく排はい除じよの対象となる』

『それを理解して尚、行くというのですね』

『色々と可能性を探さぐってみましたが、それが一番、手っ取り早いんですよ』

　ロイがあっさりとそう返すと、カノンは沈ちん黙もくを挟み、やがて呆あきれたように告げてきた。

『……あなたとアヤメのやることが滅め茶ちや苦く茶ちやであるのは、今までで充じゆう分ぶんに分かっていましたが。今回は段だん違ちがいですね』

『恐きよう縮しゆくです』

『褒めていません！』

　こちらを叱しかりつけた後、カノンは憤ふん然ぜんと続ける。

『いいですか。幾らなんでも無む謀ぼうすぎます。あそこの警備態勢は間違いなく世界で最さい高こう峰ほう。いかにあなたが二つ名の魔術師であろうと、無傷で敵の懐ふところまで行くことが出来るとは限りませんよ!?』

『誰だれも無傷で行こうなんて思ってませんよ』

『だったら余計です！　もっと他に作戦を考えるべきです！』

　自分の為を思って、カノンが言ってくれていることは十分に分かっていた。

　しかしそれでも、やはり、これが妥だ当とうなところであるとしか思えない。

　何しろ時間が無いのだ。あの手この手を選んでいられる立場ではなかった。

『ロ、ロイくん、アヤメさんを早く助けたい気持ちは分かるけど……やっぱり、わたしも危険だと思う』

　遠えん慮りよがちに、それでもはっきりと、ハンナが主張してくる。

『……だろうな。俺だって馬ば鹿かじゃない』

　自分がいかに命知らずな行動をとろうとしているか。あえて言われずとも理解していた。

　だが、それでも――そこに進むべき道があるのなら、躊ちゆう躇ちよせずに踏み込むしかない。

　これまでアヤメと共に、何度も経験してきたことだった。

『それにさ』

　重要なことが、もう一つある。

『アヤメが危ない目に遭あってるんだ。――俺以外の、誰が救うっていうんだ？』

　それは既すでに決まり切ったことだった。

　自分はこれまで何度もアヤメに助けられてきた。

　彼女の力だけではない。その何処までも前向きな姿。誰よりも早く先せん陣じんを切る背中に、どれだけ勇気を貰もらって来たか。

　そんなアヤメが今、誰かの助けを必要としているのなら。

　今度は自分が、それに応える番だった。

『……貴方という人は』

　呆れたように。だけど、こちらを眩まぶしく思うような口調で。

　カノンは深々と、己の中に溜ため込こんだ物全てを吐き出すように息をつく。

『躊躇ためらいや、恐おそれは、ないのですね？』

『ええ。全くありません』

　嘘など混じるはずもない、透すき通とおった純じゆん粋すいな心のまま、ロイは応じた。

『……分かりました。それならばもう、止めません』

　これ以上、口を出したところで無む駄だだろう。そんな風に悟ったような声だった。

　次いで、カノンは、揺ゆるぎない口調で申し出てくる。

『ただし。私も貴方についていきます。――いいですね？』

『あ……わ、わたしも……！……め、迷めい惑わくにならないようにするから。わたしも行く』

　反射的であるかのように、ハンナもまた言った。

　ロイはそれを断ろうとしたが――即そく座ざにそんな自分の気持ちを打ち消す。

　自分と同じだ。二人もまた、アヤメに魅みせられた存在。

　だとすれば、ここでそれを拒否するのは、何かが違う気がした。

『……分かった。アヤメを助けるために協力してくれ』

　彼女達の気持ちを有あり難がたく思いながら、ロイは再度、口を開く。

『ただ何も無む鉄てつ砲ぽうに突っ込むつもりはない。ちょっとだけ考えていることがある』

『……なんですか？』

　興味を惹ひかれたように、耳を傾かたむけてくるカノンとハンナに。

　ロイは、自分が編み出した『作戦』を話し始めた。




　月明かりを浴びた魔術師連盟本部が、闇やみの中でその姿を浮うかび上あがらせていた。

　建物を形作る透とう明めいな素材は、天より降り注ぐ蒼白い光を閉じ込め、夢想的なまでの存在感を主張している。

　ロイはハンナを抱かかえながら飛ひ翔しよう術じゆつで空へと浮かび上がり、その光景を眼下に収めていた。

「ロ、ロイくん、ごめんね、重いでしょ……？」

　腕の中で申し訳なさそうに見上げるハンナへ、ロイは首を振る。

「気にするな。それよりここから先は本当に危険だ。十分に警けい戒かいしろよ」

　その注意にハンナは小さく頷き、ロイの首元に回している手の力をわずかに強めた。

「ダンネンベルグの部屋はどこにあるのですか？」

　隣で同じく浮遊しているカノンが尋たずねてくる。その目がどこかハンナを羨うらやましく思っているような感情を宿している気がしたが、そんなことを指し摘てきしている場合でもなかった。

「外からだと分かりませんね……。ただ、塔とうの最上階――ミラーの部屋に行けば通路があるのは確かなので、まずはそこから入りましょう」

　ロイは尖せん塔とうに支えられるような形で建物の頂点にある、菱ひし形がたの部屋を指した。

「分かりました。……ですが、どういう方法をとれば良いのでしょうか」

　思案げな面おも持もちでカノンが腕を組む。

　普ふ通つうに考えれば飛翔術で窓か何かから忍び込めばいい。鍵かぎがかかっているかもしれないが、魔術さえ使えればそんなものはどうとでもなることだ。

　ただ、そうもいかない事情があった。

「魔術師連盟の本部って……『魔の花』が使われてるんだよね？」

　囁ささやくような声でハンナが言ってくる。

「ああ、そうだ。だから厄介なんだよな」

　ロイは億おつ劫くうさを言葉の響ひびきに乗せて、夜の闇に溶とかした。

『魔の花』とは名の通り花の形をした魔術鉱石の名称である。

　元々、ある種の鉱石には空気中に漂ただよう魔ま力りよくをその身に吸収する性質があり、俗ぞくに魔術道具マジツクアイテムと呼ばれる物はそれを利用して作られていた。

　その中でも、魔の花は特別な効果をもっている。

　自らの周囲に発生した魔術そのものを分解、吸収し、完全無効化してしまうのだ。

　欠点としては孕はらんだ魔力は時間が経つと消失してしまうため、魔術道具マジツクアイテムに転用することは出来ないということだが――対魔術用の防衛手段としては、正に理想的とも言える代しろ物ものである。

　ただし年間で採れる数は恐ろしいほど少なく、市場で取引される額は、それだけで数年を遊んで暮らせる程だった。

　その魔の花を、魔術師連盟は本部を作り上げた上で、建物全体を包つつみこむ壁かべとして使っている。つまり不ふ逞ていの輩が盗ぬすみを働こうとして、それが仮に魔術師であっても、容易に手を出すことが出来ないようになっているのだ。

　ちなみに、素材が透とう明めい化かしているのは、魔の花は熱を加えると向こう側が透けて見える程に色を無くすためである。

「ダンネンベルグの私室があるところなんだ。物理的手段に対する警備態勢も万ばん全ぜんに違いない」

　となればハンナの魔術道具マジツクアイテムによって壁を直接破は壊かいすることも困難ということになる。尤もつとも、派手な音でも立てて敵に気付かれてしまえば元も子もないのだが。

（……状況はかなり難しい。いや、絶望的とも言えるか）

　魔術道具マジツクアイテムも使えない。魔術が通じない以上、ロイ達は能力的には一いつ般ぱん人じんとそう変わらなかった。

（こういう時、アヤメが居れば……）

　拳一つで、事を解決してしまうだろう。だが今、彼女の存在はここになかった。そのことが、殊更にロイの中で心細さを生む。

　いつも当たり前のように居た人間が、自分の傍そばからいなくなってしまった。

　たったそれだけのことが、こんなにも自分へ寂せき寞ばくとした想おもいを抱かせる。

（だけど……それはいつか訪おとずれることなんだよな。たとえあいつを取り戻したとしても、近く、アヤメは――）

　そこまで考えたところで、ロイは首を振った。一体何をしている。今、目の前のこと以外で思おもい煩わずらっている暇ひまはない。

「あの……ロイくん？」

　こちらの様子を不可解に思ったのか、ハンナが心配そうな表情を向けてきた。

「あ、ああ。いや、なんでもない。……さて、何か方法を考えないとな」

　出来もしないことを延々と悩なやんでいるより少しでも前に進むべきだ。

　そう己の中で半ば強ごう引いんに結論付け、ロイは改めて連盟本部を見み据すえた。

「あの……これ、役に立つかな？」

　ハンナは片手を離すと肩かたから下げた鞄かばんを探り、中から何かを取り出した。

　それは中央に紅色の鉱石を埋め込んだ掌大の金属製の物体であり、裏側が平たく、何処どこかに接着出来るようになっていた。

「魔術道具マジツクアイテム……お前が作ったのか？」

「うん。えっとね。少し前から、魔力反射の効果を持った道具が作れないかずっと研究してて……その途中で出来たものなんだけど」

　ハンナは少し恥はずかしそうに口にした。

「これを通して魔術を使うことで、魔術鉱石の効果を半減させるの。ただこの道具が触ふれた面を中心とした狭せまい範はん囲いしか力を発揮しないし、持続時間も短いから、まだ完成したわけじゃなくて……」

　どこか申し訳なさそうでもある彼女の態度にロイは苦く笑しようする。

「いや、なに言ってんだ。すごい道具だぞ、それ」

「そうですよ、ハンナ＝アフラ。相変わらずあなたの才能には脱だつ帽ぼうせざるを得ません」

　カノンにまで褒められて、ハンナは頬ほおを朱しゆに染め、ローブのフードを限界まで下ろした。

「よし、これがあればなんとかなりそうだ。ありがとうな、ハンナ」

　礼を言うと、彼女は羽虫の音にも似たか細い声で「……ううん。いいの」と応える。

「他にも色々用意してきたから……何かあれば、渡すね」

　頼もしいハンナの言葉に、ロイは微笑みを浮かべたまま頷うなずいた。

　ロイはカノンと視線を交差させ、飛翔術で慎しん重ちように進むと、菱形の建物を支える真下の尖塔へと接近する。内部は薄暗いが、月光のせいか窓の向こうに薄らとその様子が見えた。

「間違いない。俺たちが使った螺ら旋せん階かい段だんだ」

　となれば、この辺りから侵しん入にゆうするのが丁度いいだろう。

　ハンナはわずかに身を乗り出すと、自ら作った魔術道具マジツクアイテムを透明な壁へと押し当てる。

「う、うん。……これで大丈夫だと、思う」

　了解を示すように顎あごを引くと、ロイはハンナの魔術道具マジツクアイテムに向けて囁いた。

「……灯ともれ、【火閃フレヴラ】」

　低級魔術の、更に威い力りよくをある程度弱めたものが掌から生み出される。赤い光は熱を持ち、ロイが手を動かすのに添って鉱石を静かに溶かしていった。

　魔術道具マジツクアイテムを動かしながら同じ作業を続けていくと、やがて間もなく、そこには人が一人は入れる程度の穴が空く。

「これでよし……と」

　手間はかかったが、どうにか敵の懐へと入り込めそうだ。

「しかし、大丈夫でしょうか。ダンネンベルグに監視されているのでは……」

「だから真夜中を選んだんですよ。【千眼オクルス・光ヴイジヨン】はあくまで遠くの景色を映すだけですからね。仮に見ていても、暗くら闇やみなら俺達の行動が少しは把は握あくしにくくなるはずです」

　カノンを安心させるように言葉を紡ぎながら、ロイは改めて彼女の方を振り向いた。

「それじゃ、行きます。何があるか分かりませんから、気を付けて」

「ええ、貴方も。……目的を第一として行動しましょう」

　覚かく悟ごを促うながすようなその台詞に、ロイは静かに顎を引いた。

　階段を使うわけにもいかず、浮遊した状態のまま内部へと入り、そのまま上を目指す。

「……静か、ですね」

　カノンが不安を紛まぎらわせるように、小さな声でこちらに会話を持ちかけてくる。

「ですね……ちょっと拍ひよう子し抜ぬけするくらいです」

　連盟の頂点を務めるダンネンベルグの部屋へと続く場所なのだ。もしもの時に備えて警備を敷しいているか、あるいは不ふ審しん者しやに対する魔ま術じゆつ的てきな仕し掛かけが施ほどこされていてもおかしくないと思っていたのだが。

（魔の花による防ぼう御ぎよ力りよくを過信して、空中からの直接的な闖ちん入にゆうを想定していない、ということか……？）

　可能性は零ぜろではない。自分達とてハンナの協力が無ければ、危険を知りながらも致いたし方かたなく、一階からの攻こう略りやくを試みていたかもしれない。

（しかし、だとしてもここまでもぬけの殻からというのは……）

　明らかに、おかしい。

「ロイくん……」

　ハンナの小さな手が、その時、ロイのローブの裾すそを握ってきた。

　その顔には、不安げな表情が浮かび上がっている。

　彼女もまた、こちらと同様の想いを抱いたのかもしれない。

　やがて頂上まで辿たどり着つくと、ロイ達は床ゆかへと降り立った。

「……この先だ」

　目の前に聳そびえる扉を仰あおぎ、ロイは囁く。

　次いで気持ちを落ち着かせるために深呼吸を行った後、そっと手を伸のばした。

　掌てのひらに硬かたい感かん触しよくを感じながら、ゆっくりと、扉を押していく。

　――すると、音も無くそれは開いていった。

「……施せ錠じようされていない？」

　カノンが怪訝そうに呟く。

「うっかり鍵をかけ忘れた……と思うのはさすがに都合が良過ぎるでしょうね」

　だとすれば、やはりこの状況は罠わなだったのか。ロイは舌打ちする。

「ど、どうするの？　ロイくん」

　ハンナが不安げに顔を曇くもらせた。

「ある程度、こっちの動きが見み抜ぬかれていることは想定の内だったが……」

　このような対応をとられるとは思っておらず、ロイの中に迷いが生まれる。

　扉の先に何があるのか。このまま進んでいいのか。そんな考えが脳のう裏りを過よぎった時。

「……あれは？」

　カノンが疑念の声を上げた。

　ハンナの方へと視線を向けていたロイは、顔を上げ、再び前を見つめる。

　そして、眉を顰めた。

　扉の向こうへと続く暗闇の中、ほんのわずかな赤い光が宿っている。

　まるで命を持つものであるかのように揺らめく動きを見せるそれは、正体を確認しようとするロイの前で。

　――瞬しゆん間かん、急激な膨ぼう張ちようを見せた。

「先輩！　避よけろ！」

　ハンナを抱き寄せると、カノンを突つき飛とばし、ロイはそのまま倒れ込んだ。

「ど、どうしたんですか、一体……！」

　驚おどろくカノンへ応える間もなく、ロイはうつ伏ぶせになったまま顔だけを後ろに向ける。

　瞬間、己のすぐ目の前を、大気を打うち砕くだくような勢いで紅の塊かたまりが通り過ぎた。

　それはそのまま進路上にある壁へと衝しよう突とつする直前。

　鼓こ膜まくをつんざくような轟ごう音おんと共に、強きよう烈れつな爆ばく発はつを生じさせた。

　ロイ達が居る場所まで、肌はだを焦こがすような熱波が押し寄せてくる。煌こう々こうと燃え盛るそれは場を赤色で包み込み、こちらを圧あつ倒とうするような迫はく力りよくを作りだしていた。

「困りますね。こちらの了承も無しに夜中に突とつ然ぜんの訪問をして頂いては」

　抑よく揚ようのない、舞ぶ台たいの台詞せりふを棒読みするような声がした。

　ロイ達はそちらへと目を向け――視界に、見覚えのある姿を捉とらえる。

　魔力の光によって照らされたその相そう貌ぼうは、間違いなく、ミラー＝エンセンス。

　ダンネンベルグの名を継ついだ、世界最強の魔術師だった。

「そのようなことをされると、こうして余計な手間を割さかなくてはならなくなる」

　嘆たん息そくするように小さく空気を吐くと、ミラーは手に持ったグリムワードを翳かざす。すると燃え上がる焔ほのおは、瞬またたく間まに消え去った。

「大事な協力者を消し炭にしていいのか？　ダンネンベルグに怒おこられるぞ」

　起き上がると、ロイはハンナを自らの後ろへと庇かばいながら言った。

「あなたは狙っていませんよ。余計なものがついてきたようですので、そちらを先に始末しようとしただけです」

　やはりか、と舌打ちする。先ほどの攻こう撃げきは明らかにカノンを狙ったものだった。もう少し反応が遅おくれていれば、彼女の存在は永久にこの世から消え去っていたかもしれない。

「約束の時間には早すぎるようですが、如何いかがしましたか？　ロイ＝シュトラス」

　容易たやすく人の命を奪うばおうとしておいて、まるで何事もなかったかのように話を持ちかけてくる。それはミラーの、冷れい徹てつなまでの忠誠心を表しているように思えた。

　恐らくダンネンベルグの為であれば、彼女はどのようなことでも顔色一つ変えずに成なし遂とげるのだろう。

「……学院に帰った後でちょっと考えが変わったんでな。それを伝えにきてやったんだよ」

　底冷えするかのような末すえ恐おそろしさを感じながらも、ロイはそれを悟さとられないよう平然と振る舞った。

「そうですか。では就寝中のダンネンベルグ様に代わり私が承うけたまわりましょう」

　首を傾かしげ、答えを待つミラーに、ロイは応じる。

「――悪いが、お前達のやろうとしていることには協力できない」

「それは実に残念です。では雛ひな菊ぎくアヤメはどうなっても構わないと言うのですね？」

「そんなわけないだろ。あいつは俺の相棒だ。何があっても取り戻す」

「矛む盾じゆんしていますね。あなたに与あたえられた選択は二つです。どちらかを手にとりなさい」

「勝手に決めるな」

　自らの中に滾たぎる怒いかりの感情をぶつけるべく、ロイはミラーへと掌を向けた。

「俺が作った三つ目の選択肢だ。――お前らをぶっ飛ばして、あいつを返してもらう！」

　事態を打開するための力ある言葉を、流りゆう麗れいに紡つむぐ。

「【空鳴ヒンメル・刃シユライエ】！」

　空中に出現した衝しよう撃げき波はが、不可視の刃となってミラーを襲しゆう撃げきした。

「……愚おろかな。何な故ぜ私が一人で待っていたと思うのです」

　ミラーは囁くように言うと、わずかなりとも動じることは無く、眼前の塵ちりを振り払うような無造作な動作でグリムワードを虚こ空くうに滑すべらせる。

「【魔力反射レフレクス】」

　顕けん現げんした魔ま術じゆつを弾はじく壁が、ロイの解き放った疾しつ風ぷうをことごとくして無き物と化した。

「――あなた方如ごときを相手するのには、それで十分だからでしょう」

　魔力反射は魔力の量によってその耐久度を増す術であり、使い手によって脆もろくも強固にもなるが、ミラーのそれは並なみ大たい抵ていのものではないようだ。

「【光迅剣ルリアブレイド】！」

　しかしそれは予想済みの行動だ。ロイは部屋の中に転がり込むのと同時に、素す早ばやく雷いかずちの力を生み出すとそれを投とう擲てきした。

　光ひかり輝かがやく紫し電でんの剣が、雄お々おしい騎き士しが突とつ貫かんするかの如き勢いでミラーを目指す。

　当然それもまた魔力反射によって跳はね返かえされるが――ロイは既に動き出していた。疾しつ走そうする最中で跳ちよう躍やくすると、頭上に向けて魔力を練る。

「【土砕獣テイノスヴエード】！」

　出現した土くれの群れが集結し、瞬しゆん時じに獣の頭ず蓋がいを成した。それは牙きばを剥むき、ミラーを噛かみ砕くだかんとして押し迫る。

　第一の魔術を防ぐことに意識を注いでいたミラーにとっては、不意打ちとなる形での攻撃だ。完全に死角から放たれたそれに対たい抗こうするだけの時はないはずだった。

「――【焔散エクスフランメ】」

　だが、ミラーはこちらを見ることも無くその腕うでを上げると魔術を発動する。

　空中を躍おどるようにして動く火球が、ロイの【土砕獣テイノスヴエード】を完かん膚ぷ無なきまでに打ち砕いた。

「なっ……！」

　動どう揺ようが一いつ瞬しゆんの油断を生む。空中で無防備となったロイを、ミラーが仰いだ。

「――【炎閃フレイア・舞テンツアー】」

　こちらに向けた指先に仄ほのかな赤い光が灯ともり、それは時を置かずして膨れ上がった。

　薙なぎ払はらうように振ったミラーの手から、三日月のような形を成した炎の刃がこちらを来らい襲しゆうする。

　ロイの視界一面を、紅の殺意が埋め尽くした。

「【流聖槍ラクテイス】！」

　だが凄すさまじい勢いの水流が、強引にそれを取り払う。大量の水蒸気を巻き上げながら、炎は瞬時に消え去った。

　ロイは飛翔術を使い、ミラーから距きよ離りを取ると、その場に着地する。

「……助かりましたよ、先輩」

　ロイは、傍かたわらに立つ、グリムワードを構えたカノンに礼を述べた。

「お気に為なさらず。しかし標的を見定めることもなく魔術を放つとは……相当に実戦の経験を積んでいるようですね」

「さすがのダンネンベルグってわけですか……」

　ある程度の覚悟はしていたものの、これは予想以上の苦戦を強しいられるかもしれない。

「ロイ＝シュトラス、提案があります」

　不意にカノンが声を発した。

「――私が敵の目を惹きつけている間に、貴方一人がここを抜けて下さい」

「……なに言ってるんですか。そんなこと出来る訳がないでしょう」

　二人で協力し、ハンナの助力もあって初めて対抗できるような相手かもしれないのだ。

　自分だけがこの場から逃にげ出だすなど、出来るはずもない。

「ダンネンベルグはこちらの動きに気付いています。であれば、これ以上ここで時間を長引かせるわけにはいきません！」

「それはそうですが……！」

　余りにも無む茶ちやな戦法だ。とてもではないが、受け入れることは出来なかった。

「ロ、ロイくん……わたしも、そうした方がいいと思う」

　だが、ハンナですら、そう言ってカノンに同意する。

「いや、だけど、お前……」

「カ、カノン先輩、言ってたよね。目的を第一に考えるって」

　こちらを見つめ、ハンナはいつになく強い口調で告げてきた。

「ロイくんを、アヤメさんのところに行かせる。わたし達たちは……そのためについてきたの。だから、ここは、行って……！」

　彼女の声は震え、表情は怯おびえに強こわ張ばっている。だがハンナはそれでも必死に自分を鼓こ舞ぶするように手を強く握にぎりしめ、真まっ直すぐな眼まな差ざしをこちらへと向け続けていた。

「行きなさい、ロイ＝シュトラス。あなたにはやるべきことがあるはず。私達のことなど気にしている場合ではありません！」

　グリムワードを手に、カノンは声を張り上げる。その背に揺らぎの無い意志を感じ、ロイは俯うつむいた。

「話は終わりましたか？　考えが変わったのであればいつでも仰おつしやって下さい。まだ期限に間はありますからね」

　ロイ達の進むべき道へと立たち塞ふさがる高い壁のように、ミラーはその場に佇たたずみ続つづける。

「尚なお、本部に居る人間は、私とダンネンベルグ様以外、警備の役を担になう者を含めて全て帰しました。つまり、侵入者を多少強引な手で排はい除じよしたとしても……第三者にそれを知られる恐れはない、ということです」

　彼女の言葉は、言外にこう告げていた。

　このまま歯向い続けるのであれば、命を失う覚悟をしろ――と。

「……くっ」

　ロイは思わず、歯は噛がみした。

　果たしてカノンとハンナだけで彼女を倒すことが出来るのか。

　可能性だけを言えば皆かい無むに等しかった。いくら魔術道具マジツクアイテムがあると言ってもハンナは魔術が使えず、カノンもまたロイのように二つ名を持っている訳でもない。

　だが――そんなことを、彼女達が分かっていないはずはなかった。

　理解した上で、尚、自分のためにこの場を引き受け、突とつ破ぱ口こうを開こうとしてくれているのだ。

（だったら……躊躇ためらっている時なのか？）

　カノン達への気き遣づかいは、今、この瞬間には、逆効果かもしれなかった。

「さあ、ロイ＝シュトラス……！」

「ロイくん、行って……！」

　二人の言葉を受け、ロイは目を瞑つぶる。

　少しの逡しゆん巡じゆんすらも許されぬ状況が、判断を急せかした。

　あらゆる想いが胸中を巡めぐり、それはやがて、一つの決意を呼び起こす。

「……一つだけ約束をしよう」

　瞼まぶたを上げ、前を見据えると、ロイは言葉を紡いだ。

「お互たがい、必ず生きてまた会う。そのために全力を尽くすんだ」

　危なくなったら背を向けてもいい。この場から逃げ出してもいい。

　とにかく、生きるための戦いをして欲ほしい。

　そんなこちらの願いを言外に含んだ呼びかけだったが――。

　カノンとハンナは、全すべてを理解したかのように、無言で首しゆ肯こうした。

「よし……行くぞ！」

　ロイは地を蹴けると、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて前へと走り始める。

「――処置無し、ですか。申し訳ありませんが、強制的な排除と参りましょう」

　愚か者へ憐れん憫びんの情を抱くような声こわ音ねで、ミラーはグリムワードを持つ手を上げた。

　だが彼女が魔術を発動するより前に、

「そ、そうは、させないんだから……っ！」

　ハンナの声が聞こえた瞬間、ミラーの眼前に小さな物体が落下した。

　――鋭するどい閃せん光こう。

　部屋中を真っ白い光で染め上げるそれが、網もう膜まくを容よう赦しやなく焼こうとする。

　距離のあったロイは腕で視界を防ぐことによりそれをかろうじて凌しのいだが、まともに直ちよく撃げきを受けたミラーは呻うめきを上げて自らの両目を覆おおった。

「くっ……！」

　ハンナの手製による魔術道具マジツクアイテムだ。猛もう烈れつな光で人間の視覚を一時的に奪うのだろう。

　たじろぐミラーの傍を通り抜け、ロイはひたすらにダンネンベルグの私室を目指した。

「待ちなさい……！」

　目の見えない状態でありながらも的確にこちらの位置を見抜き、ミラーが魔術を発動しようとする。

「【極炎ランツエ・矢槍エクスード】ッ！」

　だが更なる猛もう追ついがそれを許さなかった。カノンの放つ、幾いくつもの矢を象かたどった炎が立て続けにミラーの周囲へと落下していく。床を灼しやく熱ねつが包み込み、彼かの女じよの行動を阻そ害がいした。

　ロイは扉とびらに向かって衝撃波を放ち、即座に破壊する。

　部屋に飛び込むと、そこにあった階段を、急ぎ下り始めた。

　せめて最悪な結果となる前に、間に合うことを祈いのりながら。




　立ち込める巨きよ大だいな火の檻おりは、未いまだミラーの姿を覆い隠し続けている。

（威力はかなり抑おさえましたが、無事で居られるほどに弱くも無いはず……）

　カノンは警戒を怠おこたらぬようにしながらも、火傷やけどを負って伏ふせる敵の様子を想像した。

　相手の怪け我がを癒いやすのはその身を捕とらえてグリムワードを奪い、完全に動けぬようにしてからだ。

　少々手て荒あらい真ま似ねとなったが、ダンネンベルグの名を持つ者に手加減をしている余よ裕ゆうはなかった。

「そろそろ火を消しますか……」

　時間としては十分だろう。カノンは魔術による水を生み出そうとした。

　その――刹せつ那な。

　まるで暴風に煽あおられたかのように、火の波が大きく舞い上がった。

　次いで、巨大な手が無む理り矢や理りに押し払うようにして、炎は左右にこじ開けられる。

「え……!?」

　強制的に開かれた道の向こう。そこに、ミラーは立っていた。

　天てん井じようまで届かんばかりの火柱をその身に纏まとい、こちらに無に徹てつした表情を向けながら。

「……嘗なめられたものですね。この程度の実力で、私を止められると思うとは」

　火傷どころか、体を覆う衣服にすら何の変化もなく。

　ミラーは悠ゆう然ぜんと、こちらに向けて歩き始めた。

「妖よう艶えんなる赤よ。咲さき誇ほこり我わが意志と化せ。――【紅蓮葬華ローザ・レマシオン】」

　紡がれる言葉と共に、彼女の体をまるで鎧よろいのようにして守る火柱が、その状態に動きを見せた。

　意志を宿したかのようなうねりを見せると、幾つもの塊に分かれ、空中に浮かび上がる。

　しばらくして形を成したそれは、幾つもの花弁によって構成された、カノンとて見知った植物――薔薇ばらを思わせた。

「せ、先せん輩ぱいの魔ま術じゆつが全然通用しない……なんて……」

　ハンナが口元に手を当て、その身に生じた驚きよう愕がくを示す。

　だが、カノンは己の中にある冷静な部分に気が付いていた。

　あるいは、こうなることは十分に考えられたはずではなかったのか――と。

「ミラー……エンセンス」

　相手の名を呟つぶやき、己の中にある知識と照らし合わせた。

　それは忘れるはずもない。カノン＝リクーヌという人間を作り上げるにおいて、多大な影えい響きようを与えた存在。

　自分にとって、生しよう涯がい追い求めるべき遠い目標――。

「【火薔薇の魔ま女じよ】の称しよう号ごうを持つ、炎の魔術を得意とする二つ名の魔術師……！」

「……知って頂けていたとは、光栄ですね」

　声音に鉄のような冷たさを孕ませながら、ミラーは静かに応じた。

「同じ術を得意とする者として、このような状じよう況きようでなければ語り合いの一つでもしたいところですが……時間が惜おしい。早々に始めるとしましょう」

　こちらを見つめるミラーの瞳ひとみの奥おくに、殺意が宿る。

　それは彼女の操あやつる炎のように、無条件でこちらを畏い怖ふさせるかのような、途と方ほうもない熱をもっていた。

（やはり我ながら……無茶でしたかね）

　ともすれば心身ともに縛しばられ、身動き一つさえとれなくなりそうな迫力を前に、カノンは喉のどを鳴らす。

　同系統の魔術を扱あつかうと言っても、その実力から言えば、自分とミラーとでは天と地ほどの差があった。

　まともな戦いになるのかすらも、定かではない。

（それでも……やるしかありません）

　たとえ勝つことが出来なかったとして、最悪、それでもいい。時間稼ぎ程度にはならなくては、この場を引き受けた責任を果たすことが出来なかった。

「ハンナ＝アフラ。貴女あなたは出来るだけ後ろに隠れ、私の手助けをお願いします」

「え……で、でも、先輩一人じゃ……。わ、わたしも、前で戦います」

　消え入りそうな程ほどのか細い声で、ハンナが背後からそう申し出てくる。

　わざわざ確かく認にんを取らずとも、彼女が相当に無理をしているであろうことは分かった。本音を言えば恐ろしくて堪たまらないのだろう。

　当然だ。ハンナは元より戦闘向きの能力を持っているわけでもなく、また、性格もそれに相応ふさわしいわけではなかった。

　……いや。そういう問題ではない。

　自分ですら、今こうして立っているだけで、全身が怯きよう懦だの感情にとり憑つかれてしまいそうなのだ。魔術を使えぬハンナの心中は、察するに余りある。

　だが――だからこそ。

「ハンナ＝アフラ。ロイ＝シュトラスとアヤメのことを思い出しなさい」

　カノンは震ふるえそうになる自分を叱しつ咤たしながら、毅き然ぜんと振る舞った。

「ただ悪戯いたずらに前へ出ることだけが、戦闘の術ではありません。私がミラーを惹きつけている間にその隙すきを探さぐり、彼女の動きを止めるのが貴女の役目です」

「わたしの……役目……」

「自分のことをしっかりと認にん識しきし、その中で生き残る術を編み出しなさい、ハンナ＝アフラ。――貴女は貴女以外に、なることが出来ないのですから」

　自分でも意図せず出たその言葉は、殊ことの外ほか、己おのれの内側に強く響いた。

（……私は私以外になることは出来ない）

　だからこそ前を向き、その中で選び、突き進んでいく。

「行きましょう。己の持てる限り全てを尽くし、ここを切り抜けます！」

　決意の想いを発し、カノンは勢いのままに奔はしり始はじめた。

「【双刃火イグニクレイタ】！」

　交差した両りよう腕うでを解き放つ。背後で己を守護する、【顕せし理の力マギア】によって生み出された炎ほのおの蝶ちようが、空中で二つの火の身を結ぶ。それは尾おを引き、敵へと向けて突き抜けた。しかしミラーはその場から動くこともなく、自分の指をわずかに上げる。

　ただそれだけで、カノンの魔術は跡あと形かたもなく消し飛んだ。

「【焔刃ブレイズ・投牙カルラツト】！」

　カノンが高々と掲かかげた両腕によって、頭上に無数の火が灯る。それは瞬く間に一つ所へ集まると、巨大な剣の形を作り上げた。

　振り上げられた焔の刃が、真っ直ぐにミラー目め掛がけて降り注ぐ。

　だがそちらへ視線をやるわけでもなく、彼女は小さく指を鳴らした。

　爆ばく裂れつ。まるでなんの前兆も無く、カノンの作りだした炎の魔術は無残にも四散した。

「な、何故、先ほどから私の魔術が……!?」

　対抗的な魔術を使うまでもなく、破壊されているのか。

　本来ならばありえない現象だった。

「簡単な話です。『これ』で潰つぶしました」

　ミラーが掌を返すと、そこにはほんのわずかな火の球が浮遊している。

「まさか、そんなもので……!?」

　視覚で認識することすら難しいような、小さなものだった。そんなものでどうやって先ほどのような芸当を為なし得えたというのか。

「【焔散エクスフランメ】の魔術を改良し、威力をそのままにその規模を縮めました。魔力消費量が少なくなるため、今までよりも遙はるかに連続的に使用することが出来ます」

　手を頭上高く掲げると、ミラーは色の無い言葉を紡ぐ。

「さて……そろそろ終わらせましょう」

　それが、絶望的な攻撃の始まりだった。

「――【焔華フイラン・散舞エスカレオ】」

　たった一言、飾かざり気けのない言葉を契けい機きにして。

　ミラーの背後にある、薔薇を象った炎全すべてから――『それ』が放たれた。

「……え？」

　その余りに現実離れした光景に、カノンは言葉を失い棒立ちとなる。

　視界を埋め尽くす、火球。

　先さき程ほどミラーが見せた魔術のように、一つ一つは極小だが、それらはまるで夜空を席せつ巻けんする星々のように隙すき間まなく、眼前に無数に存在していた。

「あ――」

　カノンがかろうじて出来たのは、直前で我を取り戻し、その場で踵きびすを返したこと。

　ハンナを抱き抱えながら跳躍し、無様に床へと転がったことだけだった。

　――直後。世界その物を震しん撼かんさせるような衝しよう撃げきの連続が、辺り一帯を揺ゆるがす。

　それは既すでに燃やす等という領域を遙かに超こえていた。

　断続的に解き放たれる焔球が群れを成し、悉く容赦なく、ありとあらゆる物を蹂じゆう躙りんしていく。

　膨ぼう大だいな火は制御不能の力を狂くるわせ、全てを呑のみ込こみ消し去って行くように次々と床を屠ほふり尽つくした。

　更にそれは一度ではなく、逃げ惑うカノンを狩人かりゆうどのように執しつ拗ように狙ねらい、その身を焦がさんと追つい撃げきしてくる。

「【魔力反射レフレクス】ッ！」

　かろうじて防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつを張るが、それは酷ひどく脆ぜい弱じやくな壁に等しく、瞬まばたきする間もなく連続する炎の勢力に負けて砕け散った。背後から迫り来る赤き死神に抗あらがう術すらなく、カノンとハンナは、ただ必死に息を荒あららげ、走り続けるしかない。

　だが幾ら広いといっても室内のことだ。やがては壁に当たり、行き先を失ってしまう。

　カノンは目の前に見えてきた行き止まりに舌打ちし、前を向いた。ハンナを後ろに庇うと、無む駄だであると分かっていながら、グリムワードを向ける。

　だが――予想に反して、火球による連撃はいつの間にか終わりを告げていた。

　更にあれだけ燃え盛っていた炎の波すら跡形もなく、辺りは先程と変わらぬ静せい寂じやくを保ち続けている。

「カノン＝リクーヌ。たった一度だけ猶ゆう予よを与えましょう」

　一歩、また一歩とこちらへと近づきながら、ミラーが告げてきた。

「敗北を認め、ここから立ち去りなさい。そうすれば、あなた方だけは見み逃のがして差し上げましょう」

　彼女は指先に灯した炎を、終わりの宣告であるというようにこちらへ突き付けてくる。

「これ以上、余計な手間をかけさせないで頂けると助かります」

「……何故ですか。ミラー＝エンセンス」

　カノンは拳こぶしを床につけ、ある想いを抱きながら立ち上がった。

「何故これほどの力を持ちながら、ダンネンベルグの凶きよう行こうを止めようとはしないのです」

「凶行……ですか？」

「自分勝手な欲望で様々な人間を犠ぎ牲せいにしようとする、その行こう為いが、そうでなくてなんだと言うのです？　ダンネンベルグは既に正気を失っています。あなたがその名を継いだ者であるならば、自らの責任として、彼かれを止めるべきです！」

　それなのに何故、唯い々い諾だく々だくと従ってなどいるのか。まるで、己の意志など捨ててしまったかのように。

「貴方あなたは彼がおかしいとは思わないのですか!?」

「思いますよ」

　余りにもあっさりと、ミラーは応こたえた。

「ですがそれがダンネンベルグ様の願いであるというのであれば、私はただそれを実現させるべく動くのみです」

「どうして……そこまで……するん、ですか？」

　ハンナが心底から理解出来ないというように、問いかける。

「それが――あの方に挑いどみ、そして、敗れた私が成せる、唯ゆい一いつの役目だからですよ」

　ミラーは感情を根こそぎ削そぎ落おとしてしまったかの如く、ただ、淡たん々たんと語った。

「私はダンネンベルグの名を継いだ時、あの人の存在を知りました。彼は自らが研究している術を完成させるため、世界中を巡り、ありとあらゆる文ぶん献けんを紐ひも解とく必要があると言いました。しかしそのためには頻ひん繁ぱんに連盟を留守にしなくてはならず、その間に自分の仕事を任せられる存在がいる。そこで優ゆう秀しゆうな魔術師を選び、一時的に己の名を貸し与え、役目を担ってもらっていたのだと」

「……つまりそれが、連盟の『ダンネンベルグ制度』の始まりということですか」

　カノンは思わず、感かん嘆たんの息をつく。まさか、長い間、語られることのなかった連盟の決まり、その裏側をこんなところで知ることが出来るとは。

「そうです。しかし当時の私は、それが気に入らなかった。世界で最も優すぐれた魔術師の証あかしであるはずのものがその実、本物の傀かい儡らいでしかないことに、耐たえられなかったのです。……そして私は、ダンネンベルグ様に戦いを挑みました。彼を倒し、自分が真に最強であることを示すために」

　今のミラーが、そこまで感情的な行動に出るとは、到とう底てい考えられない話だった。

　何が彼女をここまで変えたのか――そんなカノンの疑念に応えるよう、ミラーは話を続ける。

「結果は、惨ざん敗ぱい。私はほんのわずかな傷すらつけられぬまま、あの方の前に膝ひざをつきました」

「そんな……これほどの魔術を使える貴女が!?」

　どれほど計り知れぬ力を有しているのか。自分には、まるで見当もつかなかった。

「格が違ちがう……それまであった矜きよう持じすら捨て、私はそう思いました。私だけではなく、恐おそらく歴代の強き魔術師と知られた誰だれもが、あの方にとっては赤子に等しい存在なのです」

　戯たわ言ごとであると、そう言い切ってしまえればどんなにいいだろうか。しかし、最強と認められた魔術師による言葉は、多大な説得力をもって、こちらに訴うつたえかけてきた。

「それまで味わったことの無い恐きよう怖ふを与えられ、私は生まれて初めて死を間近に感じました。ですが――それと同時に、ある痛つう烈れつな想おもいを抱いたのです」

　ミラーはそこで、初めて……ほんのわずかではあるが、口端を上げた。

「それは、憧しよう憬けい。途方もなく遠い存在であるダンネンベルグ様に、私はこの上なく焦がれました。あの方の力に魅みせられ、ただそのお傍そばに居たいと、全身から迸ほとばしるような願いを持つようになったのです」

　その後、衒てらいなく、彼女はその言葉を世に解き放つ。

「その中には――愛情と呼ばれるものも含ふくまれていました」

「……ダ、ダンネンベルグさんを……好きなんです、か？」

　ハンナが意外そうに述べた。恐らく、件くだんの人物が好意的な存在ではないということではなく――ミラーが、そんな感情とは縁えん遠どおい人間であるように見えたからだろう。

「ええ。今も同じく。……しかし、ダンネンベルグ様にとって私は小間使いに等しい人間。あの方の胸には今も、レクリア様しか存在しないのです」

「それでも、ダンネンベルグのやっていることに従うと……？」

　決して報むくわれないと知りながら、何故そこまで出来るのか。

　尋たずねたカノンへ、ミラーはまるでこちらの心を見み透すかすようにその目を薄うすく細めた。

「あなたなら分かるのではありませんか？　カノン＝リクーヌ」

「……え？」

「あなたも自らの愛情がロイ＝シュトラスへと届かないことを知りながら、それでも尚手を貸しているではありませんか。……彼の目には、雛菊アヤメしか映っていないというのに」

　カノンは、自らの全身に戦せん慄りつが走るのを感じた。

「……先輩が……ロイくんを……」

　こちらに傾かたむいてくるハンナの視線を、見返すことが出来ない。

　ただ目をミラーへと固定しながら、カノンはその場で硬こう直ちよくしていた。

「なぜ……それを……」

　ようやく喉のど奥おくから絞り出したその声は、掠かすれてまともな形にすらなっていない。

「ロイのことを監かん視ししていたと言ったでしょう。全ては承知しています。……魔術といい、立場といい、私とあなたは非常によく似ている。だから理解出来るのではないのか、と言ったのです」

　視界の中で、ミラーはこちらに対し、初めてはっきりとした微笑ほほえみを浮うかべた。

「決して想いが実りはしないのであれば、せめて自分を少しでもその傍に置いて欲しい。たとえ奴ど隷れいと思われたとしても、それで満足なのです。……あなたもそうなのではありませんか？」

「……私は……」

　上う手まく、言葉にすることが出来ない。脳裏にロイの姿が思い浮かんだ。

　追いかけて追いかけて、その背にどれだけ手を伸のばしても、肩かたを掴つかむことすら出来ない。

　向こうは普ふ通つうに歩いているだけなのに、こちらとの距離は瞬く間に遠くなっていく。

　そんな中――いつのまにかロイの隣となりには、自分の知らない人間が居た。

　彼女はいとも容易く彼と共に進み、その手を掴んで引っ張ることすらしてしまう。

　そのまま自分の知らない世界へと、ロイを連れて行ってしまうのだ。

　そして、気が付いた時にはもう、ロイは彼女――アヤメのことだけを見るようになっていた。

「……わたしも」

　その時。不意に何かが、聞こえた。

　しかしそれは、自分のものではない。ミラーでもない。

「わたしも――ロイくんが、好き」

　傍らにいる、ハンナが発した声だった。

「あの時、助けてもらった時から……ずっと、ずっと、好きだった」

「……ハンナ＝アフラ」

　驚いて、カノンはハンナを見つめた。

　薄らと気付いてはいたのだ。しかし彼女は決してそれを、口には出さないと思っていた。

「だけど、ロイくんはアヤメさんのことが好きだから……絶対に無理だろうなって思ってた。なのに、それでも気持ちが全然なくならなくて……だから一いつ緒しよに居たの」

「……あなたも、私やカノンと同じということですか」

　ミラーが何気なく応えたその言葉。

　しかし――ハンナはそれを強く否定するように、激しく首を振った。

「ち、違う。わたしや先輩は、あなたとは……違う」

　フードを、自らの手で上げ。

　いつものように消極的な態度ではなく、何処どこまでも揺るぎの無いその眼差しで。

「確かにわたしの気持ちは、多分、上手くいかない。だけど……ロイくんを好きなのと同じくらい、わたしはアヤメさんも好き。だから……二人が仲良くしてるのが、一番いいと思う。ロイくんとアヤメさんが組んでいるところを見ると……わたしも勇気を貰もらえる」

　ハンナははっきりとした自分の声を、ミラーに届けんとばかりに張り上げた。

「いつかあの二人みたいな関係になれる人を探さなきゃって、そう思えるから……。だから、わたし、ロイくんの手助けをする。それは奴隷とかじゃなくて……そうしていると、わたしもあの二人みたいに、前に進める気がするから……！」
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　未だかつて――。

　こんなにも、ハンナが思いの丈たけを口にしたことが、あっただろうか。

　ずっと閉じ込めてきたことを、今ここで全て吐き出したのは、なんのためか。

（……そうですよね、ハンナ＝アフラ）

　曖あい昧まい模も糊ことしていた心の靄もやが晴れ、今、はっきりと想いが明確に姿を取り始める。

　ハンナに教えられて――全てが、その瞬しゆん間かん、決まった。

「ミラー＝エンセンス。……貴女は私にとって憧あこがれでした」

　胸の内を吐と露ろしながら、カノンはグリムワードの表面に、そっと指を添そわせる。

「炎の魔術を操る二つ名の魔術師。いつか貴女のようになるのが、私にとって生きて行く上で絶対的な標でもありました。リクーヌ家に生まれた者として、必ずいつか辿たどりつける場所……そう思っていたのです。しかし――それはある日、一人の男によって覆くつがえされました」

　あっさりとこちらに勝利した彼は、しかし、それを少しも誇ることなどなかった。

「その男は私に言いました。己に負けなければそれは敗北ではない、と」

　その時から彼に惹ひかれ、そして自分は変わったのだ。

「昔の私が、貴女から自分に似ていると言われれば、恐らく無条件に喜んだことでしょう。しかし、今は違います」

　腹の底からこみ上げてくる感情の高ぶりそのままに、カノンはミラーを鋭く睨にらみつけた。

「己に負け、隷れい従じゆうの道を選び、仮かり初そめの安あん寧ねいに身を浸ひたした貴女と私を一緒にしないで下さい」

　それは――酷く、不ふ愉ゆ快かいだ。

「私は、ハンナと同じく、前進するためにロイ＝シュトラスの後ろを走ります！」

　澄すんだ湖面の如き、疑いようのない、自分の素す直なおな気持ちだった。

「……そうですか。それならば結構」

　赤き花々を背に、ミラーは笑えみを引っ込めると、いつもの無を取り戻した。

「いずれにしろ――あなた方はここで消えます」

　瞬間、焔ほのおの薔薇は一いつ斉せいに火球を吐き出す。

　再び空間を席巻した紅ぐ蓮れんの魔術が、時を置かずしてこちらを襲撃してきた。

「【火炎竜円舞ライオシユトルム】ッ！」

　両手を広げたカノンの眼前に、炎が渦うずを巻いた。天井まで焦こがさんとするそれは轟ごう々ごうとした唸うなりを上げながら、無限に連打される火球の群れを全て受け止めんとする。

「【水煉矢レツシユ・ラキエス】……！」

　次いでカノンが腕を引くと、空気中に多大な水分が生まれ、瞬時に凝ぎよう縮しゆく。巨大な水の槍を作りだした。狙いをしっかりと定め、ただ時を待つ。

　やがて【火炎竜円舞ライオシユトルム】が消え去った直後、未だ残る火球がこちらに向かって撃ち込まれるより先に、カノンはそれを解き放った。

　虚空をひた走る水の矢が、ミラーの眉み間けんを目指して大気を打うち砕くだく。

「強制的に同属性を吸収する壁かべを作り出し、時を稼いだ後に火の弱点ともなる水の魔術を放つ。考えたものですね」

　牙を剥く魔術に対して尚その表情を変えず、ミラーはただ呟いた。

「……と言いたいところですが、浅あさ知ぢ恵えもいいところです」

　彼女はその身に炎を高々と纏う。水の矢は火に飛び込んだその刹那、小さな音を立てた。

　そして一瞬にして――蒸発する。

「……っ!?　な、ならば！」

　一度上手うまく行かなかったからと言って気にしている場合ではない。自分の限界に挑ちよう戦せんするが如く、カノンは次々と氷や水の魔術を発動し続けた。

　水柱が、多くの矢が、魚類を思わせるような姿をしたものが――間かん髪はつ入いれずに顕けん現げんし、ひたすらにミラーを攻こう撃げきする。

　だが、そのどれもが通じることはなかった。大量の炎を前に全てが無に帰し、使い手の愚おろかさを嘲あざ笑わらうように次々と空気中に消しよう滅めつしていく。

「くっ……ぐ……」

　どれほどの数をこなしただろう。遂ついに万ばん策さく尽つきて、カノンは悔くやしさに拳を握った。

「……そろそろ理解出来ましたか？　何をやっても無駄であるということに」

　そんなこちらの心情を見透かしたように、ミラーが白く美しい手を向けてくる。

「私のことを否定した割には――脆弱な力でしたね」

　その言葉に反論することすら出来ない。結果が伴ともなっていなければ、何を口にしても無意味だった。

（一体、どうすれば……！）

　時が残されているのは、ミラーの気まぐれに過ぎない。もし彼女が魔術の発動を宣言すれば、そこで全ては終わりだ。最初の攻撃のように容赦してくれるとは思えなかった。

　それまでの間に、何か案を出さなければならない。それなのに、

（思いつかない……）

　頭の中が真っ白になっていた。少し勉強が出来るからといって、魔ま術じゆつに造ぞう詣けいが深いからといって――こんな時には、なんの役にも立たないのだ。

（もし、ロイ＝シュトラスやアヤメなら……）

　数々の不可能な状況を打開してきた彼らなら、同じ状況でも光明を見み出いだすのかもしれなかった。やはりあの二人には敵かなわない。自分にはこの程度が限界なのか。

　死、というその、遠く彼方かなたにあると思っていた言葉が今、はっきりとすぐ傍にある。

（私は――死ぬのですか……？）

　実感として噛かみ締しめると、ぞっとするような恐怖がこみ上げてきた。

　こんなところで、朽くち果はててしまうというのか。

　まだ何も成なし遂とげていない。辿たどり着つくべき場所すら見えていないというのに。

「……生きたい」

　心から思った。また生きて、ロイやアヤメと会いたい。彼らの背を見ていたい。

　いつか自分自身の道を、胸を張って歩いて行けるその日まで。彼らと一緒に居たい。

「約束……したのに……！」

　己の不ふ甲が斐いなさに、嫌いや気けが差した。

「……先輩」

　すると、ハンナが小さく呼びかけてくる。視線を移すと、彼女の手には小さなものが乗っていた。

「わ、わたし、こんなものしか持ってなくて……な、なんとかなりませんか？」

「……これは？」

　緑色の石を加工して、指輪のようにしたものに、カノンは目をしばたたかせる。

「風の魔術効果を内包した鉱石を使った道具で……投げつけた場所を真空状態にするんです。これなら、あの、火を消せるかなって」

「……なるほど。空気そのものを奪うばい、燃焼効果をなくすわけですか」

　魔術は森しん羅ら万ばん象しようを自在に操るものだ。その中には現実に即そくした事象を強制的に引き起こしているものもあり――そういった場合、人じん為い的てきな手段で消し去ることも可能だった。

「は、はい。でも、どれくらいの時間、そうしておけるか分からなくて……。ひょっとしたら、すぐ消えてしまうかも……す、すみません」

　申し訳なさそうに謝罪してくるハンナ。先ほどまでの堂々とした振る舞いが嘘うそのようだ。

　それを拍ひよう子し抜ぬけしたように見ていたカノンは――やがて、自身に笑いがこみ上げてくるのを知った。

「……ありがとうございます」

　礼を述べてから、渡わたされた魔術道具マジツクアイテムを握り締める。

（……何をしているんですか、私は）

　諦あきらめかけていた自分を厳しく叱咤した。

　肝かん心じんなことを、忘れていた。

　ロイ＝シュトラスも。そして雛菊アヤメも。

『二人』で困難を切り抜けてきたではないか、と。

（これがあれば……）

　なんとかなるかもしれない。

　確信とまではいかないが、ある種の可能性がそこに生まれた。

　それは限りなく低いものかもしれないが――そんなことは些さ細さいな問題だ。

　進むべき道がそこにあるのなら、足を踏ふみ出だす他、選せん択たくはないのだから。

「使わせてもらいます。ハンナ＝アフラ。――生きてここを出ましょう」

「……はい！」

　ハンナは、この上なく嬉うれしそうに、その顔を綻ほころばせた。

「行きます」

　ミラーは何処までも静かに、抑よく揚ようの欠片かけらも無い口調で。

「――【焔華フイラン・散舞エスカレオ】」

　再び、絶望の舞ぶ台たいの幕を開けた。

　赤き薔薇より乱射される焔の球、その全てがカノンとハンナへと降り注いでくる。

「ハンナ＝アフラ！　出来るだけ遠くへ逃げて下さい！」

　そう指示をした後に、カノンはハンナから受け取った指輪型の魔術道具マジツクアイテムを握った。

「せ、先輩は……!?」

　背後からの問いかけに、カノンはそちらへ顔を向けると、口元を緩ゆるめる。

「――ちょっと、不可能を可能にしてきます」

　地を蹴る。右でもなく左でもなく後ろでもなく。

　ただ只管ひたすらに――前へ。

「……愚かな」

　何もかもを投げ出し、諦てい観かんを持ちながら、その身を紅蓮の炎へと捧ささげに来たのか。

　そんな想いを込めた声こわ色いろで、ミラーが言葉を紡つむぐ。

「ええ、愚かです！」

　疾しつ走そうを続けながら、カノンはグリムワードを振り上げた。

「ですが――壁を越える為ためであれば、人は時に、そうならねばならぬ時もあるのです！」

　自身が出来うる中で、最強の魔術を唱える。

「盛れ――【焔獄破場撃イーンフイエルノス】ッ！」

　幾つものグリムワードが魔力光を残して散った。生み出された蒼そう白はくの炎ほのおが眼前で拡ひろがり、床一面を文字通り火の海と化す。

　それらは火球を受け止めたが、全すべてを呑み込むまでには至らず、際限なく現れ続けるミラーの魔術によって次し第だいに蹴け散ちらされていった。

　蒼あおが赤によって浸しん食しよくされ、それはそのままこの場の勝敗を示すかのように残ざん酷こくなまでの様相を呈ていする。

　だがそれでもカノンは止まらなかった。元よりそれで防げるなどとは思っていない。

　これは、ただ単なる第一段階に過ぎなかった。

　尚なおもミラーを目指し、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて突とつ貫かんしていく。

「……灰となりなさい」

　一いつ瞬しゆん、そんなこちらを憐あわれむような目をしたかと思うと、ミラーは手を平行に上げた。

　薔薇の照準が全てこちらを向き、容赦なく、苛か烈れつなまでの火球を吐き出してくる。

　それまで広こう範はん囲いに渡っていたそれが一点集中になったことで、絶え間ない炎えん上じようの連れん鎖さは、これまで以上の威い力りよくを以てしてこちらへと牙きばを剥むいた。

「今です！」

　しかし、それこそがこちらの狙っていたことである。カノンは手に持った魔術道具マジツクアイテムを投げつけるために、腕うでを振り上げた。

　投とう擲てきされた翠みどりの指輪が火球の一部にぶつかり、小気味良い音を立てて弾はじける。

　カノンの進しん攻こうを妨さまたげる火の波が、一部分のみ円を描えがくように消失した。

　またそれだけではなく、空中から飛来する炎の群れすらも、その場所でだけ本来の力を発揮出来ずに潰ついえる。

「これは……」

　さすがに予想外であったのか、ミラーがその目を見開いた。

　だが、現象は想像以上にわずかな間でしか起こらない。

　穴がカノンの目の前で、急速に縮小していった。

「なるほど……面おも白しろい手ですね。ただ、一歩及およばなかったようです」

　ミラーに辿り着くまでは、まだ距きよ離りがあった。あとほんの少しではあるが、指輪の力が及んでいる時までには間に合わない。

　……だが。

「いいえ。……計算通りです」

　カノンは笑みを浮かべて、足に力を入れると、強く床を踏みしめた。

　腕で顔を覆おおい、深く息を吸い込むと――。

　そのまま、何の躊躇ためらいも無く穴に飛び込む。

「……馬ば鹿かな!?」

　ミラーが初めて動どう揺ようしたような声を上げる。

　カノンはハンナの魔術道具マジツクアイテムによって一時的に出来た真空状態の場を、己の体が通り抜けて行くのを感じた。しかしその最中、効果が途と切ぎれ――全身を筆ひつ舌ぜつに尽くし難がたい熱さが襲おそう。

「ぐっ……あああああああああっ！」

　絶ぜつ叫きようを上げながらも床に着地し、手を伸ばす。熾し烈れつなまでの痛みを覚える体が、カノンの動きを阻そ害がいした。これ以上無理をするな。後のことを考えろ。そう警告してくる。

　だが、それら全てを無視して……カノンは、グリムワードを向けた。

　その先には――完全に懐ふところへと入り込んだ、ミラーの体がある。

「なんという……ことを……」

　失うせた感情が戻ってきたかのように、信じ難いものを見るような目をするミラーへ。

「言ったでしょう。私は――前へ、進むのです！」

　カノンは、零ぜろ距きよ離りから己の全てを解き放つように、火の魔術を唱えた。
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　勢いに呑まれ、ミラーの体が吹ふき飛とんでいく。

　虚きよを衝つかれた形となった為に、防御としての火を纏まとう暇ひまもなかったのだろう。

　彼かの女じよの体は燃え盛りながら、壁へと激げき突とつし、そのまま沈ちん黙もくした。

「……殺さない程度に力は抑おさえてます。ただ、しばらくは起き上がれませんよ」

　呟つぶやき、カノンはとうに迎むかえていた限界を自覚すると、その場に倒れ込む。

　魔術師が気を失ったためか、ミラーの使っていた火の薔薇ばらが、その場から消え去った。

　同時に、部屋中を占しめていた業ごう火かもその全てが失せる。

「せ……先せん輩ぱい……！」

　掠れる視界の中に、急いで駆かけつけてきたハンナの、泣きじゃくる顔が映った。彼女はしゃがみこむと、自らの鞄かばんに手を突っ込み、ありとあらゆる道具を放ほうりだしていく。

「い、今、治ち療りようします。治療しますから……！」

　中々目的のものが見つからないのか、周囲に様々な物が散らばっていった。

　自分で治療魔術をかけることも出来るが――残念ながら、最も早はや、指先一本動かせぬ状態となっている。

「気に為なさらず……ゆっくりでいいですよ」

　少しでも安心させるために微笑みを浮かべるも、それすら余波で痛みを引き起こし、カノンは顔を顰しかめた。

（かなり……危なかったですね）

　どうにか上手く行ったが、失敗して自じ滅めつすることも十分に考えられた。

　尤もつとも、隙をつくために真空状態となった場所にあえて突っ込み、敵に接近するという、無む茶ちや苦く茶ちやな作戦だ。それもまたさもありなんということである。

「少しでも近づけましたかね……あの二人に」

　遠く彼方に居るその背をしっかりと見定めるように、カノンは目を細めた。

（後は任せましたよ、ロイ。アヤメを……必ず助けて下さい）

　自分の役目は果たした。後は少し休ませてもらおう。

　そう思い、ゆっくりと瞼まぶたを下ろそうとした。

　――その寸前。

「驚おどろきましたよ……。想像もつかない程に原始的な方法で」

　目の前に、ミラーの姿があった。

「……え……ッ!?」

　その服は無残に焼け焦げ、顔にも火傷やけどを負ってはいるが、未いまだ平然と立っている。

「せ、先輩、逃げて……！」

　ハンナがこちらを庇かばうように立ったが、ミラーは彼女の体を掴むと、強ごう引いんに払はらいのけた。

　そして手にしたグリムワードを、冷れい酷こくな眼まな差ざしのまま、カノンへと向けてくる。

　戦わなければならない。そんな想いに突つき動うごかされるが――気持ちとは裏腹に、体は少しも言うことを聞いてくれなかった。

「惜おしかったようですが、これで終わりとしましょう」

　あくまでも抑揚の無い、義務的な感情さえ窺うかがえるような、平へい坦たんな声で。

「――それでは、さようなら」

　蒼あお白じろい光を散らし、ミラーがこちらに向けて魔術を発動するのが見えた。




　どれほどの時間、階段を降り続けているのだろうか。

　いい加減、段差に足をかけるのにうんざりした頃ころ。

　ようやく――自分の足が、平たい床を捉とらえたのを感じた。

　目の前には、今朝に訪おとずれた時とまるで変わらぬ部屋が広がっていた。

　ただし椅い子すに腰こしかけている者はおらず、視線を傾けると石壁に扉とびらが嵌はめ込こまれている。ダンネンベルグの寝しん室しつがあるとすれば、あそこだろう。

　慎しん重ちように足音を立てぬよう、ロイはゆっくりと歩き始めた。

　壁に体を密着させ、まずは内部の様子を探さぐる。

　と言っても、耳を澄ませる程度のことだが、少なくとも動く者がいる気配はなかった。

　ノブに手をかける。夜気によって冷やりとした感かん触しよくを伝えるそれを、ゆっくりと回した。

　派手な音が鳴るのではないかと危き惧ぐしたが、幸い、扉は音も無く開いていく。

　ロイは魔術による明かりを消し、万が一のことを考えて腰こし元もとにあるグリムワードを予あらかじめ手に握った。

　そのまま、何度も深呼吸をした後に――素す早ばやく、部屋の中へと滑り込む。

　相手が待ち構えていても即そく座ざに対応出来るよう、同時に掌てのひらを突き出した。

　……が、その心配は杞き憂ゆうに終わったようで、室内は何事もなく静せい謐ひつに包まれている。

　ロイは胸を撫なで下おろし、深く安あん堵どの息をついた。

　部屋は完全な闇やみと化しているため様子が分からず、しばらくその場で待機する。

　やがて少しずつ目が暗黒に慣れてくると、薄らとだが様々なものが見え始めた。

　とは言え、あるのは本の山であると思われる影かげが幾いくつかと、小さな机らしきもの。

　そして一ひと際きわ大きな幅はばを占めるベッドだった。

　シーツは山なりに盛り上がり、規則的な上下を繰くり返かえしている。

（……ダンネンベルグは寝ねているのか？）

　ロイは眉まゆを顰めた。

　こちらへの対応を指示した後、全てをミラーに任せて、自分は休むことにした、ということだろうか。

　もしそうだとすれば、これほど有あり難がたいこともないのだが。

　しかし、無論のこと、油断は出来なかった。こちらの隙すきを作るための演技かもしれない。

　ロイは壁に沿うと、ダンネンベルグの動きを警けい戒かいしながら少しずつ進み、机まで辿り着く。目を凝こらすと、運が良いことに、そこにはランタンが置かれていた。

　魔術による明かりは輝かがやきが強過ぎるため、こうした隠おん密みつ行こう動どうをする際においては難があった。助かったとばかりに手にとると、ロイは火の魔術を小さく唱える。

　やがて薄い硝子がらすの向こうに仄ほのかな灯あかりが点ともり、柔やわらかな光を放ち始めた。

　それがダンネンベルグを照らさないように気を付けながら、逆方向へと向ける。

　途と端たん――ロイは息を呑んだ。

　部屋の隅すみに、水すい晶しよう体たいが浮かび、その内側にアヤメが閉じ込められていた。

　危あやうく声を上げそうになったが、慌あわてて己おのれの口を塞ふさぎ、それをかろうじて堪こらえる。

「――【空弾投ウインドス】」

　だがその瞬間。背後からの声が鼓こ膜まくを打ち、ロイは背中に体当たりされたかのような衝撃を受けた。自由を失った身体が前へと押おされ、そのまま激しい痛みを味わう。

「がっ……！」

　風の魔術を使われ、壁に叩たたきつけられたのだと理解するも、そのような分ぶん析せきは何の意味もなさなかった。全身がこちらの意志に逆らい、反応することを放ほう棄きすると、力無く床へとうつ伏ぶせになっていく。やがて――自分の頭に、重い感触が乗った。

「多少の機転でも利きかせたつもりのようだが、残念だったな」

　悪意を込めてこちらを踏ふみ躙にじって来るのは、この部屋の主が持つ足だった。

　つまり――ダンネンベルグに他ほかならない。

「……くそ、やっぱり、演技だった……か」

　突とつ然ぜんに現れたアヤメに気を取られていたせいで、相手の動きを悟さとることが出来なかった。

　咳せき込こんだロイの耳に、せせら笑うような音が聞こえてくる。

　強く腹を蹴けられ、ロイは床を無造作に転がる。息を荒らげながら、視線を上げた。

　魔術による明かりに照らされて、ダンネンベルグの青白い顔が、闇の中でより際きわ立だって見えた。

「自分の立場を把は握あく出来ていないようだな。お前は既すでにオレに命令されてそれに従う人間だ。無駄な足あ掻がきは止めた方が懸けん命めいだと思うが？」

「……ハハッ」

　そんな状じよう況きようでないのにも拘かかわらず、ロイは腹からこみ上げるような笑いを漏もらす。

「生あい憎にくと、そういう諦めの良さは最近捨ててしまったんでな」

「雛菊アヤメのせいで、というわけか」

「雛菊アヤメのおかげで、というわけだ」

　床に手をつき、渾こん身しんの力で体を起こした。こんな輩やからを前に、いつまでも這はい蹲つくばってなどいられない。

「だがお前のその妙みような反はん抗こう心しんが原因で、全ては灰かい燼じんに帰した。こちらの言うことを聞き入れられないのだとすれば、もうお前に用はない。雛菊アヤメ諸もろ共とも、この場で消してやろう」

「いいのか？　俺が死んだら、【物質転移アドヴエントゲート】の使い手はいなくなるぞ」

「そうなればまた、お前のような魔ま術じゆつ師しが現れるまで待つだけだ。数百年の時を生きたのだ。それくらいは造作もない」

　あながち虚きよ言げんとも決めつけられない響ひびきがあった。実際、ダンネンベルグには無限とも言える時間がある。このまま自分のように面めん倒どうな人間を相手にし続けるよりかは、そちらの方が寧むしろ彼かれにとっては利のある選択かもしれなかった。

「くっ……！」

　ロイは魔術を発動しようと手を向ける。

「【束縛リカーテイオ】」

　だがそれより前に、ダンネンベルグはグリムワードを手にそう唱えた。空中に飛散した蒼の粒りゆう子しが凝縮し、一本の長い鎖くさりと化してこちらの上半身を縛しばりつけてくる。

「まだ逆らおうと言うのだからな。返す返すも厄やつ介かいな人間だ」

　しゃがみこみ、両手を動かせないロイを見つめてくると、彼は静かに声を発した。

「だがお前にもう道は残されていない。それ以上踏み込めば、死という深しん淵えんへと呑のみ込こまれるぞ」

　忠告ではなく、ただ起こるべき事態を語るような、素っ気の無い口調である。

「何がそんなに気に入らない。お前の力を貸してくれと言っているだけだ。それを受け入れてさえくれれば、お前も、お前以外の人間も傷つけるつもりはない」

「……そうだな」

　全く以てその通りだ。ダンネンベルグがやろうとしている非人道的な行こう為いに対して、否定的な意見を持つのは誰も同じだろう。しかしここまでしてそれに抗あらがおうなどと考える者はそうはいまい。

　早々と協力して、後は見ない振りをしていればよかった。そうしたところでロイ＝シュトラスという人間は何も失わないし、その日常を侵おかされることもない。

　二人の愛する者同士が、個人の手前勝手な理由によって、引ひき裂さかれる。

　たったそれだけの、自分には関かかわりの無い話なのだから。

「別に俺は……お前の幼おさな馴な染じみがどうなろうが知ったことじゃないし、そのことで何が起ころうが、どうでもいいことだ」

　自由にならない両りよう腕うでを、それでもどうにかして動かそうと、ロイは力を込めた。

「アヤメを奪われ、カノン先輩やハンナを巻き込んでまで、やることじゃない」

「だったら何な故ぜ、そうしない」

　ロイは、強く拳こぶしを握る。

「……単純なんだよ。馬鹿みたいに簡単で、呆あきれるくらいに短い理由だ」

　奥おく歯ばを噛み締め、全身を支配する怒いかりを込めてダンネンベルグを睨みつけた。

「気に入らないんだよ、お前が。つまらないことでいつまでもグジグジウジウジ悩なやんで求めて挙句に間ま違ちがった方向に進んでる、最低最悪なお前が大だい嫌きらいなんだよ！」

　そう、突き詰めてしまえば、それだけだ。

　だがそれで充じゆう分ぶんだった。相手のことを考えもせず、自己の欲求を満たすためだけに行動をすることが、どうにも許せない。

　目の前の男の言うことに従えない訳など、それで――充分すぎる程ほどだった。

「あまり失望させるな、ロイ＝シュトラス。お前はそんな感情論だけで事を起こすような、幼子のような人間だったか？」

「悟りきった顔で堂々とおかしいことを口に出来るのが、大人かよ」

　だとすれば自分は、餓が鬼きで上等だ。

「気に入らないものは気に入らない。受け入れられないものは受け入れられない。自分を曲げたくないものは曲げたくない。俺がこの世で一番尊敬する奴やつは、いつだってそうしてきた。だったら俺がそうするのは――道理だろうが！」

「……雛菊アヤメか」

　ダンネンベルグは立ち上がると、振り返り、その灰色の瞳ひとみに映した。

　水すい晶しようの中に封ふうじられし、黒くろ髪かみの少女の姿を。

「お前と彼女の絆きずなは相当なものだな。……正直な話、羨うらやましいほどだ」

　アヤメを見つめながら口にしたその言葉に、皮肉や偽いつわりはないように思えた。

「オレもレクリアとそんな関係を築くことが出来れば――そんな風に生きられたかもしれないな」

　首元から下がったロケットを取り出し、眺ながめる横顔からは、苦い後こう悔かいが窺える。

「だが、オレにはお前にとっての雛菊アヤメのような存在は、もういない。……だから取り戻すしかないんだよ。どれほどの罵ば倒とうや非難を浴びたとしてもな」

　振り返ると、ダンネンベルグはこちらを睥へい睨げいして来た。

　その表情には、罪深き者へ裁決を下す王のような冷れい徹てつさが宿っている。

「最後にもう一度だけ言う。オレに従え。それ以外、お前が取るべき選択はない」

「……嫌いやだ、と言ったら？」

　ほとんど意地のようなものだ。しかしそれでも、頷うなずかなければ、まだ何処どこかにこの場を切り抜ける部分を見出せるかもしれない。最後まで顔を上げ、迫り来る運命に喰くらい付つくことで、開けるものもあるのだ。

「……仕方がない、か。追おい討うちをかけてやろう」

　やりとりをするのも疲つかれてきたというようにため息をつくと、ダンネンベルグは続けた。

「入れ。ミラー」

　扉が開く。ロイは視線を傾け、そして、ゆっくりと目を見開いた。

　そこには焼け焦げたローブを身に纏ったミラーが立っている。

　そして彼かの女じよの両腕には、見覚えのある二人の少女が抱かかえられていた。

「先輩！　ハンナ！」

　縛られた状態でロイは走り寄る。そんな自分の前に、ミラーはカノンとハンナを放ほうり投なげてきた。

　床へと横たわる彼女達は、瞼を閉じたまま微び動どうだにせず、見るも無残な傷を負っている。

　特にカノンに至っては目を逸そらしたくなるほどに惨むごい有様で、全身に重度の火傷を負っていた。

「お前……二人に何をした！」

　事と次第によってはただでは済まない。そんな想おもいに突き動かされて迫るロイを一いち瞥べつし、ミラーは短く返してきた。

「侵しん入にゆう者しやを排はい除じよするのは私の役目です。安心しなさい。殺してはいませんから。ただ、二度と同じようなことをする気が起こらない程、少々念入りに仕置きをしておきましたが」

「……っ！」

　瞬しゆん間かん的てきに頭へ血が上り、ロイはそのままミラーに向かって体当たりした。

　だがその前に魔術によって衝しよう撃げき波はを起こされ、視界が反転。気が付いた時には床に背中を打ちつけていた。

「ぐっ！……くそ……くそッ！」

　自分の無力感に嫌気が差す。暴れたところで魔術が使えない今の状態では何もならなかった。それを理解していながら尚、彼らが許せず、腹はら立だち紛まぎれにベッドを蹴る。

「さて……お前のような人間を従順にさせる一つの方法を教えてやろう」

　ロイの傍そばに立ち、ダンネンベルグはカノン達に向けて掌を翳かざした。

「自らを省かえりみず、誰だれかを守ろうとする者は――大たい抵ていの場合、己以外の人間が苦しむのを、我わが事のように嘆なげく」

　蒼白い光が、収しゆう斂れんしていく。それは使い手の殺意を示す、残酷なまでの煌きらめきだ。たった一言。彼が何かを口にすれば、それだけで全ては終しゆう焉えんへと向かう。

　見知った者の死という、あまりに絶望的な結末へ。

「や……やめろ」

　声が震ふるえた。今まで味わったことのない感情が、体を浸食するようにして押し寄せてくる。表現しようのないそれは、夜の闇よりも色いろ濃こく、冬の風よりも遙はるかに凍いてつく空気を孕はらんでいた。

「思い知れ。これが――お前の選択が掴つかんだ未来だ」

　ダンネンベルグが口元を歪ゆがめ、その唇くちびるが、悲ひ愴そうの言葉を紡いだ。

「貫つらぬけ、【雷蛇ラークシユラン】」

　紫し電でんが舞う。発生した黄金の光は空中で弾け、一匹の蛇へびが如く伸しん長ちようすると真まっ直すぐ目標へ向けて奔はしった。

「やめろおおおおおおおおおおッ！」

　ロイの絶叫を嘲ちよう弄ろうするように、それは、対象の魂たましいごと焼き尽くさんとしておぞましいほどの激しい音を鳴らす。

　やがて魔術によって生み出された雷かみなりは、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよすらなくカノンとハンナを屠ほふった。

　――かに見えたその時、見えない何かに弾かれたようにその場で掻かき消きえる。

「なに……？」

　ダンネンベルグが眉を顰ひそめた直後、続けて放たれる声があった。

「――飛べ、【風鳴鳥フレスヴアルド】」

　空気を切り裂く風の刃やいばが、ダンネンベルグを切り刻む。もんどりうった彼に向けて更さらに魔術が発動された。

「唸りなさい、【雷伝撃ヴオルツギオ】」

　迸ほとばしる雷の鞭むちが闇を裂き、ダンネンベルグの体を叩き打つ。轟ごう音おんと共に鋭するどい閃せん光こうが部屋を照らし、それが晴れ渡った時、彼は悲鳴を上げる間もなくその場で気を失っていた。

「申し訳ありません、ダンネンベルグ様。少々無作法ではありましたが、動きを止めさせて頂きました」

　ロイの傍を通り抜けるのは――見み間ま違ちがえるはずもなく、ミラー＝エンセンスだ。

　ミラーは床に落ちたダンネンベルグのグリムワードを拾い上げると、それを懐へと仕し舞まい、こちらを振り向いた。

「……なんで……」

　呆ぼう然ぜんとなるロイに向かって、ミラーは微笑ほほえみを浮うかべる。

「私はずっとこの時を待っていたのです。ダンネンベルグ様の奴ど隷れいとなる振りをして、彼を倒す隙が出来るのをね。それがやっと果たせました。礼を言いますよ、ロイ＝シュトラス」

　そして艶つやのある髪かみを手で払い、清々した顔を作りながら、

「――と、言えば腑ふに落ちるかしら？」

　ミラーは、それまでとはまるで違ちがった親しげな素そ振ぶりで接してきた。

「お前……」

　目を瞬かせた後、ロイは、思わず苦く笑しようした。

「……やれやれ。さすがにひやっとしたぞ」

　安堵の息と共に、『彼女』の名を呼ぶ。

「間に合ったようで何よりだ。――ファム」

　その瞬しゆん間かん。ミラーの姿が、揺ゆらいだ。

　まるで水面に石を投げ落とした時のように波は紋もんが広がり、やがてそれは、描いた絵具を落とすかのように、ゆっくりと剥はがれていく。

　しばらくの後、現れたのは、ミラーとは全くの別人であった。

　薄うす紫むらさきの髪を肩口辺りで切きり揃そろえ、漆しつ黒こくの髪かみ飾かざりをつけている。息を呑むような美び貌ぼうはしかし表情が乏とぼしく、それ故ゆえに造形的な、人形めいた印象をこちらに与あたえた。しかしそれをわざと崩くずすようにして、顔につけられた特とく徴ちよう的てきな物が一つ。

　片目を隠かくす――眼帯である。

　間違いない。目の前に居るのは、【アルス・マグナ】において二回戦で戦った相手。

　ファム＝リラクス、その人であった。

「……危ないところだったけれどね。後少し遅おくれていれば、最悪の事態になっていたところだわ」

　そう言ったファムに、立ち上がって近づこうとしたところで、ロイは自分の状態を思い出した。

「……と、悪い。まず俺に掛かけられた魔術を解いてくれ」

「こちらとしては、あなたが自由になれない方が色々出来て都合良いのだけど」

　不ふ穏おん当とうなことを口にしながらも、ファムはちらりと自分の後ろを見やる。

「まあ……宿敵があんな状態で先んじるのも、少し卑ひ怯きようかしらね」

　アヤメに向かって息をつき、ファムはグリムワードを手に、ロイを縛る【束縛リカーテイオ】を消してくれた。

「助かりましたよ。傷もこうして治して頂けましたし、彼女が居なければ、私もハンナもミラーにやられていました」

　聞き覚えのある声に振り返ると、そこには、カノンやハンナが立っていた。先ほどまで体に負っていた傷は、既に跡あと形かたもない。それすらもファムの術によるものだったのだろう。

　ファム＝リラクス。

【幻げん奏そうの歌うた姫ひめ】という二つ名を持つ彼女が得意とするのは幻げん影えいの魔術。本物と相そう違いない幻を作り出す他、現実を捻ねじ曲まげ、その場にありもしない姿を見せることも出来る。

　連盟本部に直接乗り込むという危険極まりない真ま似ねをするに当たり、ロイはただそのまま突っ込むのではなく、何かあった時のため、裏である仕込みをしていた。

　それがカノン達へロイが話した、最後の『作戦』である。

　二回戦を経へて信頼関係を築いたファムに、カノンが生徒会の後こう輩はいに頼たのんで使い魔を送ってもらい、協力を要よう請せいした上で、もしもの時のために備えて貰もらっていたのだ。
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　仮に自分やカノン達が敵の手に捕とらえられた場合、彼女の幻影魔術――【幻夢イリユジオ術ン・レーヴ】を使って助け出して欲しいと。

　だが監かん視しされているかもしれないということを考えると、共に転移術で来ることは出来なかった。そのため彼女だけ後で合流する形となってしまい――間に合うかどうかが非常に際きわどいところだったのである。

　故にロイは、ミラーがカノン達を連れて現れた時、自分の考えたことが失敗に終わったのかと愕がく然ぜんとなったのだ。

「先輩もハンナも、無事で良かったです」

　そう言って、カノン達に向かって口元を緩めたロイは、

「ロ、ロイくんも……！」

　感かん極きわまったように走り寄ってきたハンナに、思い切り抱だきつかれた。彼女はこちらの体にその顔を埋うずめ、嗚お咽えつを上げ始める。

「……純じゆん粋すいさを捨てるのも考えものね。わたしにはああいうことは出来ないわ」

　ハンナへ羨むような眼差しを送りながら、ファムは小さく吐と息いきをつく。

「いえ……あれは彼女だからこそ出来るものでしょう」

　そんな彼女へ同意するようにして、カノンが頷いた。

「くっ……う……」

　やがて呻うめき声ごえと共に、ダンネンベルグがその身を起こす。ロイを始めたとしたその場にいる四人は警戒するように身構えた。

「まさか……ミラーに化けているとはな……さすがに、分からなかったぞ」

　奥歯を噛かみ締しめながら、立ち上がると、ダンネンベルグはロイを見つめてくる。

「ファム＝リラクス……彼女もまた、お前の絆というわけか」

「まあ……そういうことだ。人を利用することしか考えていないお前には、真似できない芸当か？」

「そうだな――全く。つくづくも、お前達はオレの持っていない物を持っている」

　そのままこちらへと歩み寄ろうとする彼の前に、ファムが立たち塞ふさがった。

「そこで止まって。……ダンネンベルグ。グリムワードが無いあなたにはもう、勝ち目はないわ。大人しくアヤメを解放しなさい」

「……ミラーはどうした？」

「彼女ならわたしとカノン達とで協力して倒したわ。彼女もまた、動けないようにしてある。あなたの唯ゆい一いつの味方もいなくなったということよ」

　それは即すなわち、ダンネンベルグとロイ達の立場が、今や完全に逆転してしまったということを意味している。

「……なるほど。確かに打つ手はなさそうだ」

　全身から絞り出すように、大きな嘆たん息そくをつくと、ダンネンベルグは踵きびすを返した。

　アヤメを閉じ込めた結けつ晶しよう体たいへと視線をやり、

「グリムワードが無いと魔ま術じゆつの解除が出来ない、と申し立てればどうなるんだ？」

　最後の抵てい抗こう、とばかりにこちらへ顔を向けてくる。それに、カノンは剣けん呑のんな声を発した。

「カードはお返ししますよ。……ただし、三人の魔術師がすぐに魔術を発動できる状態で、ということになりますが」

　隙を見て反はん撃げきする暇など、与えはしない。

　そのことを理解したのか、ダンネンベルグは弱々しく首を振った。

「本部に乗り込んできた時は存外にも愚おろかしいと踏んだが……まさかここまで考えていたとはな。仕方ない」

　目を閉じ、彼の指が甲かん高だかい音を鳴らす。

　やがて間もなく――結晶体が、鋭い音を立てて微み塵じんに砕くだけ散ちった。

　中から、アヤメが糸の切れた操あやつり人にん形ぎようのように頼たよりなげな動きを見せながら現れ、そのまま床へと膝ひざをつく。

「アヤメッ！」

　誰よりも早くロイは駆けつけ、彼女の肩かたを抱いた。

「アヤメ！　しっかりしろ！　アヤメ！」

　呼びかけに、アヤメは薄らと目を開け、こちらの姿をその瞳に映した。

「……あれ、ロイ？」

　辺りを見回しながらも、状況が把握できていないのか、しきりに瞬きを繰り返す。

「あたし、確かダンネンベルグが何かしたのを見て……あれ？　どうなってんの？」

「アヤメさんっ……！」

「アヤメ！」

　ロイに遅れてやってきたハンナとカノンは、ほぼ同時に、アヤメを力ちから一いつ杯ぱい抱だきしめた。

「わぶっ。え、なに？　先輩？　それにハンナ……ハンナちゃん!?　どうしたの大だい胆たんね！　そうか、遂ついに分かってくれたのね！　あたしの想いを！　いいわ！　あたし受け止める！　あなたの愛を、この体一杯に！　さあ、いざ、尋じん常じように――Ｃｏｍｅ　ｏｎ！」

「起おき抜ぬけから絶好調だなお前は」

　反射的に、ロイはアヤメの頭を軽く叩いていた。

「いたっ。なによー、もう。てか、何、どうなってんの、これ？」

　意味が分からないといった風に眉を顰めるアヤメに、ロイは応じた。

「ま、それはとりあえず追々説明するとして――」

　口元に、笑えみを浮かべながら。

「お帰り、アヤメ」

　それに、アヤメはしばし不思議そうな表情を作っていた。

　だが次第にその口元を少しずつ変化させて行くと、

「うん。ただいま……ロイ」

　いつものあの、溢あふれんばかりの笑え顔がおを見せる。

　たった一日。離はなれていたのはそれだけだというのに、無限にも等しい時間が流れていたような気がした。

「あなたは少しも変わらないわね、アヤメ。呆れるわ」

　言葉とは裏腹に、嬉き々きとした色を含ふくませた声で、ファムが言う。

「あれー、ファムじゃない！　なんでこんなところに!?」

　アヤメはその目を丸くすると、カノンとハンナから解放された後で、ファムの手を握にぎった。そのまま勢いよく上下に振る。

「まあ、色々あってね……。そのことを話すとちょっと長くなるのだけど」

　笑みを浮かべながらアヤメに応こたえるファムが、言葉を続けようとしたところで。

　――そのまま彼女は、こちらに向けて吹き飛んできた。

「え……!?」

　アヤメの傍を通り抜け、ファムの体が床ゆかを削けずるようにして滑って行く。

　余りに突然のことで反応出来ず、ロイはその場で呆然と立ち尽くした。

　その間にも次々と魔術が放たれ、それはカノンとハンナを直ちよく撃げきする。

　彼女達は、声もなくその場に横たわった。

「先輩！　ハンナ！」

　ようやく驚きよう愕がくの呪じゆ縛ばくから抜け出せたロイは様子を確かめるために近づこうとしたが、

「ロイ！　避よけて！」

　その前にアヤメから強い口調で叫さけばれて、反射的に彼女と共にその場から後ろに跳とんだ。

　眼前を雷と炎ほのおが交差するように走り、壁かべへと当たる寸前で消失する。

「……手間をかけさせてくれる」

　聞き覚えのある声に、ロイは視線を傾かたむける。

　そこにいたのは、グリムワードを奪うばわれた筈はずのダンネンベルグだった。

「お前……なんで……!?」

　何が起こっているか分からず、ロイはそう問いかける。

　カードがその手にない以上、魔術は使えないはずだった。

「……どうしてオレが、雛菊アヤメを簡単に解放したと思う？」

　こちらを振り返ったダンネンベルグの手には、硝子にも似た煌めきを照り返す小さな物体が握られていた。

　アヤメを閉じ込めていた結晶体けつしようたい、その破は片へんである。

「まさか、それで……」

「そうだ。この結晶はオレの魔ま力りよくの塊かたまりでもある。手に取れば、ある程度の魔術までなら使うことが出来るんだよ」

　ダンネンベルグはその唇を弓ゆみ形なりに歪め、

「さあ、もういいだろう。諦あきらめの悪いお前に、再び窮きゆう地ちを与えてやろう」

　倒れたファムの懐から抜いたグリムワードを翳し。そのままロイに向けて、死にも等しい宣告をした。

「汝なんじの因果、我が下にあれ。――【時の結晶クリス・フロノス】」

　蒼白き幻げん想そうの光が、超ちよう常じようの現象を顕けん現げんすべくその力を集結させていく。

　瞬しゆん時じに生み出された結晶体が、アヤメに向けて解き放たれた。

「雛菊アヤメ。二度目の牢ろう獄ごくへと、その身を投じるがいい！」

　昏く淀よどんだ、ダンネンベルグの悪あしき声と共に。

「やめろ――ッ！」

　咄とつ嗟さにロイは走り出していた。

　アヤメを二度もあんな目に遭あわせるわけにはいかない。それなら自分が魔術を受けた方が何倍もマシだ。そんな、痛つう烈れつな想いと共に。

　――そして。

「……誰が」

　アヤメが、わずかな声を漏らした後で。

「誰が……くらうかああああああああああ！」

　それは、余りにもあっさりと――その場で砕け散った。

　仄かな灯りの中、煌めく星ほし屑くずのようにして、結晶体の欠片かけらが宙に舞まう。

　余りに予想外のことであったため、ロイは何が起こったか分からず、しばしその場で立ち止まった。

　やがて、まるで遅ち延えんしていた時が動き出すかのように、感覚は正常に戻り始め、一つの事実を認にん識しきする。

（……壊こわした）

　アヤメが。自らの拳で。その勢いのままに。

【時の結晶クリス・フロノス】を――粉こな微み塵じんに、叩たたき割わった。

「……あんまり甘あまく見みないでよね」

　手を振った後、アヤメは腕うでを組み、堂々とした態度で声を張り上げる。

「よく分かんないけどそれ、さっきあたしに使ったのと同じやつでしょ？　油断していた時ならまだしも、堂々と真正面からぶつけられてみすみす受けるわけないでしょうが」

「……馬ば鹿かな……」

　ありえない現象を目まの当あたりにして、ダンネンベルグの顔が呆然となる。

　ロイもまた彼と同じような気持ちを抱いていたが、たった一つだけ違うところがあった。

「……ハハ。そんなこと、ありかよ」

　腹の底から――愉ゆ快かいさがこみ上げてくる。

「ハハハハハハハハハハハ！」

　堪たまらなくなって笑い続け、ロイはアヤメに走り寄ると、思わずその背中を何度も叩いた。

「いたっ！　ちょ、なによ、もう！」

「いや、悪い。でもお前、あんまり無む茶ちや苦く茶ちやだったからよ」
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　ロイは涙なみだの浮かんだ目じりを拭ぬぐうと、感かん慨がい深ぶかく告げる。

「……それでこそアヤメだ。そうでなくちゃ困る」

　体勢を立て直すと、ダンネンベルグに向けて指を突き付けた。

「さぁ――どうする。ご自じ慢まんの魔術も、俺の相棒には通用しないようだが!?」

「……ふざけた女だ」

　低く地を這うような声を出した彼の顔は、はっきりと見てとれるほどの憤ふん怒どに染まっていた。鋭く尖とがらせた目の奥おくに、こちらへの憎ぞう悪おを迸らせている。

「事を穏おん便びんに済ませようとしたこちらの配はい慮りよも通じないとはな。……これでお前達たちを、実力で説とき伏ふせる以外の方法が無くなったぞ」

「いいぜ。回りくどいやり方をされるより、そっちの方がよっぽど清すが々すがしい」

　ロイはグリムワードを手に、提案を口にした。

「ただここは狭せますぎる。大事な部屋を粉々にされたければ話は別だが――場所を移すぞ」

「……いいだろう」

　ダンネンベルグが頷き、口端を上げていく。

「ただ、逃にげようなどとは思わないことだ。オレが生きている以上、何処どこまで行こうとも、この世界にお前達が安あん穏のんに暮らせる場所はない」

「上等だ。二度と俺おれ達に関わる気が起きないくらい、お前を徹てつ底てい的てきに叩きのめしてやるよ」

　相手への敵意を剥むき出だしにし、ロイは、挑ちよう発はつ的てきに言った。







第三章　少年、少女と決断の時







　気を失っているカノン達を魔術によって治療した後、ダンネンベルグの部屋に残し、ロイ達は飛ひ翔しよう術じゆつで移動した。

　連盟本部の近くに高原地帯を発見し、そこに降り立つ。

　辺りには廃はい屋おくらしき建物が幾いくつかと、数本の木があるだけで、後は何もなかった。

　正面で、ダンネンベルグが無言のまま佇たたずんでいる。

「しかしまさか、ロイ達にそんな苦労をかけてたなんて……ごめんね」

　アヤメが申し訳なさそうな顔で、頭を下げてくる。ここへ来る道すがら、手短にではあるが今までの経過を説明しておいたのだ。

「構わない。お前が悪いわけじゃないし……これくらい、当たり前のことだ」

　言いながら、ロイは妙に照れくさくなって顔を背そむけた。もし彼かの女じよが謝罪の言葉を口にしたら答えようと思っていた台詞せりふをなぞっただけなのだが、いざ実際に形にしてみると、急に羞しゆう恥ち心しんが頭をもたげてくる。

「うん。……ありがとう」

　何故かアヤメも頬ほおを赤らめ、その場で俯うつむいた。

　どう言い表していいのか分からない、ぎこちない空気が流れる。

「そ、それよりなにより、許せないのはあいつよね。卑怯にも程があるわ」

　落ち着かない雰ふん囲い気きを打破するように、敵へと話の矛ほこ先さきを向け、アヤメが拳を鳴らした。

「ギッタンギッタンのメッタメタにしてやるんだから」

「なんだその単語は」

「多大な怒りを示す擬ぎ音おんよ。特に意味はないから気にしないで」

　とにかく、と、アヤメはダンネンベルグに射い抜ぬくような鋭い視線を向ける。

「あたしを人ひと質じちにしたことやら、ロイを困らせたことやら、カノン先せん輩ぱいやファムやハンナちゃんやハンナちゃんを傷つけた罪――きっちり体に刻み込んでやるわ」

「今ハンナだけ一個多かったような」

「その分だけ二倍思い知らせてやるってことよ！」

　とにかく、いつも以上に昂たかぶっていることは間違いないだろう。

「……ちょっとダンネンベルグに同情してきたな」

　彼女がこうなった以上、そう簡単に止まることは出来ないはずだった。

「準備がいいなら始めよう。もうそろそろ夜が明ける。……手短に済ませておきたいのでな」

　こちらの気持ちも知らずに、ダンネンベルグが言ってくる。

「ええそうね。パパッと終わらせちゃいましょう」

　軽く屈伸運動を始めると、アヤメは拳を軽く握って戦せん闘とうの構えを取った。

「勿もち論ろん……あなたの、敗北でだけど」

　自信に溢れるその態度にも、ダンネンベルグが動じることはない。

「オレを負かすか。――久しく聞かなかった言葉だな」

　彼は指先に挟はさんだグリムワードを、自らの顔の前に翳した。

「やってみるといい。楽しみにしていよう」

　その口元が詠えい唱しようを始め、ある現象が引き起こされる。

　突とつ如じよとして空中に生まれた幾つもの小さな結晶体が舞い、それはまるでダンネンベルグを守るようにして、彼の周囲を回転し始めた。

「あいつ、何かやるつもりだ。アヤメ！」

「了りよう解かい！　先手必勝！」

　こちらへ返事をすると同時、アヤメは勢いよく地を蹴けった。

　刹せつ那なで相手へと肉にく薄はくする彼女の体から、大気を貫く拳撃が繰り出される。

　視し認にんすることすら困難を極める、その動き。

　だが――しかし、それは虚こ空くうを捉とらえるに留とどまった。

　ダンネンベルグの体は既すでにそこに無く、数歩挟んだ後ろへと移動している。

「アヤメの攻こう撃げきを避けた……!?」

　ロイは慄おののいた。アヤメの人じん智ちを超こえたその動きについて行ける者はそういない。ある程度の訓練を積んだ者ですら不可能だというのに、身体能力としては乏しい魔ま術じゆつ師しに出来る芸当ではなかった。

　続けてアヤメは追いすがり、間かん髪はつ入いれずに連撃を放つ。次々と繰り出される超常の乱打はそれこそ残像を刻むほどの速度を誇ほこり、ロイにとっては最も早はや、何が起こっているのかすら意識出来ない状態だった。

　だがその全すべてをダンネンベルグは危なげもなくかわし、熟練された戦士のような体捌きを披ひ露ろうする。

　アヤメによる何撃目かの蹴りが虚むなしくも空を切った時、ダンネンベルグは指先を彼女へと向けた。

「――【蒼烈震ヴリアグランツ】」

　魔術による巨きよ大だいな雷が多重に分ぶん裂れつし、耳みみ障ざわりな音を立てて、あらゆる方角からアヤメを狙ねらう。彼女は舌打ちすると体を沈しずめ、高々と跳ちよう躍やくすると、ロイの下へと戻った。

　追つい跡せきを止めない魔術を、ロイが障しよう壁へきを張って防ぐ。

「何よ、あの動き。魔術師って全員、虚弱体質じゃなかったの？」

「戦闘向きじゃないと言え」

　アヤメに応じながら何か引っかかるものを覚えて、ロイは眉まゆを顰めた。

（あの結晶体……まさか）

　こちらに何らかの攻撃を仕し掛かけてくるものかと思っていたが、そうではなく。かと言って今のところ、それ以外の何かの効果を示しているわけではない。

　となれば後は一つ。――外的な効果を持つ物ではないということだ。

「身体能力の強化……」

　呟つぶやいた言葉にダンネンベルグが反応した。

「ほぅ。見み抜ぬいたか。よくやったと褒めてやる」

　言動とは逆に、その声にはこちらを称しよう賛さんするような含みはない。それどころか、初めから気付いて当然のことへ、ようやく辿たどり着ついたかというような、揶や揄ゆするような響ひびきすらあった。

「オレが数百年と生き長らえてきたように、【時の結晶クリス・フロノス】は何も相手に対してのみ作用する魔術じゃない。自分に対して使うことが出来るんだ。そして今使っているのは」

　姿が掻き消える。ダンネンベルグは瞬時にしてロイ達の目前へと現れた。

「なっ……!?」

　突とつ然ぜんの現象に硬こう直ちよくするロイに対して、

「――自己体感時間に於おける、その著いちじるしい加速だ」

　ダンネンベルグの腕が、命を刈かり取とる鎌かまのようにして大きく振ふり払はらわれる。薙ないだ軌き跡せきは炎の刃となり、こちらに向かってひた走った。

「ハァッ！」

　咄嗟にアヤメが深く息を吸い込み、それを吐はく。凄すさまじい烈れつ風ぷうが巻き起こり、焔ほのおは瞬またたく間まに消え去った。

「雛ひな菊ぎく流、波は動どう禍か砲ほうッ！」

　腰こしを捻ひねり、わずかに指先を曲げた掌てのひらを真っ直ぐに突き出す。

　――弩轟！

　大たい砲ほうを撃ち出すような爆音が鳴り響き、ダンネンベルグの体は衝しよう撃げきに翻ほん弄ろうされて彼方かなたへと吹ふき飛とんだ。

　一度高々と上がったその体が地面に落下する直前、彼かれは魔術を使って宙に停止し、ゆっくりと着地する。

「危なかったー。何よ、今のあれ」

「……自分の時間を早めてる」

　ロイの説明にアヤメは怪け訝げんな表情を作った。彼女が理解出来ないであろうことを、こちらは理解していたので、詳しよう細さいを語ることにする。

「多分だけど、あいつが纏まとってるあの結晶体。あの内部だけ、俺達と時間の経たち方かたが違うんだ。こっちにとって一分かかってやることが、あっちにとっては一秒足らずで出来てしまう。だから凄まじい速さで動いているように見える」

「なにそれ、汚きたない！　自分で鍛きたえたわけじゃないわけ？」

「……いや、寧むしろ自分で鍛えて今のダンネンベルグの攻撃に対応出来たお前が凄すごいんだが」

　とは言え、そこを指し摘てきしたところでアヤメから「何を今いま更さら」と返されることは目に見えているので、それ以上は続けない。

「つまり早い話があれ？　あいつは、あたしとロイの役割を一人で出来るってこと？」

「まあ、そう考えて貰って構わない」

　これは想像以上に厄やつ介かいな相手かもしれない。勿論、速度の問題もそうだが――ダンネンベルグの【時の結晶クリス・フロノス】には、まだ隠された力がある気がするのだ。

「説明は終わったか？　では攻撃を再開させよう」

　肩を竦すくめ、ダンネンベルグは再びその目に攻撃への意志を滾たぎらせた。

　わざわざロイがアヤメに自分の能力を教える時間を待っていたらしい。

「余よ裕ゆうのつもりかよ……気に入らない奴やつだな」

「いかにも才能あるエリートって感じ」

　アヤメが嫌いやそうに舌を出した直後、ダンネンベルグは地を蹴った。何処に消えたか分からずロイが視線を迷わせ直後、頭上から声が響く。

「――【焔散エクスフランメ】」

　急ぎ天を仰あおぐと、大規模な火球が唸うなりを見せてこちらへと到とう達たつするところだった。

　ロイは即そく座ざに手を向けて魔術を唱える。

「【流聖槍ラクテイス】！」

　水柱が己の左右から立ち上り、紅ぐ蓮れんの塊と拮きつ抗こうした。しかしダンネンベルグはその結果を見届けることもなく再びそこから居なくなると、何処どこかへと移動する。

　魔術が消え去ったのを確かく認にんしてから敵の姿を捜すロイの耳が、鈍にぶい音を捉える。

　振り返ったそこに、スカートを翻ひるがえらせて鮮あざやかな蹴りを放つアヤメと、それを【物理反射デイ・バンク】によって出来た障壁で防ぐダンネンベルグの姿があった。

「この速さについて来ることの出来た者は初めてだ。あのミラーですら翻弄されたというのにな」

「生あい憎にくと、長所がそこだけなもので！」

　アヤメの体が旋せん転てんする。彼女はその勢力を活いかし、強きよう烈れつな拳けん撃げきを見み舞まった。

「雛菊流！　怒ど涛とう煉れん獄ごく！」

　瞬時に増加する拳の群れ。圧あつ倒とう的てきなまでの力を以てして、アヤメはダンネンベルグの作り上げた防ぼう御ぎよ壁へきを痛打していく。

　素す手でで殴おう打だしているとは思えぬ程ほどの異常な音が立て続けに巻き起こり、少しずつ魔術の盾たてには亀き裂れつが走っていった。

　そして、やがてそれは限界を迎むかえ――木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされる。

　ダンネンベルグは鼻を鳴らすと魔術による氷の礫つぶてをアヤメへと投とう擲てきし、こちらから距きよ離りを取った。

「アヤメ、耳貸せ！」

　アヤメが礫を全て払い落としたその隙すきを見て、ロイは声をかける。

「ちゃんと返してよ？」

「下らないことを言ってる状じよう況きようかを見定めろ、お前は！」

　一分一秒を争あらそう事態なのだ。

「そ、そんなに怒おこることないじゃない！　分かったわよ！」

　渋しぶ々しぶといった感じで、アヤメはこちらに顔を近づけた。ロイは彼女の耳元に囁ささやきかける。

「……と言う感じで行くぞ」

「ふむ。オーソドックスだけど悪くないわね。いつもの感じってことで」

　掌に拳を打ち付け、アヤメは決意も新たにダンネンベルグへの突とつ貫かんを開始する。

　多量の砂すな煙けむりを巻き上げながら到達した彼女の、掬すくい上あげるような拳の振りが、ダンネンベルグの顎あごを殴打せんとした。

　しかしすぐ様それを悟さとった彼はローブをはためかせながら跳躍し、空中でアヤメに向けて魔術を行使しようとする。

　――そこに、ロイは鍵かぎを突き付けた。

「四方にたゆたう混こん沌とんよ、無数に散らばる星々よ、絶えなく続く繋つながりの果て、塞ふさがりし壁の向こう、我わが名において顕現せしめよ。其は全てを解放せし、偉い大だいなる力の証あかし！」

　蒼あお白じろい魔力の輝かがやきが先せん端たんに宿り、それは一筋の線となって伸しん長ちようする。やがて空中で円を結びながら内部に複雑な軌跡を描えがき、魔ま法ほう陣じんを完成させた。

「今ここに、ただ唱えん！　いざ開かれよ、異界の――扉とびらよッ！」

　物質転移の魔ま術じゆつが、その瞬間、発動する。

　魔法陣から這はい出でるように現れた巨大な岩が、ダンネンベルグを慈じ悲ひもなく直撃した。

「成なる程。雛菊アヤメを囮おとりに、空中で無防備になったところで【物質転移アドヴエントゲート】の魔術か」

　しかし途と方ほうもなく強大な破は壊かいの象しよう徴ちようを目の当たりにしても尚なお、ダンネンベルグは微塵たりとも動どう揺ようすることは無かった。

　静かに手を上げ、こう唱える。

「汝の因果、我が下に在れ。……【時の結晶クリス・フロノス】」

　蒼の粒りゆう子しが命令に従い具現化し、結晶体を作った次の瞬間、急激な肥大化を示した。

　それは、巨きよ岩がんを丸ごと包み込み。直後に――動きを完全に停止させた。

「これだけの規模を持つ物まで……!?」

　驚愕するロイを前にし、ダンネンベルグはつまらなそうな感情を張り付けた相そう貌ぼうで、

「何処までも予測を超えない男だ。ロイ＝シュトラス。オレを破るというのなら、その無い知ち恵えを必死に絞るんだな」

　地に降り立つと、嘆なげきにも似た息をついた。

「それとも――これがお前の限界か？」

「……なんだと」

　ロイは苛いら立だちを覚え、感情の高ぶりをそのまま声に出そうとする。

「ふざけたことを……」

「ふざけたこと言わないでよ！」

　だがそれより先に、アヤメがダンネンベルグに食ってかかった。

「あなたなんかより、ロイの方がよ――――っぽど、才能あるんだから！」

　まるで我が事のように立腹し、彼女は言葉を並べ立てる。

「今までどれだけロイのおかげで助かってきたと思ってるの!?　見てなさいよ、すぐに泣いて謝あやまることになるんだから！」

「……アヤメ」

「さあ、やってやんなさい、ロイ！　ズバッと！　なんかもう、ドカッと凄いアレで、ババッと倒たおしちゃいましょう！」

　自信満々に胸を張る姿は至し極ごく魅み力りよく的てきで、ロイにとっても頼りがいのあるものだったが。

「……お前、言ってることがほとんど意味不明なんだが」

　内容がないにも程がある。

「…………。と、とにかく！　反撃はここからよ！　行くわよ、ロイ！」

　自覚があったのか、気まずさを誤ご魔ま化かすようにアヤメは殊こと更さら、声を張り上げた。

「……分かったよ、相棒」

　苦笑交じりに頷うなずいて――ロイは戦いの構えをとる。

「威い勢せいだけはいいようだが。……言うだけなら誰だれでも出来るな？」

　ダンネンベルグが首を傾かしげ、そう問いかけてくる。一見するとこちらを嘲ちよう弄ろうしているようにも思えるが、そうではない。恐おそらく彼は純粋に、こちらのことを試ためしているのだ。

　その気になればいつでも勝負を終わらせることが出来る。それまでの間、やれるものならやってみろ。お前達たちの実力を見定めてやる、と。

　何処までも、遙はるか上から見下した態度だった。

「そうね。だったら――証明するわ！」

　再びアヤメの体が疾しつ風ぷうのように駆かける。ダンネンベルグへと接近し、次いで、彼女は息つく間もない連撃を開始した。

　それら全てをかわし続けるダンネンベルグだが、さすがに反撃するような暇ひまはない。

　ロイには分かっていた。アヤメはただ悪戯いたずらに攻撃を繰り返しているのではない。時間稼ぎをしてくれているのだ。

　敵の目を惹ひきつけている間に、何か事態を打開するための方法を考えてくれと。

（……どうする。どうすればあいつを倒すことが出来る）

　その期待に応えるべく、ロイは思考の海へと深く潜もぐった。

　アヤメ並みの速度を持ちながら、【物質転移アドヴエントゲート】の魔術すら無効化するダンネンベルグ。

　恐らくは他の魔術とて、彼の手にかかれば瞬く間にその『時』を止められてしまうだろう。だとすれば正せい攻こう法ほうではまず勝ち目がない。

（……待てよ）

　その時、ロイは微かすかに闇やみの中で漂ただよう、導きの明かりとも言えるものを感じ取った。

　それを逃のがさぬようにしっかりと見定め、正体を確かめるべく探究を続ける。

　細い糸を手た繰ぐり寄よせるようにして、必死に輝きを追い求めて行った。

　その結果。

（それなら――逆を狙ってみるか？）

　遂に光明を見み出いだし、ロイは深く顎を引いた。やってみる、価値はある。

「アヤメ、そこから跳べ！」

　ロイの言葉に異論を挟むことなくアヤメはその場から宙へと身を躍おどらせた。完全にこちらを信用しきった者だけが出来る動きである。

　その様子に口元を緩ゆるめながら、ロイは鍵を取り出し再び魔術を発動した。

「いざ開かれよ！　異界の――扉よッ！」

　魔法陣から現れたのは、天を突かんばかりの大木である。それは巨きよ人じんの扱あつかう槍のような鋭するどさと威い容ようで以て、ダンネンベルグを貫つらぬかんと迫せまった。

「同じことを繰り返すつもりか……！」

　愚か者を謗そしるように吐き捨てると、ダンネンベルグは【時の結晶クリス・フロノス】を生み出す。

　出現した結晶体は瞬く間にその規模を増し、巨岩と同じように大木をその身に封じ込めた。

「異界の扉よッ！」

　続けて第二撃。今度はダンネンベルグの背後より、大量の土ど砂しやが押し寄せた。

「無む駄だだッ！」

　咄嗟に反応を見せたダンネンベルグのグリムワードからカードが無数に生まれ、それは再び時の流れを止める。

「これで三度目か。愚かだな、ロイ＝シュトラス！」

　結局は魔術の無む駄だ撃うちとなっただけの状況に、ダンネンベルグはそうこちらを罵った。……だが。

「愚かなのはそっちの方だ！――アヤメ、行けッ！」

「あいよーっ！」

　ダンネンベルグの頭上から、アヤメが真まっ直すぐにその踵を振り下ろす。

　当然、ダンネンベルグは逃れようとしたが――動くことは敵かなわなかった。

　それもそのはず。彼の前後には、身動き出来ぬ程の近くに巨大な結晶体けつしようたいが座していたのだから。

「これは……!?」

　動じたように顔を強こわ張ばらせたダンネンベルグが、ロイを真っ直ぐに見み据すえてくる。

「……どうせ何をやっても無駄なら、それを利用させてもらうだけだ」

　時の結晶そのものを壁にして、退路を塞ぐ。

　そうすることで、アヤメの攻撃が確実に当たるよう持って行ったのである。

「はああああああああああっ！」

　気合を込めたアヤメの一いち撃げきが、その瞬しゆん間かん、絶対の威い力りよくを以て下された。

「汝の因果――」

　苦くるし紛まぎれであるかのように、ダンネンベルグが魔術を行使する。

「我が下に、在れ！」

　当然アヤメの勢いはそんなことで止まらず、結晶体を砕き割って敵の体を打ちのめした。

　――が。

「きゃあっ!?」

　予期せぬ悲鳴が響き渡る。アヤメが上げたものだった。

「……なんだ、これは!?」

　ロイは思わず、我が目を疑う。それほどに現実離れした光景だった。

　緑色を宿した巨大な何かが急速に伸のびると、それがアヤメを巻き込んで立ち上がったのだ。不気味なうねりを見せながら、月へと届かんばかりに高々と変へん貌ぼうを遂とげた物を、ロイは何処かで見たことがあった。

「まさか、霊心草……!?」

　ダンネンベルグが育てていた植物だ。成長を遂げるのに、気の遠くなるような時間を必要とする植物。

「種子をいつも持ち歩いていてな。これは土にさえ埋うめれば水も要いらずに育つ。茎くきも丈じよう夫ぶで不心得者を捕ほ縛ばくするのには丁度いい」

　ダンネンベルグは微び笑しようをその顔に張り付けたままで、こちらを振り向いた。

「主義には反するが、【時間操作クロノア・ハイト】ですぐさま完成体になってもらった」

「こんなことまで……」

「万ばん事じ休きゆうすといったところか？」

　愕がく然ぜんとなるロイに対して、ダンネンベルグが口元を更に歪める。

「――では、こちらから行くぞ」

　その掌が、無数の魔ま術じゆつを生み出した。

　炎が雷かみなりが氷が土が。あらゆる自然現象が超常の力と化してロイへと殺さつ到とうする。

「くそっ……！」

　焦あせりながらも冷静になることに努め、それらをかわし、時に【魔力反射レフレクス】によって弾はじきながら退たい避ひしていく。

　まるで兎うさぎを追おい詰つめる狼おおかみのように、ダンネンベルグは悠ゆう然ぜんとこちらに歩み寄りながら断続的に魔術を使っていった。

　反はん撃げきをしようにも異常なまでの速度で連続して攻撃が来るために、直撃を喰くらわないようにするので精せい一いつ杯ぱいだ。それでも防ぎ切れない余波がローブを通して肌はだを焼き、嫌な臭においを漂わせた。

「ロイッ！」

　アヤメは植物の阻そ害がいから逃れようとしてもがき、どうにかこちらの助力になろうとする。

　だが絡からみつく葉が彼女の力を受け流しているようで、中々思い通りに行かないようだった。

　その間にもダンネンベルグはロイに向かって殺意の波動を飛ばすように、魔術による現象を起こしている。

「くっ……ぐぅ……！」

　それら全てに対応するのには、ロイとて限界があった。次し第だいに息が乱れ、動きも遅おそくなっていく。だが、奇き妙みようなことが一つだけあった。

（明らかに何発か外しているものがある……）

　最初はこちらの動きについて来ることが出来ないだけかと思っていたが、仮にそうだとしても不自然な程に軌き道どうの逸それる物が幾つかあった。

　一体何が狙いなのか、読めないだけに不安感だけが募つのる。

「――がっ！」

　突然、肩かたの辺りに強い衝撃が当たった。岩石の飛来をまともに受けたのだ。

　余計なことに考えを割さいていたからか、あるいは、それとは別に体力的な問題があったのか――。

　ロイは地面に転がると、そのまま抵てい抗こうすることも出来ずにうつ伏ぶせになった。

「……はあ……はあ……ッ！」

　肺が酸素を欲ほつして酷ひどく痛む。胸の辺りを掴つかみ、苦しさに顔を歪ゆがめた。

「……さて」

　ダンネンベルグが短く発する。全ての準備は整ったとばかりのその言葉に、ロイは視線だけを彼へと向けた。

「中々努力したようだが、これまでのようだな」

「……ロイッ！」

　アヤメがやっとのことで植物の拘こう束そくを解いて着地すると、こちらに駆け寄ろうとする。

「来るな！」

　しかし、ロイはそれを制止した。何か嫌な予感がしたからだ。

　途方もなく、絶望的な予感が。

「……賢けん明めいな判断だ。今からお前には想像を絶するほどの痛みを味わってもらう。それに大事な相棒まで巻き込むわけには行かないだろうからな」

　ダンネンベルグの表情は絶えずして笑えみを浮うかべており――それはロイが感じていた言い知れぬ恐きよう怖ふを、更さらに増長した。

「上を、見ろ」

　端たん的てきなその指示に従い、ロイはその場で仰あお向むけになって。

「…………ッ！」

　息を、呑のんだ。

　言葉を失くすとは、このことだ。今この状況を、どう表せばいいのか。上う手まい言葉が、どれほど探したところで見つからない。

　見つかるはずもない。

「なんだ……これは……」

　ロイは、ただそう、か細い声を漏もらした。

　魔術が――空中へ、無数に存在している。

　結晶体に閉じ込められ、発動した状態のまま、時を停止させられていた。

「不自然に思っていたようだが気づきはしなかったか。魔術はわざと外していたんだ。空中で留まらせるためにな」

　視界にある空を覆おおい尽つくすかのような、魔術という魔術の群れ。

　それらは物言わずして、ただそこに浮遊していた。

　まるで静けさと共にその魂たましいを奪い取る、冥めい界かいの死神を思わせるように。

「……嘘うそ、だろ」

　一いつ切さいの潤うるおいを失くした喉のどから、掠かすれたような声を漏らした。

（こんなものを一いつ斉せいに、解放されたら……！）

　一体、どうなるというのか。想像すら出来なかった。

「ロイ……ッ！」

　一いつ旦たんは従ったものの、状況を見て耐え切れなくなったのだろう。アヤメが再び走り出す。

「駄だ目めだ、アヤメッ！」

　ロイは咄とつ嗟さに、アヤメに対して【魔力反射レフレクス】を発動した。

　それと同時――全ては、始まりを告げる。

「オレに逆らう愚おろかさをその身に刻め、ロイ＝シュトラス」

　ダンネンベルグが指を鳴らし、

「――勝負は、オレの勝ちだ」

　慈悲もなく結晶体の全てが音を立てて砕け、流星の如く魔術の群れがこちらを襲しゆう撃げきした。

「……ッ！」

　自分に対して防ぼう御ぎよ魔ま術じゆつを張る暇はなく、声なき絶ぜつ叫きようがロイの口から迸ほとばしる。全身を食い尽くす痛みの連れん鎖さは寧ろ感覚を遮しや断だんさせ、脳を焼くようにこちらの意識を奪い去って行った。

　身体の何処がどれほどの傷を負っているのか、そんな当たり前のことすら把は握あくすることが出来ない。衝撃が自分自身を玩具おもちやのように弄もてあそび無造作に扱うのを、ロイは何処か遠くで起こっていることであるかのように知覚した。

　正しく悪夢のような時間が過ぎ去ったその後、起こった時と同様、余りにもあっさりと魔術の驟しゆう雨うは終わりを遂げた。

　離はなれた場所からアヤメの声が聞こえてくる。だが何を言っているのか理解することは敵わなかった。既に聴ちよう覚かくすら失いかけているのかもしれない。

　薄らとした視界の中で、泣きじゃくるアヤメの顔が見えた。心配するな。そう言って安心させようとする。だが出来なかった。声がほとんど出ない。喉が押おし潰つぶされてしまったかのように。いや実際――そうなのかもしれない。

「……ロイ！　やだよ！　ロイ！」

　しばらくして、ようやく、少しずつではあるが、周囲の音が戻もどってきた。

　微かに呼吸が出来ている自分を意識する。奇き跡せきか。あるいは、意図的にか。かろうじて、生きているようだった。

「心配するな。殺しはしない。まだお前は役に立つからな」

　ダンネンベルグが言う。冷れい酷こく極きわまりない口調で。

「だが分かっているだろうが、二度目は無い。余りにも聞き分けが無いなら、今度こそお前の時を永遠に止める。物理的にな」

　アヤメが鋭えい利りな刃は物ものを思わせる視線で、ダンネンベルグを射抜いた。今にも飛びかかっていきそうなその迫はく力りよくに、ロイは無理をして声をかける。

「や……めろ……アヤメ」

「だって、ロイ！」

「……俺が、この様だ。お前一人じゃ……無理だ」

　首を振ると、アヤメは悔くやしさを表すように唇くちびるを強く噛かんだ。だが彼女はその辺りの見み極きわめが出来ない人間ではない。その証しよう拠こに、頷いて大人しく従った。

「くそ……なんて様だ……」

　指先一つまともに動かせず、治ち癒ゆ魔ま術じゆつを使うことすら出来ない。客観的に分ぶん析せきするまでもなく、戦闘続行不可能であることは明白だった。

「いい加減、これで最後にしてもらいたい。オレに従え、ロイ。もうわずかな猶ゆう予よも与あたえんぞ。ここで決断しろ」

　ダンネンベルグの言葉が本気であることは最早、疑いようもない。その気になれば彼はいつでもこちらを殺すことが出来た。

「誰があなたなんかに……！」

「分かっていないようだが、このまま放置していてもその男は勝手に死ぬぞ。この場においてオレだけがそいつを回復させることが出来る。この意味が分かるな」

　反はん抗こうを試みたアヤメに対する圧力にも等しい忠告。彼女は黙だまり、拳を握にぎるとそれを弱々しく大地につけた。

「さあ、答えろ。これ以上の会話は無意味だ。受け入れるか否いなか。それだけを口にしろ！」

　こちらを急がせるダンネンベルグ。また余計な知恵を回さない内にけりをつけるつもりなのだろう。だが心配せずとも、最早、何かを考えるだけの余力すらロイには残されていなかった。

（もう……駄目か……）

　自分が戦えない以上、如い何かにアヤメとは言えど、単独で挑いどむのは無む謀ぼうだ。主に速度に限定してはいるものの、ダンネンベルグは魔術の効果で彼かの女じよと同等、あるいはそれ以上の身体能力を有している。

　それでも尚、直接的な攻撃でアヤメに傷を負わせることは不可能に近いだろうが――隙を見て、また【時の結晶クリス・フロノス】によって捕とらえられないとも限らない。

　相手は稀き代たいの魔術師だ。何を仕掛けてくるか分かったものではなかった。

　自分の助力無しで、彼女を再び戦いの場へ赴おもむかせるわけにはいかない。

（俺も……アヤメくらいに強ければな……）

　彼女と組んで、ダンネンベルグを追い詰めることも出来ただろうが。

　魔術以外では普ふ通つうの人間と変わらない、自らの身が口くち惜おしかった。

（まともに動けない以上……せめて代わりにアヤメと組めるような奴を……）

　方法としては、使い魔という手がある。魔力によって生み出した生物を操あやつる術だ。

　しかしそれには、かなりの難を要した。さすがのロイも、ダンネンベルグに対たい抗こう出来るような強力な使い魔を生み出すことは出来ない。

　それに何より、今は、魔術すらまともに使うことが出来なかった。

（だったら……）

　朦もう朧ろうとする思考の中でただ一つの答えを探し求める。だがそれは泥どろ沼ぬまを這い、一粒の金を見つけ出すような真ま似ねに等しく、到とう底てい、実現できそうにも無かった。

　数々の修しゆ羅ら場ばを潜り、それなりの経験を得たと自負していたが、実際はまだまだ足りなかったということか。

　これがもっと熟練した魔術師であれば、活路を見出すことも出来たかもしれないが――。

（……熟練した……か）

　ロイは、胸の内で、その言葉を繰り返した。もっと時があれば。自分が成長すれば、上手くいったかもしれない、と。……そして。

「決まったか？　早くしなければ、わずかに残った命も潰ついえるぞ」

「……ああ」

　長い時間をかけ、ロイは、ダンネンベルグへと応じた。

　潰れかけた喉で、消きえ失うせそうな言葉を紡つむぐ。

「お前に……協力する」

「……ロイ」

　物言いたげな表情を見せるアヤメに、首を振った。その仕草にこちらの意図を感じ取ったのか、アヤメはその長い睫まつげを悲しげに伏ふせる。

「いいだろう。予想以上に遠回りをしたようだが、ようやく正しい選せん択たくが出来たようだな」

「とりあえず……俺の傷を……治してくれ。これじゃ、立ち上がることも出来ない」

　要求に対してダンネンベルグは頷いたが、ただし、と前置きをした。

「その前に、雛菊アヤメを拘束させて貰もらう。直した途と端たんに妙みような真似をされてはたまったものではないからな」

　ロイはアヤメへと視線をやると、従うように促うながす。彼女は躊躇ためらうようにわずかに身を引いたが、やがて、諦あきらめたようにダンネンベルグの方を向いた。

「――好きになさい」

　グリムワードが青白い光を放ち、数枚のカードがダンネンベルグの周囲を躍おどる。アヤメの両手と両足を、それぞれ結晶体が包み込んだ。

「これでお前の手と足は、その一部のみこの世界の外側に落ちた。何をしても言うことを聞くことはない」

　確かめるようにどうにか動こうとするアヤメであったが、その言葉通り、それらは彼女の意志に従おうとはしなかった。

　次いでダンネンベルグが治癒魔術を唱え、ロイの体に刻まれた深い傷は少しずつ消えていく。しばらくすると、体を起こすことの出来る程度には回復した。

「まずはオレの部屋に戻るぞ。レクリアをこんな殺風景なところで出で迎むかえるわけにはいかないからな」

「ああ。分かってる」

　ロイはまだ微かに残る痛みに顔を顰しかめながら、どうにか立ち上がる。それを見たダンネンベルグは踵きびすを返し、飛ひ翔しよう術じゆつを使おうと手を振りかざした。だが、

「……なあ、ダンネンベルグ。その前に俺の願いを聞いてもらっていいか？」

　その背中へかけた問いかけに、彼はこちらを振り返る。

「お前の願い、だと？　一体なんだ」

「お前の魔力を、俺に分けて欲ほしいんだ」

　唐とう突とつな申し出であっただけに、いささか面食らった様子を見せるダンネンベルグ。彼は端たん整せいな顔を歪め、こちらの胸の内を探さぐるように不ふ審しんげな眼まな差ざしを向けてきた。

「……どういうことだ？」

「俺のことをずっと監かん視ししてきたのなら、知ってるはずだよな。俺がどうして【アルス・マグナ】へ参加していたのか」

　ダンネンベルグの視線がゆっくりと、ロイの隣となりへと移る。

「……雛菊アヤメを、元の世界へと返へん還かんするためだろう」

「そうだ。それが最大の目的だ。だから、頼たのみたいことがある」

　目線は真っ直ぐに。決してほんのわずかも揺ゆるがしてはならない。己にそう強く言い聞かせた。

　次いで、落ち着きを持つように、大きく息を吸い込む。

　その後、すぐそこまで上りつつある言葉を舌の上で転がし、よく吟ぎん味みした上で。

　ロイは――ようやく、口を開いた。

「アヤメを、元の世界に返すための……魔力をくれ」

　その場に漂う静せい寂じやく。だがそれは、すぐに大きく張り上げられた声によって破られた。

「ロイ!?　何言ってるの!?」

　アヤメだ。彼女は信じられないと言わんばかりの顔で、何とかしてこちらに歩み寄ろうとする。だが足を拘束されている以上、その場から動けず、ただ悔しそうに唇を噛む他なかった。

　だがそれは寧ろ好都合だ、とロイは思う。これから行うことを、邪じや魔まされずに済む。

「……それはグリムワード何枚ほどだ？」

　やがてダンネンベルグが訊きいてくる。

「かなり集まってきている。後、三万枚ほどでいい」

　そうロイが返すと、彼はその場で考え込むように腕うでを組んだ。

　しかしロイには分かっていた。何百年と生きているダンネンベルグのことだ。貯蔵しているグリムワードの数もかなりの物であるはず。その程度は造作もないはずだった。

「……いいだろう」

　案の定、熟考というには短すぎる時間の果て、ダンネンベルグは了りよう承しようした。

「こちらに協力してもらう以上、お前にも見返りをやらなければならないからな。グリムワードを出せ」

　ロイは頷くと、手にもったカードを差し出す。ダンネンベルグもまた同じ動作をすると、小さく呟いた。

「ダンネンベルグの命により、所持する魔力をロイ＝シュトラスへと譲渡する」

　グリムワード同士の先端が触れ合った瞬間、一ひと際きわ大きな青白い光が溢れ、ダンネンベルグの側から大量のカードが噴き出した。それはロイの方へと流れ込み、魔力の譲渡は瞬またたく間まに完了する。

「……悪いな。ついでにここで始めてもいいか？」

「随ずい分ぶんと急せくんだな。俺は別に構わないが」

　怪訝な顔をするダンネンベルグに、ロイは答えた。

「異世界召喚も返還も魔術構築の方法としてはほぼ同じだが、前者はまだ一度しか成功していないし、後者はアヤメが帰ってきてしまった以上、上手くいったとは言えない。この後、いきなり本番でお前に協力するよりも、今、試すつもりでアヤメをもう一度還してみる方が、そっちにとっても都合がいいだろ？」

「……なるほどな。だが、何な故ぜいきなりそこまで協力的になったんだ？」

「下手な真似をして、お前の機嫌を損ねたくはないからな。……これ以上、アヤメが傷つくようなことは御免だ」

　ため息をつき、そう告げると、ダンネンベルグは黙り込んだ。

　しばらくこちらを見つめて来た後、何かを想うように目を伏せる。

　誰よりも大切な人がいるという意味では、ロイとダンネンベルグは同じだ。

　もしかすれば、彼かれは自らの境きよう遇ぐうを、こちらと重ねているのかもしれない。

「……いいだろう。許可する」

　やがて、頷きと共にダンネンベルグは了承した。こちらから距離を取ると、静かに佇たたずむ。

　ロイはアヤメへと振り向き、再び口を開いた。

「さあ……やるぞ。アヤメ。ひょんなことになったが、これでお前との約束を果たせる」

「……冗じよう談だん……だよね？　ロイ」

　それは確認というよりも、既すでに希望の域にある言葉だった。アヤメは弱々しい笑みを浮かべ、これが悪い夢であればどれだけいいかと、物言わずして語っている。

「俺は、笑えない冗談が嫌きらいだ」

　だが、ロイは一言の下に、それを切り捨てた。

「な……なんで……なにもこんな時に……！　あ、あたし、嫌いやだからね!?」

　全身から拒きよ絶ぜつを示すように、アヤメは激しく首を振った。

「こんなにいきなり、しかもこんな奴やつの命令に従った結果なんて！　あたし、絶対に嫌だ！　こんな形で帰っても、また絶対にすぐ戻って来るよ！」

「分かってくれ。こうするしかないんだ。今しかないんだよ。だから――」

「分からないよ！　嫌だったら嫌だ！　そ、そんなロイ、あたしの知ってるロイじゃない！　二人で戦おうよ！　まだ方法はあるよ！　今までだってそうしてきたじゃない！　いつだって、諦めて来なかったじゃない！　それなのに……！」

　こちらの言葉を遮り、アヤメは次々と捲し立ててきた。まるでそうすることで、今ある現実を自分の思うように変えられると信じているように。

「なんでそんなに弱気なこと言うの!?　あたし、まだやれるよ！　戦える！　だから、作戦考えてよ！　あたし、どんな無む茶ちやなことだってやってみせるから！　だから……！」

「分かれよ！」

　だが、ロイの発した一喝により、彼女は驚おどろいたように息を呑んだ。

「頼む……分かってくれ」

　縋るように、懇願するように。ロイは出来るだけ何の感情も挟まぬよう、押し殺した声で告げた。

「俺はこれからダンネンベルグの命令に従う。それはお前の言う通り、自分の信念を折って相手に下るってことだ。だけどこれ以外にもう方法はない。だから、やるしかないんだ」

「そ、それとあたしを異世界に返すっていうのは関係ないじゃない！」

「そんな情けない姿、お前にだけは見せたくないんだよ！」

　はっきりと言い放つと、アヤメは、呆ぼう然ぜんとした表情を作った。

「【時空フオルトウ転移ナ・ゲート】の成功を確かめるためってことだけじゃない。敵の意のままになっている醜態なんて、お前の前に曝したくないんだ。だから……その前に帰ってくれ」

「……そ、そんなの、あたし、気にしないよ」

「俺が気にするんだ。……もう一度言う。頼むよ、アヤメ」

　深々と頭を下げた。自分にはもう、それくらいしか出来る術がない。

「だ、だって……あたし……」

　そこには普ふ段だんの気丈な態度は何処どこにもなく。年相応の少女が如ごときか弱い反応を、アヤメは示していた。

「あたし……ロイとまだ……」

　何かを口にしようとした言葉はしかし、その最中で消えるようにして途と切ぎれていく。

　アヤメは俯うつむいたままで、そっと目を閉じた。

　溢れ出そうな何かを必死で堪こらえるように言葉を失くし、しばらく。

　長い、長い、沈ちん黙もくの終わりに。

　やがて――彼女はゆっくりと、こちらに向かって顔を上げた。

「……わ……分かったよ」

　相当な葛藤があったことは、見ているこちらにも分かる。それでも尚、彼女はこちらの提案を受け入れてくれたのだ。

「……ありがとう、アヤメ」

　そうとしか言えなかった。あくまでも拒絶することも出来ただろうに――それがこちらにとって不利益を被るということを考慮した結果なのだろう。ロイのことを思うが故ゆえに、彼女は自身にとって納なつ得とくのいかない行動を、それでも選択してくれたのだ。

「ううん。……あたしこそ、ロイの気持ち分かってあげられなくて、ごめんね」

　彼女が謝る必要など何処にもなかった。これは自分が全すべて勝手に決めたことなのだ。

　それでも彼女の優しい心に、ロイは微笑ほほえんだ。

「雛菊アヤメにかけたオレの魔術だが……それは恐らくこの世界に居る間だけに効果のあるものだ。元の世界に帰ればその瞬間に解けるだろう。門が開いた後、【飛翔術】を使って彼女をその先へ送ればいい」

　ダンネンベルグの言葉にロイは顎あごを引くと、声を発した。

「それじゃあ……行くぞ」

　グリムワードを投とう擲てきすると、首から提げた鍵かぎを取り出す。

「四方にたゆたう混こん沌とんよ、無数に散らばる星々よ、絶えなく続く繋つながりの果て、塞ふさがりし壁かべの向こう、我わが名において顕けん現げんせしめよ」

　先せん端たんに灯った青白い光がカードと線となって繋がりを持ち、それは一いつ瞬しゆんにして虚こ空くうに魔ま法ほう陣じんを描えがいた。

　アヤメはこちらと目を合わせようともしない。訪おとずれるであろうその瞬間に耐えるかのように身を固くして、ただ待機し続けていた。

「其は全てを解放せし、偉い大だいなる力の証あかし」

　ロイの周囲を、生み出された大量のグリムワードが回る。

「今ここに、ただ唱えん」

　頭の中で思い描く。物質転移を昇しよう華かさせた魔術。その構築と、結果によって導き出される答えの形を。

「いざ開かれよ」

　それは、ロイにとって大いなる決断だった。

「異界の――扉とびらよッ！」

　力強い言葉と共に。

　大地を白く染め上げる光の波が、魔法陣を中心にして大きく広がった。

　視界を閉ざすその中で、やがて薄らと、何かの影かげが見え始める。

　こちらとあちらを繋ぐための物。世界と世界を隔てる壁を無くす荘厳な門。

　異世界へと続く、入り口だった。

「アヤメ。……お前に謝っておかなくちゃいけないことが二つある」

　呟いたロイの声に、門を見つめていたアヤメが視線をこちらへと傾かたむけてくる。

「まずは……勝手にこっちの世界に呼び出してごめん。人の都合も考えてなかった俺は本当に最悪だった」

「……何よ、今いま更さら」

　別れの言葉であることを悟さとったのだろう。アヤメは顔を伏せると、悲ひ愴そうに溢れた声でそう応こたえてきた。

「後、もう一つは……」

　光が薄れ始める。そろそろだろう。来るべき時が来たのだ。ロイは深く息を吸い込み、覚かく悟ごを決めた。ここからが正念場だ。どうなるか予想がつかない。最悪な結果になるかもしれないし、そうならないかもしれない。だがそれでも、やるしかないのだ。

　ロイは、殊更に大きく、アヤメに向かって言い放った。

「嘘ついて、ごめん！」

「は？」

　やがて魔術はその発動に終わりを迎むかえ、全ては晴れ渡る。

　だが、事態は誰だれもが想像していなかった展開を迎えていた。

　そう。――ロイ以外の、誰もが。

「……あ、あれ？　どういうこと？」

　何がどうなっているのか分からない。そんな様子でアヤメは辺りを見回す。

　そう。アヤメは、異世界に帰ってなどいなかった。まだ、そこにいたのだ。

　だが、それは当然のことだろう。

　彼女は、門を潜ってなどいないのだから。

　潜る前にそれは、消えてしまったのだから。




　代わりに――別の人間が、そこにいたのだから。




「％＆＝＃？」

　突とつ如じよとして場に現れた四人目の人物は、そう気の抜ぬけた声を上げて辺りを見回した。

「＆％＃＆!?」

　何を言っているか理解出来ないが、混乱している様子であることは見て取れる。いや、無理もない。当然だ。誰だってそうなる。

　アヤメとて、最初はそうだったのだ。

「……？」

　未いまだ事態を理解出来ないというように、首を傾かしげる人物。

　引き締まった体を持った、大柄な男だった。武骨な顔をしているが造り自体はそう悪いわけではなく、全体に漂ただよう野性的な空気が彼自身の魅力を際立たせる。

「……なんだこれは」

　ダンネンベルグがロイに対して、怒いかりと疑念を綯い交ぜにしたような問いかけを投げてきた。

「ロイ＝シュトラス。お前――一体、なにをした!?」

　ロイはそれに答えず、男に対して魔術をかけた。

【言語理解マスターズラング】と呼ばれる、相手の喋る言語がどんなものであれ、聞く側にとって理解出来るようにする為ためのものである。

　アヤメがこの世界に現れた時、ロイが一番初めに使った術だった。

「……嘘、でしょ」

　アヤメは頭を振った。

　目の前で起こっていることが何かの間ま違ちがいであるかのように、何度も目を擦る。

　だがそれでも尚なお、現実は厳然としてそこに存在していた為に。

　彼女は――最後に、こう叫さけんだ。

「お……お父さんッ!?」

　それに対し、男は振り返り、「……あれ？」と目を瞬かせながら。

　その、彼の中で最も特とく徴ちよう的てきな部分である場所。

　針金のように尖った――『黒い髪かみ』を持つ頭を、乱雑に掻いた。

「アヤメじゃねーか。お前、学校行ってたんじゃなかったか？」

　場にそぐわぬ、呑のん気きそのものといったその質問に、アヤメは小刻みに身を震ふるわせる。

「な、な、なんでこんなところにお父さんがいるのよ!?」

「いや、というか、ここ何処だよ。おれは安くて美味い焼肉屋があるからって向かってる途と中ちゆうで……いやほら、三浦商店街ってあるだろ？　あそこの佐々木さんとこがやってる喫茶店の向かいに出来たらしくてさ。一頭飼いしてるから肉の単価を下げられるってことで」

「今そんな話題はどうでもいいのよ！　焼肉屋の話題とか、あんまりにも懐かしくて今、涙なみだ出そうだけど！」

　アヤメは混乱したような様子で、天を仰あおぐ。

「ああ、もう！　わけわかんないよ！」

「おれだってわけわかんねーよ。どうなってんだ、こりゃ」

　そう言うと、男はこちらの方を振り向いた。ロイの姿を見て怪け訝げんな顔をする。

「なんだお前？　それ、あれか？　コスプレか？　いかんなー、そういうのは場を弁えろよ。今時の若い者は公共の場でも平気でそういうことしやがる」

「いや、あの、そういうわけじゃなくて……」

　どこから説明したものか。ロイは焦った。そこまで考えている余よ裕ゆうはなかったのだ。

「ロ、ロイ、これ、どういうことなの？」

　全く以てついていけない。そんな風に、アヤメが尋たずねてくる。そう、まずはそこからだ。ロイは答えることにした。

「見ての通りだ。俺がやったのは異世界返還じゃなくて――召喚の方。お前の父親を呼び寄せたんだ」

「ど、どうやって!?」

「さっき、熟練の魔ま術じゆつ師しならもっといい方法を思いつくんじゃないか……そんなことを考えててな」







[image: ]







　ふと思い出したのだ。経験豊かで、この状じよう況きようを打開出来る力を持つ、アヤメと肩を並べる程ほどの――いや、それ以上の存在のことを。

「お前の父親ならすごい味方になるんじゃないか。……そう踏ふんだんだ」

「た、確かにそうだけど、絶対にこの人が来るって限らなかったよね!?」

「だけど、可能性はあると思ってた。……お前の先祖が最初に異世界に召喚された人間だったって言ってただろ？　俺が数ある異世界の人間の中で、アヤメを呼び出したのは、それが関係してるんじゃないかって思ってさ」

　だとすれば、同じ血を持つ父親の方を呼ぶことが出来る可能性は高い。

　そう、確信したのだ。

「な、なるほど。でも……無む茶ちや苦く茶ちや危ない賭けだよ、それ」

「ああ。それにダンネンベルグに悟られるわけにはいかなかったからな。……結局、お前まで騙すことになってしまった。それに……勝手な判断で、大切なグリムワードを使う事になった。本当にごめん、アヤメ」

　幾いくら他に方法がなかったとしても、彼女との大事な約束を反故にしてしまったことに違ちがいはない。こればかりは、如何に責められても言い訳しようのないことだと覚悟していた。

　だから何をされても文句はないということを示すように、ロイは深く頭を下げる。

「もう少しだけ――俺と一いつ緒しよにこの世界に居てくれ」

　沈黙。まるで重要な裁決を待つ罪人のような気分で、ロイは同じ姿勢のまま待ち続けた。

　どれほどの感情をぶつけられるのか。目を閉じながら、あらゆる想像を巡めぐらせていたこちらに向かって、

「……本当だよ。あたし、びっくりしたんだから」

　非難するようにそう言ってくると、アヤメがため息をついた。

「だから――ロイには一つだけ命令」

　ゆっくりと顔を上げたこちらに向かって、彼女は、満面の笑みを作る。

　そして、これまでとまるで変わらない対応で。ただ何でもないことであるかのように。

　そんなことは、先ほど起こったかもしれないことに比べれば、本当に些さ細さいな問題だと断じるようにして。

「この戦いが終わったら、お腹なかいっぱい、あたしにご飯を奢ること！」

　彼女は、そう、言ってくれた。

「ああ。……それくらい、お安い御用だ」

　だからロイもいつも通りに。他には何も言わず、口元を緩ませた。

「いや、っつーか、だから、意味がわからねえんだが。説明頼めるか？」

　そこで、男が困惑気味に訊いてくる。そうだった。和んでいる場合ではなかったのだ。

「ああ、えと、あのですね……」

　と、ロイが説明しようとした直後のことだった。

「汝なんじの因果――我が下にあれ」

　男に向かってダンネンベルグが【時の結晶クリス・フロノス】を放つ。瞬しゆん時じに粒りゆう子しが結集し、透すき通とおるような体を持つ物質が空を切った。

「危ない……ッ！」

　ロイは慌あわてて注意を飛ばす。だが遅かった。既に男を狙ねらう結けつ晶しよう体たいはその目前にある。彼は気付いていないのか未だこちらを向いていた。

「お父さん！　細かい理屈は後！」

　だがそこで、アヤメがダンネンベルグに視線を向けながら、高らかに告げる。

「とりあえず、あそこにいる男が――あたし達たちの、敵よ！」

　それに対し、男は一度だけ瞬きをした後で、

「なんだ」

　己おのれの中にある迷いが吹っ切れたような表情をした。

「――それを早く言えよ」

　粉ふん砕さいする。

　視し認にんすることもなく、適当にも思えるように突き出した手で、男はダンネンベルグによる【時の結晶クリス・フロノス】を握り潰した。

　音を立て、欠片かけらと化した結晶体が、まるで季節外れの雪のように地面へ落ちる。

「なに……!?」

　造作もなく素す手でで己の魔ま術じゆつを無効化されたことに、さすがのダンネンベルグも驚嘆を示した。

「……さすがアヤメの父親」

　余りに現実離れした光景に、ロイは笑えみを浮うかべようとするも、酷ひどく引きつってしまうのを抑おさえることが出来なかった。あの子にしてこの親ありということか。

「まぁ、細かいことはいいや。アヤメが居て戦ってんなら、相手が強い奴ってことだろ？　おれもちょっと加えろや」

「……いいんですか？　そんなので」

　今自分が置かれている状況について、少しも疑問に思わないのだろうか。

　あまりに簡単に事を片づけてしまったため、逆に心配にすらなってきた。

　だが男はロイに向けて、わずかな笑いを見せる。

「今自分がどこにいるかなんて後で幾らでも確かめられる。だったら今起こってることに集中して楽しむ方がいい。……それがおれの流儀でね。雛菊蒼ソウ牙ガだ。宜しくな、少年」

「ロ、ロイ＝シュトラスです」

「外国人か。よくわかんねえが、おれの知らない間に随分と面おも白しろいことになってるみたいじゃねえか、アヤメ」

「そうね。かなり刺激的な日々を過ごさせてもらってるわ。今までお父さんと一緒に戦ってきた奴らとは段だん違ちがいな相手が一いつ杯ぱいいるしね」

「そいつは重畳」

　ソウガは軽く足を振った。すると、アヤメを拘こう束そくしていた結晶体が弾はじけ飛とぶ。彼女は清々したように体を伸のばすと、戦う準備を始めるように肩かたを回し始めた。

「でもちょっとあたし一人じゃ厳しいかなーって奴がいてさ」

「そいつがあの神経質そうな男ってわけか」

　二人は揃って並び立つと、同時にその拳こぶしを鳴らした。

　めきゃごふががふぅ！

　どんな魔ま物ものの嘶きよりも恐おそろしい、曰く形容しがたい異音が高々と響ひびき渡わたる。

「おもしれぇ。そんならおれがやってみるか」

「ううん、二人でやりましょ。久しぶりにお父さんと一緒に戦ってみたいし」

「嬉しいこと言ってくれるじゃねえか」

　娘と父、それぞれの目が、ダンネンベルグの姿を捉とらえる。

　その瞳ひとみは、飢餓状態の竜が獲物を見定めた時にも似た、確かな執しゆう着ちやくを宿していた。

「それじゃやるかアヤメ。タッグでぶちのめすぞ」

「オーケイ、お父さん」

　そして次の瞬しゆん間かん。ロイの知る中で誰よりも速く、誰よりも強く、何よりも気高い。

　ただの人間による猛攻が、始まりを告げた。

『――試合、開始！』

　二つの影が、大地を蹴けり上あげて烈れつ風ぷうと化した。

「やってくれたな、ロイ＝シュトラス。そこまでしてオレに逆らうか」

　ダンネンベルグがその身を深く、何かの前兆であるかのように沈しずめる。

「――ならばいいだろう。貴様の呼んだ新たな希望も潰つぶし、完全な敗北を見せてやろう！」

　高々と跳ちよう躍やく。両手を突き出し、魔術の光を集中させた。

「【雷神十字クロス・ソール】ッ！」

　紡ぎ出される雷の嵐が空を縦横無尽に駆け巡り、正面から戦いを仕掛けるアヤメとソウガを焼き尽くさんとする。

　アヤメの体が残像を刻むと、その場から瞬時に消え失せた。だがまだソウガはその場に居続けている。

　彼は鼻を鳴らし、掌てのひらで虫を払はらうような仕草を取った。

　轟ごう音おん。

　確かにソウガへと衝しよう突とつしたかのように思えた雷はしかし――そのまま、軌き道どうを逸れて明後日の方向へと落ちた。

　ソウガが、またも素手で魔術その物を弾き飛ばしたのだ。

「ハアッ！」

　アヤメがダンネンベルグの背後へと出現し、その首筋へ手刀を繰り出す。

「遅おそい！」

　しかしそれが当たるより前に、ダンネンベルグは加速した時間の中で移動を開始、攻こう撃げきを回避した。着地と共にアヤメに向かって再び魔ま力りよくを練ると、氷の矢を無数に出現させる。

「――誰が遅いって？」

　その瞬間。死角に現れたソウガが、己の拳をダンネンベルグの腹へと抉り込ませた。

「ごふっ……！」

　殺し切れぬ力の余波が衝しよう撃げき波はとなって辺りを席せつ巻けんし、大量の煙を噴き上げる。それと共に高く舞まい上あがったダンネンベルグに向かって、アヤメが空中で華麗に旋せん転てんした体から鉄槌にも等しい踵を下した。

　直ちよく撃げきを喰くらい、天から一気に地へと、ダンネンベルグの体が落下する。

　苦悶の声が聞こえて来ないのは、その威い力りよくの強大さに最も早はや、悲鳴すら上げる余裕がないからだろう。

　更さらに、身動きすら取れない彼に向かってソウガが走った。

　跳ね上がった足がその背を蹴ると、ダンネンベルグは再び空へ。そこに、今度はアヤメによる拳が下る。

　三度目の落下を見せたダンネンベルグをソウガが拳によって宙に突き上げ、それに応えるかのようにアヤメがまた上空から叩たたき落おとす。

　それを皮切りにして時にして数度の瞬きにしか過ぎぬ間、怒ど涛とうの如き上下に渡る攻撃が繰り返され始めた。

　凄すさまじい速度で天地を行き来する光景は、さながら脆ぜい弱じやくな人間が神によって弄ばれるが如き有様である。ダンネンベルグは、反はん撃げきするどころか動く隙すきさえ与あたえられなかった。

「これぞ雛菊流、奥義！」

　ソウガが大気を砕き割って振り上げる拳撃が。

「――双そう牙が龍りゆう虎こ撃げきッ！」

　アヤメの蹴撃によって、その威力を倍加させた。

　ダンネンベルグが地面に落ち、その身を仰け反らせて絶ぜつ叫きようする。

　彼はそのまま、力無く大地へと横たわった。

「…………」

　ロイは物言わずして佇みながらその光景を見て、ただこう思った。

（こいつらだけは、何があっても敵に回さない方がいいな……）

　自分が同じ目に遭うことを考えると、怖気が走るどころの騒ぎではない。

「んん？　もう終わりか。なんだ、つまらねえな。まだ全然疲つかれてねえぞ」

　ソウガは首を傾げながら、ダンネンベルグの様子を覗のぞき込こむ。

「力は全然使ってねえから、死んでないはずだが」

「あれだけ猛もう烈れつな勢いでやっておいて、使ってないんですか……」

　では全力でやればどうなってしまうのか。……などという問いを投げかけて、無用な恐きよう怖ふを味わうほどロイも馬ば鹿かではない。続きは喉のどの奥へと押し込んでおくことにした。

「お……のれ……。雛菊アヤメと同等……いや、それ以上の力か……！」

　地面に手をつき、ダンネンベルグが体を起こす。まだ起き上がることが出来たのかとロイは素す直なおな賞賛を送りかけた。

　どうやら己に対し、治ち癒ゆ魔ま術じゆつをかけたらしい。時間が加速しているため、その効果も早まっているようだった。

「ならば……！」

　両手を掲かかげ、ダンネンベルグは口の中で何かを唱えた。

　彼の体から魔術の光が溢れ、それは次々と数を増していく。

　蒼そう白はくの輝かがやきが辺りを真昼のようにして照らしたその時。

　瞬しゆん間かん的てきにして爆発的な勢力でもって、無数の現象が顕現した。

　ありとあらゆる殺意の意志が、次々とこちらを襲しゆう撃げきしてくる。

　先さき程ほどロイを追おい詰つめたのと同じ、【時間操作クロノア・ハイト】を使った高速詠唱による連続魔術使用だ。

「【魔力反射レフレクス】！」

　ロイは対たい抗こうすべく三人それぞれに障しよう壁へきを張った。しかしこれほどの魔術がほぼ隙すき間まなく発動し続ける中、どれほど耐え切れるかは不明だった。

「おお、なんだありゃ。すげえことしやがるな、あいつ」

　自らを覆おおった壁が魔術を弾くのを見ながら、どう考えても窮きゆう地ちの渦中にある、その場面で。それでもソウガは物見遊山でもしにきたかのように、呑気な声を上げる。

「お父さん、右半分お願いね。あたし、左やるから」

　隣にいるアヤメもまた、そんな風に冷静に役割分担を決めると、

「それじゃ、お先！」

　一陣の風を残したまま颯爽と過ぎ去る。遅おくれてソウガもまた「了りよう解かい！」と手を上げて、疾しつ走そうを始めた。

「雛菊流！」

　アヤメが腰こしを捻ひねり、その足先で地面を削けずると。

「雛菊流……！」

　ソウガが指を軽く曲げた掌を、弓引くように後ろへ下げる。

「大旋空ッ！」「獣じゆう王おう天てん裂れつッ！」

　瞬間、双方共に、自らの技を解き放った。

　アヤメの勢い良く振られた足によって暴風が巻き起こり、辺りの廃墟や木々を呑のみ込こんでいく。

　同時にソウガが撃ち放つ掌から繰り出された、目に見えない衝しよう撃げきの爆発。それは大地に深々とした裂傷を刻みながら、正面にある全てを一いつ斉せいに吹ふき飛とばした。

　あらゆる物を薙なぎ倒たおし、破は壊かいの絶望へと引きずり落とすそれは、当然、こちらを襲おそう魔術すら例外ではない。

　二つの尋じん常じようならざる効果を示す技が――ダンネンベルグの起こした現象を、ひとつ残らず根こそぎ消し去って行った。

「……馬鹿な」

　余りにも強ごう引いんに静寂を取とり戻もどした光景を目まの当あたりにして、ダンネンベルグはその目を見開く。

「オレの魔術が……こうも悉く……」

　アヤメがダンネンベルグの前に立ち、不敵に笑みを形作る。

「さあ、そろそろ観念したらどう？」

　そんな彼かの女じよに対し、ダンネンベルグは物言わずして佇み続けた。

　何を考えているのかこちらから見ているだけでは窺い知れず、その不気味な沈黙はロイに必要以上の不安感を抱かせる。

「……また……」

　やがて、ダンネンベルグは繰り言のように呟いた。

「また、オレの邪魔をするのか……お前は」

　その手がグリムワードを強く、血の滲むほどの力で握にぎりしめる。

「ショウセイ……貴様はまだ……！」

　緩かん慢まんとも思える動作でダンネンベルグが顔を上げる。

「貴様の血はまだ……！　オレの目的を害するというのか――ッ！」

　憎ぞう悪おに染まりきった目が見開かれ、その体から一挙に魔力の光が溢れ出た。

　結晶体が幾つも無秩序に展開し、それらは空中に張り巡らされると、一斉にこちらへと狙いを定める。

「うわっ……と、さすがに数が多いよ！」

　アヤメが顔を顰しかめる。確かに、不味い事態だった。一つを砕いている間に別の方向から攻撃が加えられればそこで終わりだ。

　しかし、

「心配すんな、アヤメ……いい手を思いついた」

　ロイは胸を張る。少しの杞き憂ゆうもありはしないと、そう主張するために。

「……へぇ。自信がありそうだな」

　こちらの様子を見たソウガが口端を上げて、その場から退いた。

「だったらここは任せてみるとするか。アヤメとも知り合いみたいだし、二人でやってみな！」

　ロイはアヤメと目を合わせ、互いに頷うなずき合あう。

「行くよ……ロイ！」

「ああ。これが最後の一いち撃げきだ！」

　鍵を取り出し。その先端を定め。ロイは終止符を打つ言葉を紡つむぐ。

「いざ開かれよ――大いなる異界への扉よッ！」

　魔法陣が空に複雑怪奇な軌道を描いた。その中心から、ある物質が姿を見せ始める。

「無む駄だなことを……！」

　ダンネンベルグの命令により、全ての結晶体がこちらに降り注いできた。

「残ったグリムワードを全部使ってやる！　やれるもんなら――やってみやがれ！」

　ロイの全身から振り絞る叫びが、何よりも強く、何処までも響き渡る。

　魔法陣より現れ、初めに視界に飛び込んできたのは、巨大な土つち塊くれ。

　だがそれは、本命を呼び出すために必要とされる土台に過ぎなかった。

　そして――ロイの【物質転移アドヴエントゲート】により強制的にこの場へと呼び出された本命たる『それ』は敵へと牙を剥むいた。

　煌びやかな全容を誇ほこる、結けつ晶しようによって形作られた物。

　魔術師連盟――その本部の建物が。

「巨大な物であれば止められないとでも思ったか！　浅はかな！」

　ダンネンベルグの結晶体が、容よう赦しやなく。まるで獣に喰らい付く虫のようにして、幾つも幾つもその巨躯へと張り付いた。

　そして、その全てが。

　――次の瞬間、その場で、無残にも消失した。

「な……に……？」

　表情を凍りつかせたまま、ダンネンベルグがその場で呆然となる。

「な、何な故ぜだ……一体、何故だ……ッ!?」

　まだ理解出来ていないその様子に、ロイは言ってやる。

「お前、自分が作った物くらい覚えとけよ。連盟本部の建物は、その防犯上――一体、何で出来てた？」

　ダンネンベルグの顔が何かを察したように強張り、直後に青ざめた。

「魔まの……花……！」

　魔術を吸収し、分解、完全に無効化する鉱石。

「お前の作り上げた夢にでも潰されとけ、陰険野郎！」

　ロイの投げつけた言葉と共に。

　ダンネンベルグは――物質転移の直撃を、全身に受けた。

「おおおおおおおおおおっ！」

　しかし、まだ、それで終わりではない。彼かれは咄とつ嗟さに魔術によって通常よりも遙はるかに分厚い防ぼう御ぎよ壁へきを自身と建物の間に築き上げ、こちらの攻撃を防いでいたのだ。

　だが、それはこちらも同じことだった。

「ロイ、一緒に！」

「ああ！」

　アヤメから差し出された手を握ると、彼女はこの上なく真まっ直すぐに前を見つめた。

　まるで、自身の辿るべき道を妨さまたげる物を、容赦なく打ち砕くように。

「展開イジエクト！」

　アヤメの右腕にハンナより送られた手甲が現れ。

「天火イグニードッ！」

　蒼あお白じろい、焔ほのおが迸った。

「雛菊流……！」

　彼女は、遙かなる先へと続く道を目指し、強く一歩を踏みしめて。

「弾・丸・拳・撃ジエツト・パンチ――ッ！」

　ロイと共に、全てを突き抜けるようにして、空を飛んだ。

「これで――！」

　放射する炎ほのおに押されながら、アヤメの握った拳がダンネンベルグの防壁を粉砕し。

「お前は――！」

　ロイの翳かざした掌から発動する強きよう烈れつな衝撃波が、その瞬間、連盟本部の建物と共に。

『終わりだあああああああああああああああああッ！』

　ダンネンベルグを――尋常ならざる威力を以てして、打ちのめす！

「ぐっ……ああ……あああああああああああああああああああああっ！」

　ダンネンベルグは、勢いのままに、彼方かなたへと吹き飛んだ。

「【束縛リカーテイオ】ッ！」

　素す早ばやくロイが唱えた魔術によってその身は何重にも渡って拘束され、ロイはダンネンベルグの一いつ切さいの動きを掌握する。直後に飛ひ翔しよう術じゆつによって接近すると、アヤメが彼の手にあったグリムワードを奪い取った。

　そのまま三人の体は、魔術によってゆっくりと降下し、地に降り立つ。

　足が硬かたい土を踏みしめたその時、ロイは、長い息をついた。

　空を仰ぐと、そこに浮かんだ魔術師連盟本部の姿が、【物質転移アドヴエントゲート】の効果限界時間を越え、少しずつ霞かすんでいく。

　完全に消えるのを見届けた後、自然に力が抜け、ロイは己の膝ひざがゆっくりと崩れていくのを知った。

「……か、勝った」

　全身に広がる達成感を、噛かみ締しめる。どうにか、凌ぐことが出来た。何度、駄だ目めだと思ったことだろう。どれほど、諦あきらめようとしただろう。

　だが歯を食いしばり、強引に前を向くことが、今のこの結果を生んだのだ。

「ロイ……やったよ」

　アヤメがこちらをじっと見つめてくる。ロイは頷き、そして、両手を上げた。

『勝った――ッ！』

　同時に互いを抱き締め合い、改めて勝利の余韻を噛み締める。

「今回は本当に駄目かと思った！　アヤメのおかげだ！」

「なに言ってんの！　全部ロイがやったんでしょ!?　まさかお父さんを呼ぶとは思ってなかったよ！」

「はは！　もうなんでもいいや！　とにかく、勝ったぞ！」

「うん、勝ったよーッ！」

　無む邪じや気きな喜びを示すアヤメに、ロイもまた深く笑みを浮かべた。

「……何故だ……ロイ＝シュトラス」

　不意に、怨嗟にも似た低い声が聞こえ。ロイはそちらへと視線を移す。

　鎖くさりに縛しばられたダンネンベルグが、荒い息をつきながら、憎悪に満ちた顔つきをこちらへと向けていた。

「何故、そうまでしてオレに従わない……！」

「何度も言わせんな。お前が気に食わないんだよ」

「お前とオレは！　同じ人間のはずだ！」

　どうしてそのことが分からないのか。そう主張するように、ダンネンベルグは血走った目を剥いた。

「互いに孤独の道を歩み！　その結果、理解者を求めた！　ならばオレのやることに賛同することすらすれ、こうまでして反発することなどなかったはずだ！　何故だ!?　お前自身が絆きずなを得た今、他人が同じことをするのは嫌いやだとでも言うつもりか!?」

「……それは違う」

「なら、どうしてだ！　答えろ、ロイ！　お前は――！」

「俺とお前が、同じだからだ！」

　尚も続けられようとした言葉を強制的に遮り、ロイは腹の底から声を出した。

「俺とお前が同じだから！　止めなきゃいけないと思った！」

　ロイは近くまで歩み寄ると、ダンネンベルグの襟首を掴つかみ、彼を己のすぐ近くまで引き寄せる。

「どんな理由があろうと、お前がやってるのは自分の弱さを相手に押し付ける行こう為いだ。摂理を捻ねじ曲まげてまで何かを手に入れたところで、絶対に幸せになんかなれない！」

「だが……レクリアに代わる人間なんて……もういない……！」

「世界中の人間を確かめたのか。一人一人と出会ったのか!?」

　手を震わせながら、かつての自分を見るような想おもいで、ロイは言った。

「狭せまい世界に閉じこもってないで、広く前を見ろ。お前は……まだ、歩いてさえいないんだ！」

「…………」

　ダンネンベルグは俯き、最中で途と切ぎれてしまいそうな程、微かな声を発する。

「オレは……」

　だがそれ以上、紡がれる物はなかった。

　代わりにその口から吐き出されたのは、酷く疲労感に溢れたため息である。

「……ロイ……鎖を解いてくれ。もう、何もしない」

　次いで発せられた、まるで、全すべての力を失ってしまったかのような声こわ音ね。

　ロイは、初めて目の前の男が、歳とし相そう応おうの老齢を帯びた人間であるかのように思えた。

　わずかな逡しゆん巡じゆんを置いたが、結果的にロイは魔術を解いた。グリムワードもない今、散々痛めつけられた彼に、こちらを攻撃する程の余力が残っているとは思えなかったからだ。

　念の為に警けい戒かいは怠おこたらないようにしながら、ロイは告げる。

「お前のことは、【聖域なエスクド・る盾サントリオ】に引き渡す。二度とおかしな真ま似ねが出来ないようにな」

【聖域なエスクド・る盾サントリオ】とは、世界各国が共同で運営する治安維持組織のことだ。

　いわば特定の国に属さぬ騎士団のようなもので、一国に留とどまらず、全世界的に影えい響きようを与えるような事件が起きた場合、その対処を担になう役目を持っている。

「……別の方法を使って、またお前を攫いに来るかもしれんぞ」

「だったらまた止めるさ。今日と同じく、全力でな」

　揺ゆるぎないその口調に、ダンネンベルグは押されたかの如ごとく黙だまり込んだ。絶望したような表情で、視線を地へと落とし続ける。

　――その時。

「なら……もう道は決まっているな」

　その呟きと共に、彼の身を青白い光が覆った。

「お、おい、お前……!?」

　嫌な予感が過り、ロイは焦しよう燥そうにかられる。

　ダンネンベルグのグリムワードは、こちらの手の中にあった。つまり、彼はすぐに魔術を使える状態にない。

　それなのに全身を魔力が覆っているということは、一つのことしか考えられなかった。

　自身に掛かけられた魔術の効果を――打ち消そうとしているのだ。

　それなら、新たに魔力を練る必要がないために、カード無しでも可能だった。

「……オレは……長く生き過ぎた」

　乱れた髪を直すこともせず。悲ひ愴そうの陰影をその相そう貌ぼうに刻んだままで。

「お前のように――一から始めるような気き概がいは持ち合わせていない。このまま自分の願いが果たせず、朽ちていくのを待つくらいなら……ここで終わらせる」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　そんなことして何の意味がある！」

　ロイは必死に訴うつたえかけるも、ダンネンベルグは何も答えない。

「ロイ＝シュトラス。雛菊アヤメ」

　代わりに二人の名を呼び、こう言い残した。

「数百年前。レクリアを失った時に、お前達と出会いたかった」

　そして。

「それだけが……残念だ」

　そのまま――彼は、自らの停止した時を、解き放った。




「本当に、すみませんでしたっ！」

　全ての戦いが終わり、連盟本部前で待っていてくれたカノン達を連れて、魔術師育成学院アストレースへと帰き還かんした後。

　まず初めにロイが実行したのは、自分の部屋でソウガに事情を全て説明し、全力で平謝りすることだった。

「こ、こっちの勝手な都合で娘さんに迷めい惑わくをかけた上、ソウガさんまで巻き込んでしまって……言い訳のしようもなく……」

　これほど人に丁寧な口を利いたのも、丹念な詫びを入れたのも初めてのことである。

　だがどれほど礼れい儀ぎを払おうとも、誠心誠意を尽くそうとも、自分の失態を拭ぬぐうにはまだ足りなかった。

　何せ大切な一人娘を強引に訳のわからない世界に呼んでしまったのだ。怒り心頭に発し、徹てつ底てい的てきに痛めつけられてもおかしくはなかった。

　どのような叱責を受けても甘んじて受ける覚かく悟ごはある――そんな風に思うロイではあったのだが。

（……相手はアヤメの父親だからな）

　本当にどのような叱責を受けても甘んじて受けていられるか、その自信は正直無い。

　ひょっとしたら生きた痕跡など寸分も残さず消されてしまうかもしれない。

　あるいは死よりももっと恐ろしい痛みを永久的に味わわせられるかもしれない。

　アヤメを育てた人間なのだから、そこまで無む茶ちやはすまいと思うところもあるのだが。

　娘を想う父親の心が、そんな理性を軽々と吹き飛ばしてしまうかもしれなかった。

「……ロイっつったか」

　ソウガが短い言葉を紡ぐ。ロイにはそれが冥めい界かいへの第一歩を促うながす物であるように思えた。

「は、はいっ」

　我ながら情けないと思うほど声が上擦る。ああ、せめて。せめて明日を迎むかえられますように。そんな切なる願いを抱く。

「お、お父様、どうかお気を確かに。ロイも悪気があってやったわけではなく……」

　カノンがロイの助けにならんとしてソウガを宥めた。ハンナはアヤメの後ろに隠かくれ、様子を窺いながら、何かを言おうとしては口を閉ざすと言う行為を先ほどから繰り返している。ちなみにファムは礼をしたいというこちらの申し出を丁重に断って既すでに帰還しており、今この場にはいなかった。

「ここがおれやアヤメが居る所とは違う世界だとか、魔術とかなんとか、言ってる意味は正直半分も呑み込めてねえんだが……」

　ソウガの体から放射される迫はく力りよくが、より一層、その威力を増したような気がする。

　いよいよ。いよいよ爆発するのか。父親の、父親たる、その秘めたる憤慨が。

「お前には一個だけ言っておくことがある……」

　来た。何が起こる。出来れば穏おん便びんに願いたい。それが無理でも堪えられる程度の物でありますように。そんなことを密かに望むロイに、

「ロイ――ッ！」

　低く、地を震しん撼かんさせるようなその声と共に。ソウガが、拳を振り上げた。

「……っ！」

　無意識に身が縮まり、体が硬こう直ちよくする。そして次の瞬間。

「――よくやった！」

　ロイは、思い切り肩を叩かれた。

「死んだあああ！」

　先んじて命を失う予想をしていたロイはそのまま力に翻ほん弄ろうされ、床ゆかに顔面から突っ伏す。

「ロ、ロイ＝シュトラス!?　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ロイくん……！」

　カノンとハンナが駆け寄ってくると、様子を確かめるように顔を覗き込んできた。

「……って、あれ？」

　ロイは何の痛みもない自分の体に違和感を覚えた。それだけではなく、先ほど、全く予想もしないような言葉が返ってきた気がする。そんなまさか、と思いながらも恐る恐る顔を上げた。

　すると、そこには――あろうことか、この上なく輝いた笑え顔がおを見せるソウガが居る。

「凄腕の魔ま術じゆつ師しとの命を賭けた戦い？　要するにさっき戦った野郎みたいなのを何人も相手にしてたってことだろ？　これでまたうちの娘が強くなったってことだ。いや、よくやってくれた！」

「は……はあ」

　果たしてそういう問題なのだろうか。いや、それより前にもっと気にするべきところが絶対にあるはずだ。そうロイが思っていると、

「無理無理。うちのお父さん、細かいこととか、自分の理解出来ないことは全部どうでもいいと思うタイプだから。あたしや自分が強い奴やつと戦えればそれでいいのよ」

　アヤメが額に手を当て、どうしようもないとばかりに首を振る。

「おう、その通りだ！　なんか色々あるみたいだが、かまやしねぇや！　娘が世話になったみたいで悪かったな！」

「い、いえ、こちらこそ……その……」

「まあまあ、いいじゃねえか。なあ？　しかし驚おどろいたぜ。ちょっと目を離してる間に、アヤメの奴、まさか男が出来てたなんてなあ。しかも異世界の！　こいつは面白い！」

　豪快に笑いながら、ソウガはロイの肩を激しく連続で叩いてくる。非常に痛い。

「ちょ……ちょっと、お父さん！　べ、別にロイはあたしのその……そんなんじゃないんだからね!?」

　アヤメが慌てたように否定するが、その頬ほおははっきりと見て取れるほどに赤かった。

「おう、そうなのか？　まあ、いいじゃねえか。ロイも面白い力を持ってるみたいだし、どうせならそのまま結婚しちまえよ！」

「け、けっこ……!?」

　カノンが打ちのめされたような顔をし、ハンナもまたその場で二つの耳を逆立たせた。

「ば――ばかっ！　お父さん、本当に、そういうところ無神経！　お母さんからしょっちゅう怒おこられてるでしょ!?」

　顔を真っ赤にして怒りを露あらわにするアヤメに、ソウガは頭を掻いた。

「それを言うなよ。おれだってこれでも気を付けてるつもりなんだぜ？……なあ、ロイ。ところでどうだよ。こいつ、顔は母さんに似て中々可愛らしいんだが、性格がどうにも気が強くて中々相手が見つからなくてな。ただ、お前とコンビを組んでる姿を見てたら中々どうして、気が合ってる。いっそ本当にアヤメと一いつ緒しよになったらどうだ？　さっきから見てるとこいつもまんざらじゃないようだ――」

「だあああああああああ！」

　話の途と中ちゆうで、ソウガがこちらに吹き飛んできた。受け止めようにもほとんど一いつ瞬しゆんであったために、ロイが気付いた時には彼は背後の壁かべに激げき突とつしている。

「余計な！　ことは！　言わないで！　いいの！」

　荒く息を乱しながら、アヤメが蹴りを繰り出した姿勢で叫さけんだ。

「お、おい、お前、実の父親を足蹴に……」

「いいのよ！　あれくらいしなきゃ……いえ、あれくらいしても全然分かんないんだから！」

　その言葉の通り、ロイの後ろから、何の反省も感じられない快活な声が聞こえてきた。

「おいおいアヤメ、いーい蹴りを出せるようになったなあ！」

　後ろを向くと、傷一つないソウガが、立ち上がるところである。

「……なるほど。さすがはアヤメの父親ってことか」

　恐らくこの二人が本気でいがみ合えば、地上最強の親子喧嘩が始まるに違ちがいなかった。

「でも……ソウガさん、あなたを呼び出したせいで、アヤメもあなたも元の世界に帰ることが出来なくなってしまって」

　またグリムワードは一から集め直しである。いや、魔術師連盟本部のような巨大な建物を丸ごと【物質転移アドヴエントゲート】によって呼び出してしまったため、ロイの持っているグリムワードはほぼ零ぜろに近く、元の状態より酷ひどくなってしまったと言う方が正しかった。

「ここからおれ達たちの住んでる世界ってのは、歩いて帰れる距きよ離りじゃないのか？」

「いや、そういうことではなくて、なんていうか、観念的な壁があって……」

　何処どこまで説明して分かってくれるだろう。そう思いながら話し始めたロイではあったが、

「お父さん、生身で月に行ける？」

「いや、さすがに無理だ」

「そういうこと」

「分かった！　そりゃ大変だ！」

　自分より遙かにソウガの扱あつかいに長けたアヤメによって、簡単に終わってしまった。

「でも努力すれば行けるんじゃねえのか？　頑張れば何でも上う手まくいくだろ？」

「限度があります」

「限界っていうのはぶち壊すためにあるもんだぜ」

「面めん倒どうくさいなこの人！」

　無駄に前向きであるために始末が悪い。ロイは嘆たん息そくした。

「ごめんね、無理な物を無理って教えるのに難しい人でさ」

　アヤメが申し訳なさそうな顔をする。

「ある意味、お前より厄やつ介かいだな。色んな意味で……」

　ソウガを見ると、アヤメですらまだ常識人の範疇であることを痛感した。

「あ、あの、ロイくん、わたし、魔力消費量を出来るだけ抑おさえられるような魔術道具マジツクアイテムを造ってみるね」

　こちらを元気づけるように、ハンナが決意を込めた顔で言ってくる。

「ああ、ありがとう。……ほんっとにお前はいい奴だな」

　感謝の気持ちを込めて、ロイはハンナの頭を何度も撫でた。彼女はくすぐったいように首を竦すくめ、遅れてはにかんだ笑えみを見せてくる。

「お、なんだ、お前、可愛かわいいな、おい。猫か？　これ。生えてんのか？　この耳」

　興味を惹ひかれたようにソウガがハンナに近付いて行った。彼女は「ひゃっ」と小さく声を上げてアヤメの後ろに再度隠かくれる。

「ちょっとお父さん。恐がってるでしょ。これ、あたしのハンナちゃんよ」

「別にあなたのではありませんよ、アヤメ」

　さりげない発言も見逃さず、カノンが咎めるような声を出した。

「細かいな、先せん輩ぱいは。じゃあ、先輩のハンナちゃんでもあるってことでいいですよ。ただ一番はあたしですが」

「そういう問題ではありません。というよりどういう順番なのですか、それは」

「それはもう、モフモフする優先順位ですよ！　モフモフ！」

　口で言いながら、アヤメがハンナを抱きしめた。

「おい、アヤメ、おれもそのモフモフってのやってもいいだろ。けちけちすんなよ」

　指先で奇き妙みような動きを作りながら、ソウガが少しずつアヤメとハンナへ近づいて行く。

「嫌よ。お父さん、その、外見に似合わず可愛いもの好きなところ、直しなよ！　遊園地でもキグルミに近付いて、威圧感だけで気絶させたでしょ!?」







[image: ]







「いいじゃねえか！　趣しゆ味みなんだよ！　さあ、おれにその猫の子を寄越せ！」

「いーやーだー！」

「ハンナ＝アフラ！　こちらに来なさい！　アヤメにしろソウガさんにしろ、何か尋常ならざる執しゆう着ちやくを感じます！」

　カノンが鬼気迫るような表情でハンナに呼びかけた。

　騒ぐ四人を横目に、ロイは腕を組む。

（にしても……本当にどうするかな。【アルス・マグナ】がこれ以上続くかどうかの保証はないわけだし）

　陰の支配者であるダンネンベルグがいなくなった今、魔術師連盟自体に何らかの変化が起き、今回の大会は中止になるということも十分に考えられた。

　そうなれば大量のグリムワードを手に入れる機会は、少なくとも長く失われることは確実となり――必然的にアヤメや、それにソウガが帰還するための時間も延びてしまう。

　限られた選せん択たく肢しの中で手に入れざるを得なかった結果とは言え、現状のようになってしまい、アヤメには本当に悪いことをしたとロイは気が沈しずんだ。

「……ねえ、ロイ？」

　と、そこで、アヤメから声がかかる。

「ん？　どうした。ソウガさん達は？」

　尋たずねたロイに、アヤメは微苦笑を浮うかべながら背後を指差した。ハンナを抱きかかえたまま警戒を続けるカノンを、ソウガが羨ましそうに見ている。

「……本当、お前にそっくりだな」

　実感を込めて言うと、アヤメは複雑そうな顔で自分の頬を掻いた。

「まあ……否定はしないわ。それより、悩み事でもあるんじゃない？　深刻な顔してたよ」

「……ああ。いや――グリムワードが無い上、【アルス・マグナ】の存続も危あやうくなってきた今、他に方法はないかなってさ」

「……そうだね。振り出しに戻っちゃったもの」

　ロイと同じように腕を組んで悩みながら、アヤメは唸る。

「今からこつこつ集めて行ったら、十年、いや、それ以上になる。さすがにそれまでの間、お前に待ってくれとは言えないしな」

　冗じよう談だんめかして口にしたその言葉に、しかし、返答はなかった。

　当たり前でしょ、という台詞せりふを期待していたロイは、アヤメの方を見る。

　すると、彼女は自らの足もとに視線を落としながら、小さく、本当にわずかな声を漏もらした。

「……いいよ」

「え……？」

　一瞬、その意味が把は握あく出来ずに、ロイは訊きき返かえす。するとアヤメは、一いつ旦たん言葉を切って、細く息を吸い込んだ。まるで何かの準備を整えるようなその仕草の後で――今度ははっきりと、その言葉を紡ぎ出す。

「いいよ。……それまで、ここにいても」

　何を馬ば鹿かなことを言っている。ロイはそう、笑おうとした。

　だが、出来ない。

　アヤメの表情は、何処までも、真しん剣けんだった。

「ロイと一緒なら、十年でも、何十年でも、ここに居ていいよ。この世界で色んな所に行って、沢山冒険して、楽しいこと経験したいから」

　こちらを見つめるその目の奥おくに、真っ直ぐな光を宿した瞳ひとみがある。

「だから――あたしは、それでもいい」

「……お前」

　その言葉が何を意味しているか。アヤメが分からないはずはなかった。

　生きたい、と。

　彼女は、言外にそう告げているのだ。

　この世界で、ロイと共に、生きていたいと。

「ロイは……嫌？」

　微かな笑みを携えたまま、その頬を朱しゆに染めて。

　アヤメの薄桃色をした唇くちびるが動き、ロイの心へと語りかけてくる。

「あたしと一緒に居るの――ロイは、嫌かな」

　ほんのわずかな怯おびえと、緊きん張ちよう、そして、期待。

　複数の感情がない交ぜになった声は、何処までもロイの中に染み渡って行った。

「……俺は……」

　ずっと、考えていた。それが実現出来ればどんなにいいだろうか、と。

　自分と似た、けれど、全く違う人生を歩んできた彼女と。

　アヤメと二人、ずっと、この世界で過ごしていければと。

「お父さんはあんな性格だから、きっと承知してくれるよ。なんだったら、お父さんを優先させて先に帰してもいい。その分、長い時間がかかってしまったとしても……あたしはそれでも構わないよ」

　胸の前で、小さく手を握り、アヤメは告げてきた。

「あたし――まだ、ロイと離はなれたくないから」

　待っていたのかもしれない。いつか、そう言ってくれないかと。

　自分もまた、何処どこかで、期待していたのかもしれなかった。

（だから……こんなに）

　こんなに、心が疼くのか。

（俺は……）

　言ってしまえばいい。もう一人の自分がそう強く叫ぶ。

　お前が言えば、それで成立する。アヤメともっと長く、一緒に居られるのだ。

　たった一言、口にしてしまえばいい。自分も、アヤメと生きていきたいと。

　どうせ、帰る方法はなくなったのだ。

　それならば、いっそ……そうしてしまえばいい。

「……俺も」

　衝動が、己おのれを突き動かした。ロイはアヤメの肩かたを掴み、その美び貌ぼうと正面から向き直る。

「アヤメ、俺もお前と……」

　そして、頬を染めたまま、何かを期待しているような彼女に対して。

　こみ上げてくる気持ちを、言葉に変えて紡ぎ出した。

「お前と、一緒に――！」

「……失礼します」

　しかしそれを、終わりまで続けることは出来ない。突とつ如じよとして発せられた声に、ロイを初めとした全員がそちらを注視した。

　入口に、ローブを頭から目ま深ぶかに被かぶった人物がいる。

　その性別すら不明の者に、しかし、ロイは覚えがあった。

「……ミラー？」

　ロイの問いかけにローブの人物がこちらを向く。その手がローブを掴み、音も無く後ろへと落とした。

　露になった相貌を見て、ロイは確信する。やはり、ミラー＝エンセンスだった。

　ミラーとは、ダンネンベルグとの戦いがあった夜以降、会っていなかった。

　ロイ達はまずダンネンベルグの衰弱しきった身体を本部まで運び、その後、グリムワードを預かった上でミラーの拘こう束そくを解いたのだが。

　事情を説明するこちらに対し、彼かの女じよはじっと佇たたずみ、横たわるダンネンベルグをただ見つめ続けていた。

　話が終わっても尚なお、人形のように微び動どうだにしないミラーに、どう声をかけていいか分からず。ロイ達は念のために彼女のグリムワードをすぐ手にとれない場所に置くと、そのまま学院へと帰還したのだった。

「なんの御用ですか？」

　カノンがグリムワードを取り出し、いつでも戦せん闘とうへと移行できるような身構えをとる。

「ご安心を。今日は戦いに来たわけではありません」

　ミラーは首を振ると、ロイの方へ、ゆっくりと歩み寄ってきた。

「ロイ＝シュトラス。あなたにお話ししたいことがあって参りました」

「……俺に？」

　あまりいいことであるとは思えない。ロイが眉まゆを顰ひそめると、ミラーはその平へい坦たんな口調で話し始めた。

「まず初めに。既にお分かりのことかもしれませんが、ダンネンベルグはその死亡が確かく認にんされました。死因は……言わずともご理解頂けますね？」

　ロイは頷く。その余りに悲惨な亡骸は、記き憶おくの中へ埋没させるにはかなりの時間を必要とするはずだった。

「尤もつとも、元々彼はあくまでも陰の統治者――実質的な業務は私が担っていましたので、連盟の運営に支障はありません。また、本部の建物が突如として消失したことに驚いた者が何人か問い合わせて来ましたが……。時刻が深夜であったということもあり、今は元に戻もどっていることを盾に見間違いであると強ごう引いんに処理しました。つまり特に現状、これといった問題は起こっていません。……起こり過ぎない程ほど、平和なものです」

　まるでそれが不ふ愉ゆ快かいなことであるかのような口くち振ぶりである。後でカノンから聞いた話だが、ミラーはダンネンベルグに好意を抱いていたらしい。その彼が死んだにも拘かかわらず、何も無かったかのように進む日常にいささかの不条理さを覚えているのかもしれなかった。

「……それをわざわざ報告しにきたのか？」

　確認を取ったロイに対して、彼女はゆっくりと首を振った。

「いいえ。……ロイ＝シュトラス。そのことを踏まえて私の願いを聞いて頂けますか？」

「願い、だって？」

「初代ダンネンベルグに関する全てを、口外しないで頂きたいのです」

　場に沈ちん黙もくが降りる。ロイは視界の隅すみで、カノンがソウガにミラーのことについて説明しているのを捉とらえた。

「……あたし達たちがあんな目に遭あったことも、喋るなっていうの？」

　やがてアヤメが、不満げな声を出す。

　無論、彼女は元より喋るつもりなどなかっただろうが――こうして当事者から『黙っていてくれ』と言われると、色々と引っかかるものがあるのだろう。

「はい。ダンネンベルグがやろうとしていたことについて、知っているのは彼以外では私だけです。もし公に明らかとなれば、その人道的に外れた行いを世間や連盟内部の者は責め、大きな騒ぎになることでしょう。事態を収拾するのには骨が折れます」

「だが俺おれ達が口を噤んでいる以上、それは無かったことに出来る。……そういうことか？」

　確かに混乱を静めるよりは、遙はるかにそちらの方が簡単だろう。

「はい。今のところ目立った問題がない以上、出来ればそうして頂けると助かります」

「ですが。元はと言えば、そちらがこちらを巻き込んだことでしょう。それを上手くいかなかったからと言って全て黙認しろというのは、余りに勝手な話です」

　納なつ得とくいかないという風に、カノンが抗議した。ロイとて異論はない。他の者も恐おそらくはそうだろう。

「その通りです。……故ゆえにタダとは申しません」

「取引しようってわけ？　何を？」

　試ためすように言ったアヤメに対し、ミラーはローブに隠されていた腕を持ち上げた。

　曝け出されたその指に、存在しているのは――一枚のグリムワード。

「ロイ＝シュトラス。あなたに、私と、ダンネンベルグのグリムワード全てを引き渡します。……それでどうですか？」

　ロイは息を呑のんだ。

　通常、魔術師は自らが死亡した場合において、身内なり弟子なり、己のグリムワードを引き渡す人間を指定することとなっている。もしそれを行わなかった場合、持ち主不在の物になり、大量の魔ま力りよくを誰だれでも手に入れることが可能となるからだ。

「お前が、ダンネンベルグから託されたっていうのか」

「ええ。もし、自分が亡くなった場合は全てをお前に委ねる。そう言って、私にグリムワードを譲るよう設定していました」

　無に等しい声音でありながらも、何処か誇らしげにミラーはその言葉を口にした。

　あるいはそれが、彼女とって唯ゆい一いつの、ダンネンベルグとの繋つながりだったのかもしれない。

「余りに多過ぎるために把握し切れてはいませんが、恐らく合わせて数十万枚ほど。……異世界返還を行うには、十分過ぎるように思いますが」

　確かにそれだけであれば、アヤメだけでなくソウガも合わせて元の世界に帰すことが出来るだろう。

「如何いかがですか？　ロイ＝シュトラス。……この提案、呑んで頂けますか？」

「……それは」

　応じようとしたロイは、しかし、言葉が出ずに口籠った。

　断わる理由は、ないはずである。

　数か月前、アヤメがこちらを訪おとずれた時から――。

　ロイと彼女は、ずっとそれを求めて戦ってきたのだから。

　元より面倒を避けるため、ダンネンベルグのことを吹聴するつもりはなかった。

　だから、素す直なおに受けとること自体には何の問題もないのだ。

（……なのに）

　どうしてだ、と、ロイは思った。

（どうしてこんなに、俺は、落胆しているんだ？）

　待ち望んでいた瞬しゆん間かんではないか。全ての苦労が報むくわれる時ではないか。

　それなのに――。

（……どうして、気持ちが、弾まないんだ）

　自分自身に、そう、何度も問いかける。

　だが――。

　答えなど、とうに、出ているはずだった。




　ダンネンベルグとの騒動から数日後――。

　ロイ達は、学院近くにある高台へと来ていた。

　穏やかな風が肌はだを触り、それは青々した草木を海面のように波立てる。

　丘には宝玉が幾いくつも埋め込まれた二本の柱が、等間隔に並び立っていた。

　ハンナが作り上げた、魔力増幅装置である。

　あの時と、まるで同じ光景だった。

　アヤメを初めて異世界返還した時に訪れた場所と、何もかも。

　唯一、違うところがあるとすれば、アヤメやカノン、ハンナに加えて、ソウガの存在があることくらいである。

「……満足したか？」

　ロイは問いかけた。無論、目の前に居るアヤメへ、である。

「うん。すっごく」

　返してくるアヤメの言葉に、嘘うそ偽いつわりはなかった。

「……ま、あれだけ食べて買えばそうなるか」

　からかうように、ロイは応こたえる。

　アヤメはその背に大きな鞄かばんを背負っており、そこには蓋ふたが閉まりきらぬ程の大量の荷物を詰め込んでいた。

　ミラーより多くのグリムワードを受け取ってしばらく、アヤメはロイの奢りで近くの街で食べ物という食べ物を口に入れ、お土産というお土産を購入し続けた。ソウガもまたそれに加わっていたのだから、同年代より幾らか資金はあると自負するロイですら、いささかその背に冷や汗が伝ったものである。

　ただその間、ロイは少しも文句を挟まなかった。

　ダンネンベルグとの戦いの際、アヤメと交かわした約束のこともある。

　だが、それ以上に、

「しょうがないでしょ。もう……終わりなんだから」

　そう。それがアヤメにとって――異世界を堪能する、最後の機会でもあるからだった。

　二人分の異世界返還を行えるだけのグリムワードが手元にある以上、アヤメやソウガがこれ以上、この世界に居続ける理由はなかった。

「思い残すことはないな？」

　確認をとったロイに、アヤメは何かを口にするかのようにその唇を開いた。

　だが、珍しく迷うようにすぐに閉ざすと、こちらから視線を逸そらし、小さく呟く。

「……うん。ないよ」

「分かった」

　ロイは左手でグリムワードを掴つかみ、右手で首元から鍵かぎを取り出した。

「それじゃあ、異世界返還を始める」

「……え、もう？」

　狼狽うろたえたようにアヤメが身を引く。ロイは静かに言った。

「散々楽しんだんだろ？　だったらもう、これ以上なにかする必要はない」

「そう……だけど」

　言葉とは裏腹に、躊躇ためらうような素そ振ぶりを、アヤメは見せる。ソウガは彼女の後ろで、じっと二人の遣り取りを眺ながめていた。

「早く済ませよう。お前だって、家に帰りたいだろ？」

「う、うん。そうだね」

　頷うなずきながらも、アヤメは俯き、体の前で自分の指を絡からませる。言いたいことは沢山あるのに、それを形にしていいのか分からない。そんな風に見えた。

「で、でも、ロイ……もっと……何か、ないの？」

「何かって、なんだ？」

「だ、だって、あたし、もう帰るんだよ？」

「ああ」

「いなくなっちゃうんだよ？」

「そうだな」

「そうだなって……！」

　素っ気ない応えに、アヤメは衝しよう撃げきを受けたような顔をする。その後、彼女は唇を噛かみ締しめると、押し殺したような声を出した。

「そんな言い方……あんまりじゃない……」

「……悪い。でも、他に何も、お前に言うことが見つからないんだ」

　表情を変えず、ロイはただ言葉を紡つむぐ。

「とにかくこれでお別れだ。……長い間、世話になったな」

　アヤメの真まっ直すぐな視線が、こちらを見つめてきた。その瞳の奥に、無数の感情が見え隠れしている。

「……うん」

　だが彼女はただそれだけを呟くと、己の胸を掴んだ。まるで自身の中から溢れそうになるありとあらゆる気持ちを、懸けん命めいに抑え込むように。

「勝手にこんな世界に呼んだりして、ごめん」

「……うん」

「色々迷惑かけて、本当にごめん」

「……うん」

　同じ受け答えしか、送られてはこない。だがロイもそのことには触れず、ただ続けた。

「多分、もう、お前とは会えないと思う。だから……ありがとう」

「……ロイ……」

「アヤメからすればふざけるなって話かもしれない。だけど、お前のおかげで俺は色んなことを学べた。狭せまい部屋に居続けただけじゃ見えなかったことを、全すべて目にすることが出来た。……その結果、自分でも驚くくらい、変わることが出来た」

　だから、ありがとう。そう、ロイは告げた。

「お前には伝えきれないくらい、感謝してる」

「……そんなの。あたしだって」

　視線を落とし、アヤメは震ふるえた。ともすれば零れてしまいそうな何かを、かろうじてせき止めているかのように、その身を固くする。

「あたしだって……ロイには……」

　全てを形にすることはせず、アヤメはその目を閉じた。

　言葉を途と切ぎれさせたその間が、彼女にとっての逡しゆん巡じゆんであることを、ロイは悟さとる。

　長い、長い、長い時間が流れ去った。

　その場に居る、ロイとアヤメ以外の誰もが、互いに示し合わせたかのように沈黙している。

　――そして。

「……ロ、ロイ……」

　やがて、アヤメが思い切ったようにその顔を上げた。

「ロイ、あたし……あたし、やっぱり、このまま……！」

「俺とお前は、世界が違う者同士だ」

　しかしそれをあえて遮るようにして、ロイは大きく声を張り上げる。

「永遠には、一緒に居られない。……だったら、それを引き延ばすことに何の意味がある？」

　やむを得ない事情があれば別として。

　それも、もう――なくなってしまったのだから。

「そ、それはそうだけど、でも……あたし、まだ……！」

「帰れ。自分の世界に。――お前にとって、それが正しい選せん択たくだ」

　誰がなんと言おうと。そのこと自体に誤りはない。

「ロイくん……」

　ハンナが物言いたげな顔を向けてくる。しかしロイはそれを無視した。

「――四方にたゆたう混こん沌とんよ」

　詠えい唱しようを始める。グリムワードを投げ、鍵を差し出すと、その先せん端たんに青白い光が宿った。

「待って、ロイ、あたし……！」

　それは線となり、カードと繋がりを保つと、ロイとアヤメの間に魔ま法ほう陣じんを展開させる。

　まるでそれが、絶対の境界線であるかのように。

　ロイとアヤメを違える、不可侵の隔たりであるかのように。

「無数に散らばる星々よ、絶えなく続く繋がりの果て、塞ふさがりし壁の向こう」

　アヤメの呼びかけには応じず、一いつ切さいの口調の乱れなく、ロイは魔術を発動していった。

「我わが名において顕けん現げんせしめよ。其は全てを解放せし、偉い大だいなる力の証」

　大量に吹き出したグリムワードがロイの周囲を回転し、望む結果を生み出していく。

「今ここに、ただ唱えん。いざ開かれよ、大いなる――異界の、扉とびらよ！」

　閃せん光こうが世界を掃討した。真っ白く染まった空間の中、柱と柱の間に青白い輝かがやきが弾はじける。それはしばらくすると、おぼろげな姿を作りだして行った。

　虚こ空くうに穿たれた光のトンネル。

　それが、ロイとアヤメの世界を繋ぐ入口であり、また、出口でもあった。

「さあ、別れの時だ、アヤメ。行けよ」

「で、でも……」

　念願が叶ったというのに少しも嬉しそうではなく、アヤメは当とう惑わくしたような素振りを見せてくる。

「お前らしくもないな。思い切りを見せてくれよ。いつか訪れる時が来た。それだけだろ」

　素っ気なく。何の感情も挟まずに。ロイは言い続けた。

「長くは持たないぞ。――行くんだ、アヤメ！」

　強く、叱しかりつけるこちらの声に、アヤメは体を竦ませる。

　彼女の背後で自らの存在を主張する光明が、眩い先をこの上なくはっきりと示した。

「先に行くぞ、アヤメ」

　短くそう言うと、ソウガは踵きびすを返し、歩き始める。

「よくわからねえが、面おも白しろいことにつき合わせてくれてありがとよ。それじゃあな」

　手を上げると、散歩から帰るような気軽さで、彼かれは光の向こうへと消えた。

「……ロイ」

　アヤメがこちらの名を呼ぶ。名残惜しさを曝け出すように。

　だが――彼女は、しばらくの後に息をついた。

　両の拳こぶしを強く握り、掠かすれるような言の葉を、少しずつ零こぼし始はじめる。

「あ、あたしも……楽しかったよ」

　途切れながらも、自分にとって大切なことを噛み締めるようにして。

「ロイと一緒で……色々あったけど……全部、楽しくて……」

　切々と、アヤメは語り続けた。

「だから……あの時はちゃんと言えなかったけど……今、言うね」

　――小さな水滴が、地面へと落ちる。

　次から次へ、止め処なく、心の中に閉じ込めていたものが、決壊してしまったように。

「ロイ――」

　涙なみだを流しながら、アヤメは、こちらに向かって言った。

「あたし、あなたが、好き……！」

　迷いなく。全てを振り切るようにして。彼女らしく、ただ、堂々と。

「本当は、あなたとずっと一緒にいたかった。もっと沢山、色んなことしたかった！　ふざけたり、美味しい物食べたり、一いつ杯ぱい、一杯、一杯したかった！」

　こちらの胸へ、少しでも、自分の想おもいが届くことを祈るかのように。

「だけど――それは許されないことだって分かってる……！　すごく嫌いやだったけど、分かってた！」

　アヤメは、世界中に届くような大声で叫んだ。

「だから――さよなら……！　すっごく、すっごく、すっごく好きだったよ、ロイ！」

　ロイは応えない。ただ無言のまま、それを聞き続ける。

「……バイバイ」

　最後に、そう、たった一言だけを残して。

　彼女はこちらに背を向け、歩き始めた。

　その足取りに、躊躇ためらう素そ振ぶりは少しもない。

　前だけを見つめ、ただ真っ直ぐと進んでいく。

　そしてアヤメは、何処までも、アヤメらしく。

　――この世界から、颯爽と去って行った。

「…………」

　穢けがれの無い色を宿した光。異世界への扉が、音も無く消えていく。

　やがて魔術がその効果を失くした時。そこにはもう、何もなかった。

　かつて確かに傍そばに居た筈はずの、雛菊アヤメという少女の痕跡すら。

　一切として、何も、ありはしなかった。

　それでもロイは鍵を握り締めたまま、ただそこを見つめ続ける。

　その時、不意に、風が吹ふいた。

　それは、まるで全てを攫うかのように。

　自分の想いも願いも後こう悔かいも楽しさも幸せも怒いかりも悲しみも。

　何もかもを持って、過ぎ去って行った。

「…………」

　どれくらいの間、そうしていただろうか。

　ロイはやがて、その場から振り返った。

　そこには、カノンとハンナがじっと佇んでいる。

「……帰ろう」

　ようやく、ロイはそれだけを言った。

　草を踏ふみしめ、彼方かなたへと続く空を視界に入れながら、足を進めていく。

「……うん」

　ハンナが短くそう応えた。ロイは彼女の頭を軽く撫で、微笑ほほえみを浮かべる。

　そしてカノンの方へと視線を傾かたむけ、何かを言おうとしたその時。

　――そっと、彼女から、抱き締められた。

「……先輩？」

　驚おどろいて尋ねる。カノンはロイのことを己の懐ふところへと迎え入れたまま、強く、何かを耐たえるように強く、抱く手に力を込めた。

「――泣きなさい」

　しばらくして、カノンはそう小さく口にする。

「もう、いいのです。……何も我慢しなくて、いいのですよ」

「なにを、言って……俺は別に……」

「辛くないわけなど、ないでしょう！」

　ロイの返答に納得がいかないように、カノンが続けた。

「あなたのことを、どれくらい見てきたと思ってるのです……！　もうアヤメはいない。彼女を想う必要はなくなりました！　だから……！」

　自分自身が感かん極きわまったように、カノンは嗚お咽えつを上げた。額に違和感を覚え、ロイは見上げる。

　彼女の目から零こぼれ落おちた涙が、自分へと伝ってきていた。

「だから……もう……！」

　次いでそこに、新たな泣き声が混じる。

　ハンナもまた、しきりに目元を拭っては、それでも尚、止めることの出来ない悲しさを表していた。

「ロ、ロイくん、わ、わたし、やっぱり……」

　話す途と中ちゆうで何度もつっかえながら、それでも彼女は、自分の気持ちを吐と露ろする。

「やっぱり、わたし、アヤメさんとお別れするの……いやだったよ……！」

　ロイは、唇を噛んだ。自分自身で必死に閉じ込めていた物が、心の奥底からゆっくりと、浮かび上がってくる。

「ばか……やろう……」

　目を閉じ、カノンの胸にその顔を預け。ロイは、爆ばく発はつしそうな感情を自覚した。

「お前まで……そんなことになったら……！」

　もう、制せい御ぎよ出来なくなってしまう。

　――すっごく、すっごく、すっごく好きだったよ、ロイ！

　アヤメの声が、自分の中で木霊した。

　何度も何度も、繰り返し繰り返し、内側で強く響ひびく。

（俺だって……！）

　どれだけそう言いたかっただろう。

（俺だってお前が……好きだったんだ……！）

　何度そのことを、伝えようとしただろう。

　だがアヤメは異世界の人間で。いつか帰ってしまう存在で。

　だから、告白して、返って来る相手の気持ちが恐くて。

　その一歩が、踏み出せなかった。

（なんでこんな時まで……お前は俺の先を行くんだよ……！）

　悔しかった。どうしようもなく、悔しくて堪らなかった。

　アヤメともっと話したかった。アヤメともっと触れ合いたかった。アヤメのことをもっと知りたかった。

　だがもうそれは出来ない。彼女はいない。この世界の何処どこにもいない。

　自分と似た、けれども絶対に違ちがう。

　いつも前向きで、どうしようもなく輝いていて、どんな不可能も可能にしてしまう。

　雛菊アヤメという少女は、消えてしまった。

　自分の前から――永遠に。

「く……う……」

　震える声を上げて。ロイは歯を食い縛った。

　だが、もう、抑え込むことが出来なくて。

「アヤメ……」

　己にとって、誰よりも大切な少女の名を呟き。

「アヤメ……！」

　かつて在った絆きずなを、確かめるように強く手を握り締め。




「――ッ！」




　その瞬間、澄みきった蒼そう穹きゆうに向け、ロイは声を上げて泣いた。
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終章　少女、桜の木の下で。







「あれ、アヤメ、今帰るとこ？」

　スマートフォンの画面に視線を落としていたアヤメは、聞き覚えのある声に顔を上げた。

　学校帰りに寄ったドーナツ店を出たところである。

　目の前には学校の級友達たちが居て、彼女達は皆みな、その手に一枚の紙を持っていた。

「うん。これからお父さんと訓練だから」

「また？　好きだねえ、本当に。たまにはわたし達と遊ばない？　ほらこのチラシ。駅前にあるカラオケ屋、新装開店して、これ持って行けばお昼のフリータイム半額だってさ。一いつ緒しよに行こうよ」

　魅惑的な申し出ではあったが、今日はソウガから新しい技を教えてもらう予定である。今までにない動きを取り入れた物であるということで、朝から楽しみにしていたのだ。

「ごめんね、また今度誘って」

　不満げな声を上げる級友達に手を振って、アヤメは一人、帰り路についた。

　ドーナツ屋のある通りは商店街のようになっていて、左右には様々な店が軒のきを連ねている。

　その中を、何を考えるでもなくアヤメはゆっくりと歩いて行った。

（……あたしも、変わったよね……）

　以前はもう少し抵てい抗こうがあったと思う。

　しかし今や、何の衒てらいも無くソウガとの修しゆ行ぎようを楽しんでいた。

　自分には、自分の人生しか生きられない。だから全力で前向きに取り組んだ方がいい。

　開き直って、様々なことを気にしないようにしたら、いつの間にかそう思えるようになっていた。

「……いい風」

　ふと、アヤメは足を止め、目を細めた。通りを吹き抜ける目に見えない空気の流れが、自身の髪かみを優しく梳かしていく。

　少し前まで寒くてどうしようもなかったというのに、最近、めっきり温かくなった。

　もう、世間はすっかり春の装いだ。

　アヤメが高校二年になってから、一週間ほどが過ぎていた。

　気持ちの良い日よりの中、足を進めていくと、ランドセルを背負った子ども達がはしゃぎながら傍を通り過ぎていった。

　それらを微笑みながら見守っていたアヤメの耳に、ある声が届く。

『開け、扉よッ！』

　目が自然と見開かれた。思わず立ち止まり、視線を傾ける。

　が――そこには電気店に置かれた液晶テレビがあるだけだった。どうやら、流されているアニメ番組から聞こえてくるものであったらしい。

　童話の魔法使いが被るような黒い三角帽子を頭に乗せた男の子が、大仰な門を開こうとしているところだった。

　テレビの前には齧りつくように小さな子ども達が数人居て、彼らは熱心にアニメを眺めている。

　主人公の男の子が手に持った杖を振り上げると、そこからは炎ほのおや雷かみなりが現れ、轟ごう音おんと共に敵らしきキャラクター達を打ちのめしていった。

「なあなあ。魔法って本当にあるのかなあ」

　不意に、子ども達の一人、帽子を被った男の子が声を上げる。

「お前、なにガキみたいなこと言ってんだよ。あるわけねーだろ」

　それを馬ば鹿かにするようにして、鼻に絆創膏を貼った男の子が言った。

「そんなの分からないじゃない。あったらどうするのよ」

　頭にリボンを結んだ女の子が抗議すると、帽子の男の子も「そうだよ、どうするんだよ」と意見に乗る。

「あるわけねーよ。だっておれ、見たことねーもん」

　絆創膏の男の子は、まるで自分が他の二人よりもずっと大人であるかのように、何処どこか上の立場で物を言っていた。

「でもサンタさんは、見たことないけど、いるわよ。いつも起きたら、プレゼント置いてあるもの」

　リボンの女の子が、勝ち誇ったように胸を反らせる。

「そうだよ。ないからないって言うのは変だよ。なくてもあるかもしれないだろ」

　訳の分からない反論を見せた帽子の男の子に、二対一で形勢が不利だと見たのか、絆創膏の男の子はわずかに動どう揺ようを示した。

「な、なんだよ。魔法なんてあるわけないだろ。ないっつったら、ないんだよ！」

　力押しで事を終わらせようとする彼に、アヤメは口を開く。

「――あるよ」

　三人が驚いたように、こちらを振り返った。

「あるよ。ただし魔法じゃなくて、魔ま術じゆつだけど」

「まじゅつ？」

　舌足らずの言い方で、女の子が鸚おう鵡む返がえしに訊きいてくる。

「『魔』力によって為なされる現象を操あやつる『術』のこと。……だったかな？」

　間違えていたら、また、彼に怒おこられてしまいそうだ。アヤメはくすりと笑った。

「嘘うそだよ。そんなのあるわけねーよ！　お前、嘘つくなよ！」

「嘘なんてついてないよ。あたし、見てきたから」

　明らかに自分達より年ねん齢れいが上だと思われるアヤメが敵の味方に付いたためか、絆創膏の男の子はたじろいだ。

「な、なんだよ……大人の癖になんでそんなこと言うんだよ！　ばーか！」

　捨すて台詞ぜりふを残し、そのまま、絆創膏の男の子はその場を走り去って行った。

「……お姉ちゃん、それ、本当？」

　確かめるように問うてくるリボンの女の子に、アヤメは頷く。

「本当だよ」

「どこに行けば見れるの？　わたしも見れる？」

「おれは？　おれはだめ？」

　二人の子ども達に迫せまられて、唇くちびるに指を当てながら、

「さあ……。求められれば、きっといつか、呼ばれるんじゃないかな」

　そうとだけ、応える。

　意味が分からなかったのか、子ども達はどちらも、揃って首を傾かしげた。

　アヤメは、じゃあね、と手を振ってから、再び歩き始める。

　やがて商店街を出ると、十字路に差し掛かり、アヤメは右に折れた。

　すると、視界一面が薄桃色に染まる。

　アヤメは頭上を仰あおぎながら、桜並木が続く通りを進む足取りを、少し緩ゆるめた。

（あれから一年か……）

　随ずい分ぶんと経たったような気もするし、あっという間であった気もする。

　――あの日。異世界から戻もどってきたアヤメは、そこが、最初に呼ばれた場所から少しも動いていないことに気付いた。

　魔術の効果なのだろうか。更さらに時間も一秒たりとも過ぎてはおらず、まるで、何もかもが夢であるようにすら思えたものだ。

　だが今までのことが確かな現実である証しよう拠こに、己おのれの背には、あの世界での思い出が一杯に詰まったリュックがあった。

　それからしばらく。

　アヤメは、出来るだけ、あの世界で出会った人達のことを忘れようと思った。

　大切な記き憶おくをいつまでも胸に抱いたままにすることも、考えはしたのだ。

　だが、それでは永遠に自分はあの世界に居た時のことを引きずってしまうように思えて。無む理り矢や理りにでも消し去ってしまう方がいいと、そう判断した。

　……しかし、それから一年が過ぎて。

「結局、ダメだったなー……」

　忘却しようと思えば思うほど鮮明に浮かび上がる思い出の数々。それは、とてもではないが、追つい憶おくの彼方に葬り去れる物ではなかった。

【アルス・マグナ】を通して知り合った人々のことが。

　カノンのこちらを叱る顔が。ハンナの愛らしい姿が。

　そして。

「……ロイ」

　ロイ＝シュトラス。

【扉の魔ま術じゆつ師し】の二つ名を持つ、少年魔術師。

【物質転移アドヴエントゲート】の優すぐれた使い手で、奇き跡せきの魔術、異世界召喚の偉業を成なし遂とげた人物。

　だが本当は引きこもり体質で、反抗的で、すぐこちらを馬鹿にしてきて。

　挙句、『彼かの女じよが欲ほしい』などという理由でこちらを異世界に召喚する始末。

　初めて会った時は、なんてふざけた奴やつなのかと憤ったものだ。

「それなのに……」

　それなのに、いつのまにか。

　胸の中に居座って、いつまで経っても居なくならない程ほど、大切な存在になっていた。

「……会いたいな」

　何度も思ったことを、また繰り返す。

　授業中、友だちと語らっている時、好きなテレビを見ている最中、父親との訓練を終えたその後で。

　会いたい。ロイに会いたい。

　アヤメはそう、想い続けていた。

「……どうせ、無理なのに」

　自分は、こんなに未練がましい人間だっただろうか。

　いや、他のことに関しては、そうではない。過去にしがみ付く暇ひまがあるならどんなに辛くても前に行く。そんな気き概がいでやってきたのだ。

　だが、ロイのことだけはそうならなかった。

　会いたい。会いたい。会いたい。

　どれほどの時を過ごしても……いや、過ごせば過ごす程その気持ちは強くなっていく。

「……でも最後、ロイ、冷たかったしな」

　あれが本心ではないと信じてはいるが。

　もしそうであったなら、と考えると、胸の奥おくがわずかに痛んだ。

「ロイは、あたしのこと、どう思ってたんだろう――」

　蒼穹を背に、揺ゆれる桜を見つめながら、アヤメは小さく呟いた。

　……その時。

　足元で、虫が羽を揺らすような音が聞こえた。

「……ん？」

　何気なく視線を落とし、その瞬間、アヤメは硬こう直ちよくする。

「え……ええ？」

　自分を中心として周囲数メートルに、大きな紋様が描えがかれていた。

　円形状のそれは内部に複雑怪奇な線が走っており、血のように紅い色を宿している。

「こ、これ……これって……」

　見覚えがあった。いや、忘れるはずもない。忘れたくても忘れられないと、さっき思ったばかりだったのだ。

　間ま違ちがいなく。自分の認にん識しきが確かならば、これは――。

「魔法陣……!?」

　光が溢れた。もしかして、また、何処かに呼ばれるのか？

（まさか、そんな……！）

　ありえるはずもない。そう思っていたアヤメは、それでも危機に備えるよう、その身に力を込めた。

　赤色の光は瞬またたく間まに辺りへと広がり、アヤメの体を取り込むように円柱状に立ち昇る。

　そしてアヤメは、自分の意識が。

「…………」

　自分の意識が――。

「……あれ？」

　遠ざからないことに、気が付いた。

　閉じていた目を、ゆっくりと開けていく。一体今のは、なんだったのか。

　そう思っているアヤメに、

「……なんとか成功したか」

　そう、声が、かけられた。

「向こうから呼べるならこっちが行くことも出来るだろうって、我ながら単純な考えだったから、どうなることかと思ったが。ただ次元越境の段階で多少の魔ま力りよくの乱れがあったから、理論構築にちょっと穴があるか？」

　その理屈っぽい話し方。鼓こ膜まくをくすぐる、若さを含ふくんだ低い声。

「……嘘……」

　アヤメは眼前に突とつ如じよとして現れたその人物を、呆ぼう然ぜんと見上げた。

　無造作に伸のばした赤茶けた髪。不遜な顔つき。蒼あお白じろい肌はだ。

　ネクタイを付けた白いシャツに黒いパンツ。首から下がった鍵型のネックレス。

　そして――その身に纏まとう、ゆったりとしたローブ。

「なんで……ここに……」

「……よう」

　か細い声を発したアヤメに、『彼』は照れくさそうに手を上げた。

「なんだ……やめよう、やめようってずっと我慢してたんだが……」

　そのまま頭を掻き、口端をゆっくりと上げていく。

「どうしてもお前に会いたくなって……今度は、こっちから来てみた。二人を還すのに貰もらったグリムワードをかなり使ってしまったから、また溜ためるのに時間がかかってしまったけどな。ハンナが魔力増幅器を改良してくれたおかげで、予想より早く実現出来た」

　どれほど待ち望んだだろう。どれだけの時を焦こがれただろう。

「とりあえず――」

　彼の口から、その言葉が、紡がれるのを。

「久し振り、アヤメ」

　視界が滲んだ。ダメだ、と思っても、止めることが出来なかった。

　手を握り。唇を噛み。必死に堪えようとしても。

　到とう底ていこの嬉しさは、抑え込み切れなかった。

「勝手に押しかけておいて悪いんだが、もし良かったら、色々こっちの世界を案内してくれるか？」

　その問いかけに。

「……ばか」

　アヤメは震える声で、ようやく、そう応こたえた。

「ばか。こっちの世界に来るのに……そんな服じゃ……目立つじゃない」

「……あ、それもそうか。不味い。なにも考えてなかった」

　慌てたように自分のローブを摘まみ上げる彼に。

　アヤメは、耐え切れず、飛び込んでいた。

「――ばかっ！」

　精一杯に抱き締めると、その温かさ、今、彼が傍に居る喜びを全身で噛み締めながら。

「本当に……もう……こんな突とつ然ぜんに……」

　一年が経ち、少し成長したその顔を見上げて。

「でも……」

　アヤメは世界で一番大切な人の名を、呼んだ。

「お帰りなさい――ロイッ！」
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あとがき







　どうも！　空そら埜の一かず樹きです。

　「扉の魔術師の召喚アドヴエン契約ト・ゲート５―その少年、壮烈につき―」をお送りしました。

　如何いかがだったでしょうか？　楽しんで頂けたのであれば、幸いです。

　扉の魔術師の物語に関しては、この巻で一区切りとさせて頂きます。

　皆様の応援でここまで続けられたことを、深く感謝致します！

　最後ということで、恒こう例れいの作品に関するお話を。

　あくまでも個人的にではあるのですが――いわゆる異世界召喚というジャンルには、どうしても避さけられない展開があると思います。

　それは『別れ』です。

　主人公にしろ、ヒロインにしろ、違う世界から来たのであれば、彼らには最後に『帰る』という選択肢が突き付けられます。

　その際、キャラクター達がどういった行動をとるのか。

　違う世界の者同士で共に生きていくのか、それとも離はなれてしまうのか。

　それを描かなければ、話を終えることは出来ない。

　そんな風に、ぼくは考えていたのです。

　結果的にロイとアヤメがどういう選択をしたのかは本編を読んで頂くとして、その『最後』を書き切った時、独どく特とくの感かん慨がいが湧わいてきたことを覚えています。

　それは今まで自分がやってきたシリーズを終えた時とは、また違ったものでした。

　そういう意味でも、この「扉の魔術師の召喚契約」を続けて来て良かったと思います。

　後は今まで読んで頂いた方にもご満足できる内容であったことを、祈るばかりです。

　ということで……話は大きく変わりますが。

　最近、ちょっとだけ復活した趣しゆ味みがありまして。

　それはプラモデル作りです。

　子どもの頃なんかはちょくちょくとやっていたのですが、中学生辺りから離れ始めて、高校へ入学する頃にはすっかりやめてしまっていました。

　それがなぜここに来て再び熱が上がったのかと言うと、それは……！

　まあ、別に理由があるわけではなく。

　ちょっと時間が余あまったので玩具屋に行った時（立派な大人ですが普通に玩具を買いにいくのです。ぼくは）見かけたプラモデルが格かつ好こう良よくて購入に踏ふみ切きったという。

　ただそれだけです。

　およそ十年ぶりとなる作業で不安でしたが、最近のものは昔に比べてかなり分かりやすい説明書がついているので、楽々と完成させることが出来ました。

　ただ途中、ちょっとした問題が起こりまして。

　作業していた時、小さな部品を指で弾はじき、勢いよく何ど処こかへ飛ばしてしまったのですね。慌てて部屋中に視線を飛ばしたのですが見つからず、仕方なく床に這はい蹲つくばりました。

　そうしてかれこれ数十分ほど、血ち眼まなこになって探していたのですが……。

　ふと冷静になりました。

　午前二時半。漫画や小説が山のように積み上がった部屋の中央。獣のように四つん這いになって。

　プラモの部品を探す、二十九歳。

　……色々と大丈夫か？　ぼく。

　わけもなく焦しよう燥そう感かんが募つのりました。

　まあ、すぐに忘れて出来上がったロボットを慈いつくしみの目で見つめていたのですが。

　いやあ、プラモデルって、いいものですね！

　……えー、ここからは謝しや辞じを。

　担当のＮ様。引き続きあれこれとご迷惑をかけており、申し訳ありません＆ありがとうございます！　これからもかける可能性が大、いや、寧むしろ、確定された未来！　のような感じではありますが、出来るだけ努力して改善していくつもりなので、何卒宜しくお願いします。

　イラスト担当の、ぽんじりつ様。作品を彩いろどる可愛らしいイラストの数々は、大変な時や疲れていた時、何よりの癒いやしになりました。長い間、本当にお世話になりました！

　様々な場面で応援メッセージを送って下さった方々。お言葉の一つ一つが、シリーズ執筆を続ける大きな力となりました。ありがとうございます！

　そして何より、全ての読者の皆様へ。

　最大限の、感謝を。

　別シリーズ「邪神攻略者の戦技教導」も、ぜひぜひ宜しくお願いします！

　それではまた、お会いしましょう。


六月　ＢＧＭ　無し

ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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